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　９月22日㈯、岡志別の森運動公園と市民プール
らくあで、登別市民憲章制定50周年記念『市民ス
ポーツ・健康フェスティバル』（市教育委員会、
登別市文化・スポーツ振興財団、北海道曹

ソ ー ダ

達㈱主
催）を開催しました。
　岡志別の森運動公園会場で行われた『駅伝大会』
では、参加した児童40人が、雨の中、力強い走り
を見せてくれました。
※市民プールらくあでの開催内容は18ページ。
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。
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こ
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か
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停電から復旧し始めた国道36号沿線（９月７日㈮午前０時ごろの登別市栄町付近）

　
寝
静
ま
る
未
明
の
ま
ち
を
襲
っ
た
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
。
約
２
日
間
に

及
ん
だ
停
電
や
昼
夜
を
問
わ
ず
続
い
た
余
震
に
よ
り
、
眠
れ
ぬ
日
々
を
過
ご
し
た
方
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
市
内
で
は
、
一
部
の
家
屋
な
ど
の
損
壊
が
発
生
し
、
ま
た
、
登
別
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
観
光
業
に
お
い
て
は
、
地
震
に
よ
る
不
安
な
ど
か
ら
、
客
足
が
遠
の
く
な
ど
、
現

在
に
お
い
て
も
、
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
規
模
の
も
の
が
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
今
回
の
災
害
を
糧
に
、
そ
の
と
き
の
た
め
に
、
今
、
備
え
を
見
直
し
ま
せ
ん
か
。

　
多
く
の
人
が
就
寝
し
て
い
た
午
前
３
時
７
分
。

市
内
に
お
い
て
は
、
観
測
史
上
初
と
な
る
震
度

５
弱
を
観
測
し
ま
し
た
。

　
突
然
の
激
し
い
揺
れ
や
携
帯
電
話
な
ど
か
ら

流
れ
る
緊
急
地
震
速
報
で
飛
び
起
き
た
人
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
北
海
道
内
で
初
め
て
と
な
る
最
大
震
度
７
を

観
測
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
７
の
『
平
成

30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
』
は
、
大
規
模
な

土
砂
崩
れ
や
液
状
化
現
象
を
引
き
起
こ
し
、
ま

た
、
北
海
道
内
の
電
力
の
大
部
分
を
賄
っ
て
い

た
厚
真
町
の
大
規
模
な
火
力
発
電
所
が
損
傷
し
、

作
動
停
止
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
地
震
発
生
直

後
に
北
海
道
全
域
が
停
電
に
陥
り
ま
し
た
。

　
市
は
、
平
成
24
年
11
月
の
大
規
模
停
電
時
に

防
災
拠
点
と
な
る
市
役
所
本
庁
舎
に
お
い
て
、

照
明
を
は
じ
め
、
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ
ビ

な
ど
が
使
用
で
き
な
い
こ
と
で
情
報
収
集
に
苦

慮
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
教
訓
か
ら
、
非
常
用
発
電
機
を
設
置
し

て
お
り
、
市
役
所
本
庁
舎
２
階
の
防
災
担
当
執

務
室
に
電
力
を
確
保
し
、
照
明
が
つ
く
室
内
で
、

深
夜
に
発
生
し
た

『
震
度
５
弱
』
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白石市

登別市

海老名市

◎二市からの救援物資
非常食
飲料水
燃料携行缶
毛布
バルーン付
投光器（貸与）

3,700食
7,500本
45缶
150枚

４台
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け
て

安
全
・
安
心
を
確
保

地震の前にできたこと、今しませんか
～平成30年北海道胆振東部地震～

心温まる
支援

◎各自主避難所の状況

避難所 最大避
難者数 閉鎖日時

婦人
センター 53人 ９月８日㈯

午前９時35分

鉄南ふれあい
センター 33人 ９月７日㈮

午後３時15分

市民会館 172人 ９月８日㈯
午前10時45分

鷲別公民館 69人 ９月８日㈯
午後２時10分

連
合
町
内
会
の
緊
急
連
絡
網
を
活
用
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
を
行
い
ま
し
た
。

　
非
常
用
発
電
機
な
ど
に
よ
り
、
電
力
を
確
保

し
た
４
カ
所
の
避
難
所
に
は
、
最
大
315
人
が
避

難
し
、
そ
の
中
に
は
、
外
国
か
ら
の
観
光
客
も

含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
外
国
語
を
話
す
こ

と
が
で
き
る
職
員
な
ど
で
対
応
に
当
た
り
ま
し

た
。

迅
速
な
初
動
体
制
を
と
り
、
気
象
庁
な
ど
の
関

係
機
関
か
ら
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
広

報
車
に
よ
り
市
内
を
巡
回
す
る
な
ど
、
被
害
の

把
握
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
速
や
か
に
対
応
を

行
い
ま
し
た
。

　
胆
振
東
部
の
内
陸

を
震
源
地
と
し
た
地

震
の
た
め
、
津
波
の

心
配
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
市
内
全
域
に

発
生
し
て
い
る
停
電

な
ど
の
状
況
か
ら
、

市
内
４
カ
所
（
市
民
会
館
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
、

鷲
別
公
民
館
、
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
に

自
主
避
難
所
を
午
前
５
時
30
分
か
ら
開
設
す
る

こ
と
を
決
定
し
、
広
報
車
や
防
災
メ
ー
ル
、
市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
市
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

　
市
は
、
現
在
、
65
の
事
業
所
な
ど
と
防
災
協

定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
災
害
時
に
お
い
て
も
、
協
定
先
の
市

内
の
レ
ン
タ
ル
会
社
や
国
土
交
通
省
北
海
道
開

発
局
な
ど
か
ら
発
電
機
の
提
供
を
受
け
、
各
避

難
所
や
市
内
の
浄
水
場
な
ど
、
電
力
の
供
給
が

必
要
な
公
共
施
設
の
電
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
姉
妹
都
市
の
宮
城
県
白
石
市
・
神
奈

川
県
海
老
名
市
と
登
別
市
は
、
災
害
な
ど
で
被

災
し
た
市
に
対
し
て
、
ほ
か
の
二
市
が
応
援
す

る
『
危
機
発
生
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す

る
協
定
』
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
登
別
市
と
白
石
市
と
の
歴
史
的
ゆ
か
り
か
ら

始
ま
っ
た
交
流
は
、
平
成
22
年
に
海
老
名
市
も

加
わ
り
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
交
流
や
相
互
支
援
関
係
を

築
い
て
き
ま
し
た
。

　
９
月
７
日
㈮
午
後
６
時
30
分
に
は
、
市
の
要

望
し
た
非
常
食
や
飲
料
水
な
ど
の
救
援
物
資
が
、

フ
ェ
リ
ー
航
路
を
利
用
し
た
両
市
の
職
員
に
よ

り
ト
ラ
ッ
ク
で
届
け
ら
れ
、
そ
の
後
に
は
、
両

市
の
市
民
団
体
な
ど
か
ら
、
寄
付
金
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
長
き
に
わ
た
る
市
民
同

士
の
交
流
な
ど
に
よ
っ
て
強
ま
っ
た
三
市
の
つ

な
が
り
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
市
は
、
災
害
時
に
、
防
災
関
係
機
関
な
ど
と

協
力
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
命
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
に
対
応
し
ま
す
。
し
か
し
、
道
路
が

寸
断
さ
れ
、
す
ぐ
に
現
場
に
駆
け
つ
け
る
こ
と

▲�防災執務室で初動体制にあ
たる職員（９月６日㈭午前
６時20分ごろ）

が
難
し
い
場
合
や
市
内
全
域
が
被
災
し
、
多
く

の
方
が
支
援
を
待
っ
て
い
る
場
合
な
ど
に
は
、

地
域
で
の
助
け
合
い
が
大
き
な
力
と
な
り
、
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
９
月
６
日
㈭
、
市
内
全
域
が
停
電
に
見
舞
わ

れ
る
中
、
こ
の
災
害
を
み
ん
な
で
乗
り
切
ろ
う

と
、
市
民
団
体
な
ど
に
よ
る
炊
き
出
し
支
援
に

加
え
、
多
く
の
自
主
防
災
組
織
が
主
体
と
な
っ

て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
充
電
サ
ー
ビ
ス

や
避
難
行
動
要
支
援
者
の
見
回
り
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
つ
な
が
り
を
肌
で
感
じ
、
心
が
癒
や

さ
れ
た
方
も
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
震
や
火
災
、
風
水

害
な
ど
の
災
害
時
に
、
地
域
や
住
民
ぐ
る
み
で

防
災
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
に
結
成
さ
れ
る

組
織
で
、
市
内
に
は
、
現
在
、
町
会
、
町
内
会
、

自
治
会
、
地
区
連
合
町
内
会
に
よ
り
設
立
さ
れ

た
37
の
自
主
防
災
組
織
が
あ
り
ま
す
。

　
市
は
、
自
主
防
災
組
織
に
対
し
て
、
防
災
訓

練
や
防
災
研
修
な
ど
の
支
援
に
加
え
、
活
動
に

深
夜
に
発
生
し
た『
震
度
５
弱
』

支
え
合
う

地
域
の
人
々
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スマートフォン

携帯電話・ＰＨＳ

（％）

若緑町内会
会長　高

たか

橋
はし

 忠
ただ

勝
かつ

さん（緑町）

地域の不安を
取り除きたい

　９月６日㈭の地震が発生してすぐに、町内会役員と連絡
をとり、数人で高齢者の家なども見回り、安否確認を行い
ました。幸い、けがをした方はいませんでしたが、「いつ、
停電が復旧するのか」、「停電が長引くようであれば、携
帯電話の充電が心配だ」という声をいただきました。
　平成14年に自主防災組織を設立した若緑町内会には、平
成27年３月に防災資機材として購入した非常用発電機があ
り、燃料についても、町内会役員の機転で、地震発生直後
に購入していたので、９月６日㈭正午ごろから、老人憩の
家『緑寿の家』で、スマートフォンなどの充電サービスを
行うことにしました。また、どうしたら充電サービスを町
内会員に知ってもらうことができるか考え、通常、訃報な
どを知らせるために使用する紙を活用し、各戸に配布しま
した。
　９月７日㈮の午後６時までに、延べ約65世帯が利用しま
したが、日頃、町内会活動になかなか参加できない人も来
ていただいたので、充電している間、情報交換を行うこと
ができ、交流を深めるとともに、町内会のつながりをより
強くすることができました。
　一方で、災害時の連絡体
制や非常用発電機の燃料確
保など、課題も見つかった
ので、次の災害に備えて，
早急に話し合っていきたい
と思います。

必
要
な
防
災
資
機
材
の
購
入
費
を
補
助
し
て
お

り
、
今
回
の
災
害
時
に
、
多
く
の
自
主
防
災
組

織
が
行
っ
た
充
電
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
防
災
資
機

材
と
し
て
購
入
し
た
非
常
用
発
電
機
が
活
用
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
停
電
時
に
は
、
市
や
自
主
防
災
組
織
、

事
業
所
な
ど
が
、
市
内
各
地
で
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
の
充
電
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　
連
絡
手
段
や
情
報
収
集
手
段
に
な
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
継
続
し
て
使
用
で
き
る
よ
う

行
わ
れ
た
充
電
サ
ー
ビ
ス
の
場
で
は
、
充
電
を

待
つ
多
く
の
市
民
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
24
年
11
月
に
発
生
し
た
大
規

模
停
電
時
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
光
景
で
す
。

　
総
務
省
が
平
成
30
年
５
月
25
日
に
公
表
し
た

『
平
成
29
年
通
信

利
用
動
向
調
査
の

結
果
』
に
よ
る
と
、

個
人
で
保
有
し
て

い
る
携
帯
通
信
機

器
と
し
て
、
携
帯

電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
が

減
少
傾
向
に
あ
る

一
方
で
、
平
成
25

年
に
は
39
・
１
㌫
だ
っ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

個
人
保
有
状
況
は
、
平
成
29
年
に
は
60
・
９
㌫

と
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
家
族
を
つ
な
ぐ
連
絡

手
段
と
し
て
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得

る
情
報
収
集
手
段
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
一
方
で
、
多
く
の
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
大
き
な
画
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
携
帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
と
比
べ
て
、
消

費
電
力
が
大
き
い
傾
向
に
あ
り
、
頻
繁
に
充
電

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
の
平
成
30
年
９
月
末
時
点
の
人
口
は
、
４

万
８
千
459
人
。
仮
に
60
㌫
の
人
が
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
保
有
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
２
万
９
千

人
を
超
え
る
人
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
保
有
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
北
海
道
全
域
が
停
電
と
な
っ
た
今
回
の
よ
う

に
、
充
電
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
限
ら
れ

る
中
、
２
万
９
千
人
が
頻
繁
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
充
電
す
る
こ
と
が
可
能
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
充
電
す
る
こ
と
が
で

き
る
場
所
に
行
け
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
（
携
帯
型
予
備
電
源
）
を
利
用
す
る
こ
と

で
充
電
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
電
池
式
や
充
電
式
な
ど
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
が
あ
り
、
大
き
さ

も
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
普
段
か
ら
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
を
持
参

す
る
こ
と
は
、
災
害
へ
の
備
え
に
な
り
ま
す
の

で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、

モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

『震度７』

携帯通信機器の保有状況（個人）
（総務省『平成29年通信利用動向調査の結果』より）

地震が発生したときの取り組みをお聞きしました

地震の前にできたこと、今しませんか
～平成30年北海道胆振東部地震～

深
夜
に
発
生
し
た『
震
度
５
弱
』

変
化
す
る

ニ
ー
ズ

▲�憩いの場にもなった充電サービス
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水（一人一日３㍑）

カセットコンロ、
カセットボンベ

インスタント食品、
レトルト食品

缶詰（缶切り
不要のものが便利）

野菜ジュース

電池

常備薬など

懐中電灯・
ラジオ

暖房器具（毛布、
電池式ストーブ）

各種消耗品
（トイレットペーパー、
ボックスティッシュ）

備蓄品の例
　災害復旧までの数日間（最低３
日間、可能であれば１週間分）を
自足できるよう備蓄しましょう。

※�生活は、人それぞれ異なります。
自身の生活に合った種類や量を
準備しましょう。

　
大
き
な
災
害
は
、
時
に
電
気
や
水
道
、
ガ
ス

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
断
つ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
物
資
の
供
給
が
停
滞
し
、
食
糧
や
飲

料
水
な
ど
を
購
入
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
、
『
そ
の
と

き
』
の
た
め
に
備
え
て
い
ま
す
か
。

　
９
月
６
日
㈭
の
地
震
発
生
直
後
か
ら
、
市
内

で
は
、
復
旧
の
め
ど
が
た
た
な
い
停
電
に
不
安

を
感
じ
た
多
く
の
人
が
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
飲
料
水
や
調

理
の
必
要
の
な
い
食
糧
、
電
池
、
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
な
ど
を
買
い
求
め
て
い
た
ほ
か
、
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
に
は
、
給
油
の
た
め
の
車
が
長
蛇

の
列
を
な
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
地
震
直
後
に
買
い
求
め
た
物
の
多

く
は
、
地
震
が
発
生
す
る
前
に
備
え
て
お
く
こ

と
が
で
き
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
備
蓄
す
る
こ
と
を
何
か
特
別
な
準
備
と
考
え

が
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
備
蓄
は
、
日
々
意
識
す
る
こ
と
で
、
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
日
常
の
買
い
物
の
中
で
、
食

べ
物
や
日
用
品
を
多
め
に
買
い
、
な
く
な
る
前

に
買
い
足
す
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
常

日
頃
か
ら
自
宅
に
一
定
程
度
の
備
蓄
し
た
状
態

を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
必
要
な
と
き
に
買

い
求
め
る
の
で
は
な
く
、
少
し
多
め
の
買
い
置

き
が
、
『
備
蓄
』
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
移
動
手
段
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
冷

暖
房
が
つ
い
た
個
別
空
間
に
も
な
る
自
動
車
に

つ
い
て
も
、
定
期
的
に
燃
料
を
補
給
し
、
一
定

程
度
の
燃
料
を
常
に
保
つ
こ
と
で
、
突
然
の
災

害
へ
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
は
、
９
月
６
日
㈭
午
前
５
時
30
分
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
、
最
低

限
の
食
糧
や
飲
料
水
な
ど
を
準
備
し
た
『
自
主

避
難
所
』
を
開
設
し
ま
し
た
が
、
住
み
慣
れ
た

自
宅
に
お
い
て
も
、
災
害
復
旧
ま
で
の
数
日
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
備
蓄
へ
の
取

り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
内
に
お
い
て
大
規
模
停
電
が
発
生
し
た
平

成
24
年
11
月
。
実
際
に
経
験
し
た
こ
と
で
、
停

電
に
対
す
る
備
え
を
し
た
方
も
多
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
６
年
。
停
電
に
対
す
る
備

え
を
、
継
続
で
き
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。

　
災
害
に
対
し
て
は
、
日
頃
の
備
え
や
意
識
、

知
識
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
守
る
た
め
、

日
々
、
気
象
情
報
な
ど
を
注
視
し
な
が
ら
、
万

が
一
に
備
え
て
い
ま
す
が
、
災
害
が
発
生
し
た

と
き
に
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

自
分
自
身
で
す
。

　
２
カ
月
前
に
、
最
大
震
度
７
を
体
験
し
た
北

海
道
。
災
害
は
、
テ
レ
ビ
の
中
で
起
き
て
い
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
災
害
で
、
自

分
自
身
が
困
っ
た
こ
と
、
し
て
お
け
ば
良
か
っ

た
と
思
っ
た
こ
と
を
『
そ
の
と
き
』
の
た
め
に

実
際
に
行
動
に
移
し
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
が
、
明

日
の
自
分
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▲�日用品などを買い求める多くの人々
　（９月６日㈭正午ごろ）
◀�給油待ちのため、数百㍍の列をなした車
　（９月６日㈭正午ごろ）

地震の前にできたこと、今しませんか
～平成30年北海道胆振東部地震～

深
夜
に
発
生
し
た『
震
度
５
弱
』

毎
日
の

備
え

今
で
き
る
こ
と
が

災
害
時
に

で
き
る
と
は
限
ら
な
い
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▶問い合わせ　
　総務グループ
　（☎�１１３０）

　登別市功労者表彰・登別市表彰とは、
永年にわたり登別市の行政や社会福祉
などに貢献され、市民の模範となる行
いをされた方や団体に対し、表彰を行
うもので、11月３日㈯の『文化の日』
に市民会館で表彰式を行います。

中
なか

川
がわ

　信
しん

市
いち

さん
永年にわたり町内会役員
として市勢の発展と振興
に尽力されました

江
え

端
ばた

　憲
けん

一
いち

さん
永年にわたり学校歯科医
として児童生徒の健康管
理並びに学校環境衛生等
の向上に尽力されました

野
の

村
むら

　慶
けい

子
こ

さん
永年にわたり学校歯科医
として児童生徒の健康管
理並びに学校環境衛生等
の向上に尽力されました

近
ちか

井
い

　一
かず

夫
お

さん
永年にわたり農業委員会
委員として市勢の発展と
振興に尽力されました

野
の

村
むら

　和
かず

司
し

さん
永年にわたり学校歯科医
として生徒の健康管理並
びに学校環境衛生等の向
上に尽力されました

登
別
市
功
労
者
表
彰

平
成
30
年
度

登
別
市
功
労
者
表
彰

登
別
市
表
彰
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宮み
や

本も
と

　
公き

み

宜の
り

さ
ん

小こ

林ば
や
し

　
藤ふ

じ

子こ

さ
ん

荒あ
ら

関ぜ
き

　
芳よ

し

弘ひ
ろ

さ
ん

本ほ
ん

間ま

　
良よ

し

廣ひ
ろ

さ
ん

中な
か

島じ
ま

　
慶け

い

二じ

さ
ん

横よ
こ

尾お

　
逸い

つ

郎ろ
う

さ
ん

大お
お

平ひ
ら

　
定さ

だ

子こ

さ
ん

森も
り

田た

　
伸の

ぶ

行ゆ
き

さ
ん

亀か
め

谷や

　
　
博ひ

ろ
し

さ
ん

渋し
ぶ

谷や

　
隆り

ゅ
う

芳ほ
う

さ
ん

渡わ
た

邉な
べ

　
憲の

り

彦ひ
こ

さ
ん

工く

藤ど
う

　
善よ

し

史ふ
み

さ
ん

坂さ
か

井い

　
昭し

ょ
う

一い
ち

さ
ん

吉よ
し

田だ

　
伸し

ん

吾ご

さ
ん

宮み
や

武た
け

　
忠ち

ゅ
う

司じ

さ
ん

竹た
け

中な
か

　
和か

ず

子こ

さ
ん

荒あ
ら

生お

　
勇ゆ

う

司じ

さ
ん

平た
い
ら

　
　
秀ひ

で

里さ
と

さ
ん

佐さ

治じ

　
勇ゆ

う

三ぞ
う

さ
ん

室
蘭
信
用
金
庫

佐さ

治じ

　
田た

鶴づ

子こ

さ
ん

吉よ
し

野の

　
幸ゆ

き

広ひ
ろ

さ
ん

半は
ん

澤ざ
わ

　
導み

ち

幸ゆ
き

さ
ん

日ひ

置お
き

　
　
圭け

い

さ
ん

登
別
市
表
彰

自
治
貢
献
表
彰

社
会
貢
献
表
彰

教
育
文
化
貢
献
表
彰

篤
志
貢
献
表
彰

善
行
表
彰

多
年
に
わ
た
り
町
内
会
役
員
と
し
て
市
勢
の
発

展
と
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

多
年
に
わ
た
り
婦
人
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
と
し

て
婦
人
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

多
年
に
わ
た
り
文
化
団
体
役
員
と
し
て
文
化
の

振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

多
額
の
金
員
を
寄
附
さ
れ
市
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た

多
年
に
わ
た
り
富
岸
地
区
の
児
童
生
徒
通
学
時

の
見
守
り
や
声
掛
け
な
ど
の
地
域
安
全
活
動
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た

多
年
に
わ
た
り
体
育
団
体
役
員
と
し
て
体
育
の

振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

多
年
に
わ
た
り
学
校
歯
科
医
と
し
て
児
童
生
徒

の
健
康
管
理
並
び
に
学
校
環
境
衛
生
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た

多
年
に
わ
た
り
青
少
年
指
導
委
員
と
し
て
青
少

年
の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

多
年
に
わ
た
り
学
校
歯
科
医
と
し
て
児
童
の
健

康
管
理
並
び
に
学
校
環
境
衛
生
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た

多
年
に
わ
た
り
調
理
師
団
体
役
員
と
し
て
産
業

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

多
年
に
わ
た
り
医
療
要
否
判
定
業
務
嘱
託
医
と

し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

多
年
に
わ
た
り
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委

員
と
し
て
国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
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シェルターとは

特定非営利活動法人ウィメンズネット・
 マサカーネの活動

～走り出せ、性別のハードルを超えて、今～

男女共同参画社会
� を目指して

　ＤＶ被害者を、加害者である配偶者などか
ら離し、一時的に保護する施設です。
　ＤＶ被害者は暴力から逃れ、落ちついた環
境の中で生活し、支援スタッフと相談しなが
ら今後の対応について考えます。

　ＤＶ相談やシェルターの運営、自立支援な
どを行い、シェルター退所後のＤＶ被害者や
同伴児を対象としたさまざまなサポートプロ
グラムを実施しています。

　11月12日㈪から25日㈰までは『女性に対する暴力をなくす運動』期間です。
　親しい間柄であれば、暴力を振るったり暴言を吐いたりしても犯
罪にはならないのでしょうか。あなたがＤＶ（ドメスティック・バ
イオレンス）の被害者にならないために、また、あなたの身近な人
をＤＶで苦しませないためにも、ＤＶについて正しく理解しましょ
う。
　今号では男女共同参画社会を推進する上で大きな課題の一つであ
る『ＤＶ問題』について紹介します。

市
へ
の
Ｄ
Ｖ
相
談
は
増
加
傾
向

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

　
　
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と
は

登別市市民相談室へのＤＶ相談件数
平成
19年度

平成
24年度

平成
29年度

ＤＶ相談件数 12件 17件 24件
シェルターの
利用者数

２人
（同伴者６人）

６人
（同伴者７人）

５人
（同伴者４人）

　
全
国
的
に
見
る
と
、
Ｄ
Ｖ
の
相
談
件
数

に
つ
い
て
は
毎
年
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。

　
市
へ
の
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
も
、
年
々
増
え

　
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
と
は
、
一
般
的
に
親
密
と
い
わ
れ
る

関
係
に
あ
る
人
（
配
偶
者
、
内
縁
の
夫
・

妻
、
婚
約
者
、
恋
人
な
ど
）
か
ら
の
暴
力

の
こ
と
で
す
。

　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
は
、
配
偶
者
（
事
実
婚
を

含
む
）
か
ら
の
暴
力
に
関
す
る
通
報
、
相

談
、
保
護
、
自
立
支
援
な
ど
の
体
制
を
整

備
し
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
や
被

害
者
の
保
護
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

配
偶
者
暴
力
防
止
法
（
通
称
・
Ｄ
Ｖ
防
止

法
）
に
よ
り
、
保
護
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
防
止
法
に
お
け
る
『
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
』
と
は
、
殴
る
・
蹴
る
な
ど
の
身
体

的
暴
力
以
外
に
も
、
暴
言
な
ど
心
身
に
有

害
な
影
響
を
及
ぼ
す
言
動
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
被
害
を
受
け
る
の
は
多
く
が
女

性
で
す
が
、
男
性
の
被
害
者
も
い
ま
す
。

男
性
被
害
者
は
社
会
的
な
立
場
な
ど
を
気

に
し
て
一
人
で
抱
え
こ
む
傾
向
が
あ
り
ま

す
。

シ
ェ
ル
タ
ー
を
活
用
す
る
な
ど
の
助
言
を

行
っ
て
い
ま
す
。

か
ら
の
相
談
が
22
件
、

男
性
か
ら
の
相
談
が

2
件
あ
り
ま
し
た
。

　
市
は
、
室
蘭
警
察

署
や
特
定
非
営
利
活

動
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ

ネ
ッ
ト
・
マ
サ
カ
ー

ネ
と
連
携
し
、
相
談

者
に
寄
り
添
い
、
本

人
の
意
思
を
尊
重
し

な
が
ら
相
談
に
応
じ

て
お
り
、
身
の
危
険

を
感
じ
て
い
る
相
談

者
を
守
る
た
め
に
、

て
き
て
お
り
、
平
成
29
年
度
に
は
、
女
性

▲�女性に対する暴力
根絶のためのシン
ボルマーク
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男女共同参画社会
を目指して

大丈夫？ＤＶチェック表
あなたは、
友達は、

　ＤＶ被害者の中には、「暴力を振るうのは私のことを愛してい
るから」、「これが普通の関係」という思いから、自らがＤＶを
受けていることに気付いていない人が多く存在します。
　自分と親しい人との関係がＤＶに当てはまらないか、自分の周
りにＤＶで苦しんでいる人はいないか、次のチェック表で確認し
てみましょう。
　一つでも当てはまる項目があれば、相談窓口の利用を考えてく
ださい。

あなたはＤＶの被害を受けていませんか
□一方的にののしられる、怒鳴られる。
□殴られる、蹴られる。
□殴ったり蹴ったりした後、急に優しくなり、謝ってくる。
□友人や実家との付き合いを制限される。
□いつも相手の機嫌を損ねないように気を配っている。
□相手に怒られるのが嫌で、言うことを聞いてしまう。
□相手を怒らせないために、自分のやりたいことを諦めた。
□�自分の知らないうちに、重要なことを一人で決めてしまい、反
論や意見を受け付けてくれない。
□自由になるお金や生活費を渡してもらえない。
□中絶を強要された。

あなたの周りにＤＶに苦しんでいる人はいませんか
□不審なあざがある。
□自分や友人などとの付き合いが疎遠になった。
□音信不通になった。
□いつも何かにおびえているような感じがする。
□近所の人が悲鳴や泣き声、怒鳴り声を聞いている。

一
人
で
悩
ま
ず

ま
ず
は
相
談

　
男
女
が
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
自
ら
の
意
志
で
参
画
で
き
る
機
会
が

確
保
さ
れ
、
育
児
や
家
事
な
ど
の
負
担
を

　
Ｄ
Ｖ
防
止
法
に
は
、
被
害
者
の
多
く
が

女
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
経
済
的
自
立

が
困
難
で
あ
る
女
性
に
対
し
て
配
偶
者
が

暴
力
を
加
え
る
こ
と
は
、
個
人
の
尊
厳
を

害
し
、
男
女
平
等
の
実
現
の
妨
げ
に
な
っ

て
い
る
」
な
ど
、
女
性
被
害
者
に
配
慮
し

た
前
文
が
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、
男
性
も

Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

分
か
ち
合
う
な
ど
、
共
に
責
任
を
担
う
こ

と
が
で
き
る
社
会
が
『
男
女
共
同
参
画
社

会
』
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
性
別
に
関
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く

し
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
対
等
で
あ
る
べ
き
人
間
関
係
を
暴
力
で

支
配
す
る
行
為
は
、
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ

て
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
暴
力
の
被
害
か
ら

抜
け
出
し
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
守
る

た
め
に
も
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
勇
気
を
も

っ
て
一
歩
を
踏
み
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
が
設
置
し
て
い
る
『
市
民
相
談
室
』

や
北
海
道
が
設
置
し
て
い
る
『
配
偶
者
暴

力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
』
な
ど
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者
が
情
報
提
供
や
援
助
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
窓
口
が
あ
り

ま
す
の
で
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
す

ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
互
い
の
性
別
や
個
性
を
認
め
合
い
、
男

女
が
共
に
仕
事
や
子
育
て
に
参
画
で
き
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
に
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
窓
口
】

・�

登
別
市
市
民
相
談
室
（
☎
�
３
４
９
１

ま
た
は
☎
�
２
１
３
９
）

・
室
蘭
警
察
署
（
☎
�
０
１
１
０
）

・�

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
胆

振
総
合
振
興
局
環
境
生
活
課
内
・
☎
�

５
２
８
６
）

・�

北
海
道
立
女
性
相
談
援
助
セ
ン
タ
ー

（
☎
011

－

666

－

９
９
５
５
）

・�

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ

ッ
ト
・
マ
サ
カ
ー
ネ
（
☎
�
４
４
４
３
）

問
い
合
わ
せ

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
２
１
３
９
）
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～11月は児童虐待防止推進月間です～
▶問い合わせ　子育てグループ（登別市子ども相談室）☎�６６７７

道内と胆振・日高管内の児童虐待相談対応件数

　全国的な社会問題となっている『児童虐待』。児童
虐待により年間約80人もの命が失われており、市内に
おいても、平成23年、平成24年には重大な事例が発生
しています。
　未来を担う子どもたちが笑顔で暮らすためには皆さ
んの協力が必要です。

　
一
方
で
、
『
し
つ
け
』
は
、
子
ど

も
自
身
に
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
力
を
付
け
る
た
め
の
行
為
で
あ
り
、

保
護
者
に
と
っ
て
愛
情
に
根
ざ
し
た

『
し
つ
け
』
の
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
、

子
ど
も
の
心
や
体
を
傷
つ
け
る
行
為

は
『
虐
待
』
で
す
。

　
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
は
、
発
達

の
遅
れ
や
情
緒
不
安
定
の
症
状
が
現

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
成
長
す
る
に
し
た
が
っ
て

自
殺
願
望
や
薬
物
依
存
に
結
び
つ
い

た
り
、
自
身
が
親
に
な
っ
て
か
ら
自

分
の
子
ど
も
に
虐
待
を
行
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
児
童
虐
待
は

将
来
に
ま
で
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま

す
。

　
子
ど
も
を
守
り
、
育
て
る
は
ず
の

　
児
童
虐
待
に
対
し
て
は
、
平
成
12

年
に
施
行
さ
れ
た
『
児
童
虐
待
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
』
の
改
正
な
ど

を
行
い
、
市
・
児
童
相
談
所
な
ど
の

関
係
機
関
の
体
制
強
化
や
立
入
調
査

の
拡
大
、
家
庭
に
お
い
て
子
ど
も
の

目
の
前
で
行
わ
れ
る
両
親
間
の
暴
力

（
面
前
Ｄ
Ｖ
）
な
ど
に
つ
い
て
も
児

童
虐
待
と
し
て
位
置
づ
け
る
な
ど
の

対
応
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
子
ど

も
の
命
が
失
わ
れ
る
事
例
は
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　
市
が
行
っ
た
児
童
虐
待
な
ど
に
関

す
る
対
応
件
数
は
、
平
成
26
年
度
の

39
件
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続
い
て
い

る
も
の
の
、
平
成
29
年
度
に
は
23
件

の
対
応
を
行
っ
て
お
り
、
身
近
な
と

こ
ろ
で
実
際
に
起
き
て
い
る
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
児
童
虐
待
』
は
、
保
護
者
（
親

や
親
に
代
わ
っ
て
養
育
す
る
者
）
が

子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
に

重
大
な
影
響
を
与
え
る
行
為
の
こ
と

で
、
『
身
体
的
虐
待
』
、
『
性
的
虐

待
』
、
『
ネ
グ
レ
ク
ト
（
保
護
の
怠

慢
）
』
、
『
心
理
的
虐
待
』
の
４
種

類
が
あ
り
ま
す
。

一
刻
を
争
う

児
童
虐
待
へ
の
対
応

児
童
虐
待
と
し
つ
け
の
違
い

地域で見守る 子どもたちの笑顔
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《児童虐待の種類と主な行為》

『身体的虐待』
・殴る・蹴る・たたく
・激しく揺さぶる
・やけどを負わせる
・溺れさせる

『性的虐待』
・子どもへの性交・性的暴力
・性器や性交を見せる
・性的な被写体にする

『ネグレクト（保護の怠慢）』
・家に閉じ込める
・食事を与えない
・�乳幼児を家に残したまま�
外出する
・�病気になっても病院に連れて
いかない

『心理的虐待』
・罵声を浴びせる
・�きょうだい間での極端な差別
扱い
・�子どもの前での配偶者に対す
る暴力（面前ＤＶ）

室蘭警察署 ☎㊻０１１０ 室蘭市東町４丁目27－10
登別交番 ☎�２１３６ 登別市桜木町１丁目20－６
新生交番 ☎�０５５０ 登別市新生町４丁目12－５

登別温泉交番 ☎�２３１０ 登別市登別温泉町17
登別東交番 ☎�１１１０ 登別市登別東町２丁目22－１

 相談・連絡先 
◎登別市子ども相談室　☎�６６７７
　　　　　  （休日・夜間は☎�２１１１）
◎室蘭児童相談所　☎㊹４１５２
◎全国共通ダイヤル『１８９（いちはやく）』

※�一刻を争うような場合は『11０番通報』や最寄りの警察
署・交番に通報してください。

子どもたちや保護者のＳＯＳをいちはやく
キャッチするため、24時間対応で、近くの
児童相談所につながります。期

待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
普
段
か
ら
多
く
の
目
で
子

ど
も
た
ち
を
見
守
る
こ
と
で
、
児
童

虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
が
出
す

い
つ
も
と
は
違
う
ち
ょ
っ
と
し
た
異

変
に
よ
り
早
く
気
付
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
が
出

す
さ
ま
ざ
ま
な
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
を

地
域
で
見
過
ご
す
こ
と
な
く
、
子
ど

も
た
ち
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
地
域
を

皆
さ
ん
で
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
ま
ち
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
を
、
家
庭
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
全
体
で
育
む
こ
と
は
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
に
よ
り
、
学
校
や
地
域

に
お
け
る
多
く
の
人
々
と
の
交
流
、

た
く
さ
ん
の
経
験
に
つ
な
が
り
、
子

ど
も
た
ち
の
よ
り
健
や
か
な
成
長
を

子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
保
護

者
も
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
）
や
保
護
者
の
特
性
（
養
育
能
力

の
不
足
）
、
家
庭
内
の
要
因
（
経
済

的
困
窮
な
ど
）
に
加
え
、
家
庭
の
社

会
的
孤
立
（
親
戚
や
近
隣
と
の
疎
遠
）

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
児
童
虐
待
は
、
大
部
分
が
家
庭
内

で
行
わ
れ
る
た
め
、
発
見
が
遅
れ
、

最
悪
の
場
合
は
命
に
関
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
仮
に
そ
の
虐
待
が
、
直
ち
に
生
命

の
危
機
を
招
く
も
の
で
は
な
い
と
し

て
も
、
素
早
い
対
応
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
親
が
そ
ん
な
こ
と
を
」
、
「
普

段
は
あ
ん
な
に
温
厚
な
人
が
」
な
ど
、

児
童
虐
待
に
世
間
一
般
の
常
識
や
概

念
が
当
て
は
ま
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
地
域
の
つ
な
が
り
は
、
家
庭
の
社

会
的
孤
立
を
取
り
除
く
こ
と
に
な
り
、

児
童
虐
待
の
予
防
・
早
期
発
見
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、
子
ど
も
や

保
護
者
の
様
子
が
「
お
か
し
い
」
、

「
何
か
違
う
」
と
感
じ
た
ら
、
市
や

児
童
相
談
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
い
た
だ
い
た
方
の
情
報
が
当
事

者
に
漏
れ
た
り
、
誤
報
な
ど
の
責
任

を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
勇
気
あ
る
連
絡

に
よ
り
、
命
が
救
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
早
期
の
発
見
・
対
応
は
、

　
児
童
虐
待
を
招
き
や
す
い
要
因
と

し
て
、
子
ど
も
の
特
性
（
育
て
に
く

保
護
者
が
、
子
ど
も
の
心
や
体
を
傷

つ
け
、
子
ど
も
の
将
来
に
重
大
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
は
、
絶
対
に
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
で
、
虐
待
を
行
っ
て
い
る
保

護
者
は
、
子
育
て
の
悩
み
や
孤
立
感
、

家
庭
内
不
和
や
経
済
的
困
窮
な
ど
の

問
題
を
抱
え
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ト
レ
ス
や
葛
藤
か
ら
、
児
童
虐
待

に
至
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
子
ど
も
だ

け
で
は
な
く
、
保
護
者
を
含
め
て
社

会
全
体
で
支
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

健
全
な
夢
の
育
つ

ま
ち
づ
く
り

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら

す
ぐ
連
絡
を

地域で見守る
子どもたちの

笑顔
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情報・クリエイティブ・病院事務・観光・公務員
建築・電気・自動車整備 の 総合専門学校

日本工学院
北海道専門学校

学生の興味を未来につなげる幅広い学科

▶問い合わせ　日本工学院北海道専門学校（☎�０８８８）

・情報処理科
　最新のＩＴ技術を駆使し、就職や大学編入を目指す
・ＣＧデザイナー科
　�感性と技術を磨き、ゲームやアニメ、イラストなどの専門分野の
プロを養成
・医療事務科
　�医療・マナー接遇・ＩＴを総合的に学び、高い実務能力をもつ医
療事務の専門家を養成
・ホテル科
　おもてなしの心を身につけ、ホテル・観光に関わる仕事を目指す
・公務員１年制学科　・公務員２年制学科
　�長年培ってきた公務員試験のノウハウが凝縮された授業で、公務
員を目指す
・建築学科
　�最先端技術『ＢＩＭ』を導入した教育環境とカリキュラムで、建
設・設計・施工の専門家を養成
・電気工学科
　�多彩な実験や実習で幅広い知識を吸収し、快適な暮らしを支える
電気技術者を目指す
・自動車整備科
　�高度な技術と国家資格を手に入れ、即戦力となる自動車整備士を
目指す

希
望
す
る
業
界
へ
多
く
の
人
材
を
輩
出

　
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
は
、
登
別
市
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
、
広
大
な
キ
ャ
ン

パ
ス
を
有
す
る
総
合
専
門
学
校
で
す
。

　
教
育
面
・
生
活
面
と
も
に
環
境
が
充
実
し
て
お
り
、
本
格
的
な
施
設
・
設
備
を
活
用
し
て
、

高
度
な
専
門
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
学
ん
だ
技
術
や
学
生
の
活
力
を
登
別
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
機
会
が
あ
る
な
ど
、
自
身
の
成
長
に
つ
な
が
る
学
園
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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合格率 48％
合格率 85％

すでに
９人が
合格

全国専門学校生
合格率22.7％　全国合格率56.6％

室蘭工業大学６人、室蘭工業大学（夜間）２人、
東京工科大学１人

基本情報技術者試験福祉住環境コーディ
ネーター試験３級　

建築学科

・情報処理科から７人
・建築学科から　１人
・電気工学科から１人

オープンキャンパス＋体験入学に参加してみませんか

担任と就職課による確実な指導体制で高い就職率を実現（平成30年９月現在）

大学編入（平成30年８月現在） 資格取得（平成30年８月現在）

※�情報処理科２年生は
すでに6０.6％が取得。

　キャンパスや設備の見学、学科ごとの授業や実習を体験すること
ができます。詳しくは同校まで問い合わせください（36ページに日
時を紹介しています）。

資料請求については、
同校のウェブサイトを
ご覧ください。

　入学直後の就職オリエンテーシ
ョンをはじめ、外部講師による企
業が求める人物像や就職活動スケ
ジュールなどの講演を行います。
早い段階から就職活動の仕方を学
ぶことで意識を高めるため、就職
模擬試験・模擬面接など、多彩な
就職プログラムを１年次から実施
して、一人ひとりの就職を手厚く
サポートし、希望する業種への就
職を実現していきます。

　専門学校で資格を取得し、大学で研究・開発を経験
することで、より専門性を身につけることができる編
入学制度。同校では、19年連続で国公立大学への編入
合格者を輩出しています。

　多くの国家資格の認定校であり、卒業と同時に、あ
るいは実務経験を積むだけで資格が取得できるほか、
試験の一部が免除されるなど、就職に有利な資格を取
得することができます。

建築学科で就職内定率
100％を達成

アイ建築工房、淺沼組、池田煖房工
業、イチケン、伊藤組土建、岩倉建
設、岩田地崎建設、内池建設、大木
建設、川田工業、木の城たいせつ、
sai総合企画、笹木産業、三共企業、
砂子組、住まいのウチイケ、田中組、
丸彦渡辺建設、宮坂建設工業（敬称
略）

自動車整備科で就職内定率
100％を達成

旭川トヨペット、国際興業、札幌ト
ヨタ自動車、札幌トヨペット、札幌
日産自動車、十勝三菱自動車販売、
トヨタカローラ札幌、ネッツトヨタ
苫小牧、函館トヨペット、北海道ス
バル、北海道日産自動車、北海道日
野自動車、北海道マツダ販売、ホン
ダカーズ南北海道など（敬称略）

情報処理科は就職内定率
86.8％

旭情報サービス、アルファシステム
ズ、サンウェル、ダイナシステム、
ダイヤモンドヘッド、都築ソフトウ
ェア、テツゲン室蘭支店、東芝テッ
クソリューションサービス、日鉄住
金テックスエンジ室蘭支店、ナビオ
コンピュータ、ニューコン、日本プ
レースメントセンターなど（敬称略）

電気工学科は就職内定率
85％

イオンディライト、相互電業、大星
ビル管理、大成ロテック、大同電設、
太平ビルサービス、拓北電業、ドウ
デン、北海電気工事、マイスターエ
ンジニアリング（敬称略）
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）

健康サークル
『
健
康
サ
ー
ク
ル
』
は
、
昭
和
55

年
に
発
足
し
た
、
体
を
動
か
し
健
康

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

サ
ー
ク
ル
で
す
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
60
代
か
ら
80

代
ま
で
の
女
性
51
人
。
毎
週
火
曜
日

の
10
時
か
ら
12
時
ま
で
、
登
別
市
青

少
年
会
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
サ
ー
ク
ル
の
発
足
当
初
は
、
ラ

ジ
オ
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
中

心
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
を
し
て
い
る

他
サ
ー
ク
ル
の
指
導
者
の
協
力
の
も

と
、
ダ
ン
ス
の
練
習
も
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
代
表
の

渡わ
た

邉な
べ

正ま
さ

子こ

さ
ん
。

毎
回
、
ラ
ジ
オ
体
操
で
体
を
ほ
ぐ

し
て
か
ら
、
ソ
ロ
や
ペ
ア
を
組
ん
で

約
20
曲
を
踊
り
、
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。渡

邉
さ
ん
は
「
演
歌
や
民
謡
、
Ｊ

ポ
ッ
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し

て
い
ま
す
。
難
し
い
振
り
付
け
が
な

い
の
で
、
誰
で
も
気
軽
に
始
め
ら
れ

る
の
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
を

見
せ
ま
す
。

平
成
10
年
に
入
会
し
た
澤さ

わ

田だ

冷れ
い

子こ

さ
ん
は
「
当
時
、
肩
を
痛
め
て
い
た

の
で
、
そ
の
リ
ハ
ビ
リ
の
一
環
と
し

て
入
会
し
ま
し
た
。
振
り
付
け
は
、

決
ま
っ
た
動
き
を
繰
り
返
す
も
の
が

多
い
の
で
覚
え
や
す
く
、
楽
し
く
活

動
で
き
て
い
ま
す
」
と
魅
力
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

気
軽
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン

ス
を
楽
し
め
る
『
健
康
サ
ー
ク
ル
』
。

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
会
員
の
澤

田
さ
ん
（
☎
�
１
４
９
１
）
ま
で
。

▲�ペアを組んでレクリエーションダンス
を楽しむメンバー

たくさんの仲間と楽しみ
ながら、運動不足を解消
してみませんか

市公式ウェブサイト

市フェイスブック

知
っ
て
備
え
る 

防
災
メ
モ
第
70
回

　
災
害
時
に
、
間
違
っ
た
情
報
を
も
と
に
行

動
す
る
と
、
自
身
の
身
が
危
険
な
状
況
に
陥

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
後
に
は
、

「
市
内
で
数
時
間
後
に
断
水
す
る
」
と
い
う

誤
っ
た
情
報
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
広

が
り
、
実
際
に
市
役
所
に
「
い
つ
か
ら
断
水

す
る
の
か
」
と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
も
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
容
易
に
得
る
こ
と
が
で

き
る
一
方
で
、
個
人
が
簡
単
に
情
報
を
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
情
報
の
真
偽
を

し
っ
か
り
と
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
災
害
時
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ

け
で
は
な
く
、
口
伝
い
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

が
流
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
よ
り
注
意
が

必
要
で
す
。

　
市
は
、
災
害
時
に
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
や
市
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
防
災
メ
ー
ル
、

広
報
車
な
ど
を
活
用
し
、
情
報
を
発
信
し
ま

す
の
で
、
市
か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報
や
自
分

自
身
の
目
や
耳
で
確
か
め
た
情
報
を
も
と
に
、

行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
停
電
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
が
使
用
で

き
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
手
回
し
充
電
や

電
池
で
動
く
ラ
ジ
オ
が
あ
れ
ば
、
重
要
な
情

報
源
に
な
り
ま
す
。

　
市
は
、
登
別
市
や
室
蘭
市
な
ど
の
地
域
情

報
が
充
実
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
『
Ｆ
Ｍ

び
ゅ
～
』
と
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
災
害
発

生
時
に
お
い
て
は
、
市
内
に
お
け
る
災
害
の

状
況
や
避
難
所
の
開
設
情
報
な
ど
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
今
回
の
地
震
発
生
時
に
お

い
て
も
、
『
ご
み
の
収
集
に
関
す
る
情
報
』

や
『
市
内
小
・
中
学
校
の
休
校
情
報
』
な
ど

が
繰
り
返
し
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
備
え
る
た
め
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
型
ラ
ジ
オ
な
ど
、
複

数
の
情
報
収
集
手
段
を
備
え
、
確
か
な
情
報

収
集
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

確
か
な
情
報
源
で
、
情
報
を
得
る

▼
問
い
合
わ
せ

　
総
務
グ
ル
ー
プ（
☎
�
１
１
３
０
）
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◎１月当たりの水道料金表（税抜）� 　
用途 料金区分 水量 現行 改定後 差額

家
事
用

基本料金 　　～５㎥ 1,150円 1,374円 224円

計量料金
（１㎥につ
き）

　 ６㎥～10㎥ 151円 180円 29円

　 11㎥～25㎥ 177円 211円 34円

　 2６㎥～ 208円 248円 40円

家
事
用
以
外

基本料金 　　～10㎥ 3,000円 3,584円 584円

計量料金
（１㎥につ
き）

　 11㎥～30㎥ 18６円 222円 3６円

　 31㎥～50㎥ 210円 250円 40円

　 51㎥～100㎥ 255円 304円 49円

　101㎥～500㎥ 283円 338円 55円

　501㎥～1,000㎥ 28６円 341円 55円

1,001㎥～ 288円 344円 5６円
※公衆浴場用や消防用、臨時用（工業用水など）の改定はありません。

水道料金改定に関する　
住民説明会を開催します

１カ月30㎥の水道を利用し　
た場合の計算方法（家事用）

日時　11月16日㈮18時3０分～
場所　婦人センター２階講堂

日時　11月2０日㈫13時3０分～
場所　登別温泉公民館２階ホール

日時　11月2０日㈫18時3０分～
場所　鷲別公民館２階ホール

日時　11月21日㈬14時～
場所　市民プール２階研修室

日時　11月22日㈭18時3０分～
場所　市民会館１階大会議室

※�都合のよい会場に、直接お越し
ください。

水道料金の引き上げ

▶問い合わせ　
　水道グループ（☎�５５０１）

平成31年４月１日㈪から
水道料金を改定します

　市は、給水人口や水需要の減少によって、平成32年度には、事業
運営に必要な資金を確保することができない見込みとなったことか
ら、水道料金引き上げの方針を決め、９月の『第３回登別市議会定
例会』に登別市水道事業条例の改正案（水道料金の改定）を提案し、
議決されました。
　平成31年４月１日㈪以降、新たに水道を利用する方は平成31年４
月分から、引き続き水道を利用している方は５月分から、水道料金
が改定されます（水道料金表のとおり）。
　水道事業は、利用者の皆さんの水道料金により支えられています。
今回の改定により、皆さんの負担は増えますが、安全で安心な水道
水を供給し続けていくため、ご理解とご協力をお願いします。
　今後においても、市は引き続き、支出の削減や未収金の解消など、
経営努力を行い、経営健全化に努めます。

①基本料金（～５㎥）
　� …1,374円
②計量料金（６㎥～1０㎥）
　５㎥×18０円＝� 9００円
③計量料金（11㎥～25㎥）
　15㎥×211円＝� 3,165円
④計量料金（26㎥～）
　５㎥×248円＝� 1,24０円

１カ月の水道料金
（①＋②＋③＋④）×1.０8
� ＝7,213円
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財政公表
平成30年９月末の
財政状況をお知らせします

※�市民一人当たりの金額は、市税収入予算額、
一般会計予算現額（前年度からの繰越額を含
む）、一般会計市債残高をそれぞれ人口で割
ったものです。

　９月3０日現在において、借り入れはありません。

　平成30年度各会計予算は、平成30年第１回登別市議会定例会で当
初予算が議決され、その後、９月30日までに一般会計が４回、国民
健康保険特別会計、介護保険特別会計がそれぞれ１回、予算の補正
を行っています。
　今号では、平成30年度予算の９月30日現在における収入と支出の
概況、市民一人当たりの税負担などの状況、市債残高の状況などを
お知らせします。

▶問い合わせ
　財政グループ
　（☎�１３３１）

丹
に

羽
わ

 孝
こう

希
き

さん
（スヴェンソン所属）

◇平成30年度各会計予算の執行状況

◇市債残高の状況

◇一時借入金の状況

◇市の財産の状況

会計名 一般会計
特別会計　

合計国民健康保険
特別会計

学校給食事業
特別会計

簡易水道事業
特別会計

介護保険
特別会計

カルルス温泉スキー
場事業特別会計

後期高齢者医療
特別会計

当初予算額 2,09６,500万円 583,820万円 33,800万円 5,320万円 387,5６0万円 11,350万円 79,870万円 3,198,220万円
補 正 額 121,881万円 7,751万円 0円 0円 7,481万円 0円 0円 137,113万円
前年度からの繰越額 83,250万円 0円 0円 0円 0円 0円 0円 83,250万円
予 算 現 額
（9月30日現在） 2,301,６31万円 591,571万円 33,800万円 5,320万円 395,041万円 11,350万円 79,870万円 3,418,583万円

収
入

収入済額 1,050,934万円 243,６4６万円 8,5６６万円 ６31万円 159,840万円 0円 24,277万円 1,487,894万円
収入率 45.7％ 41.2％ 25.3％ 11.9％ 40.5％ 0.0％ 30.4％ 43.5％

支
出

支出済額 834,725万円 220,724万円 13,578万円 1,023万円 150,275万円 74６万円 23,824万円 1,244,895万円
執行率 3６.3％ 37.3％ 40.2％ 19.2％ 38.0％ ６.６％ 29.8％ 3６.4％

平
成
29
年
度

決 

算 

額

収 入 2,125,102万円 ６97,297万円 33,157万円 4,081万円 3６3,999万円 10,798万円 73,６01万円 3,308,03６万円
支 出 2,0６7,970万円 ６６4,230万円 33,157万円 4,081万円 348,904万円 10,798万円 73,51６万円 3,202,６5６万円
差 引 57,132万円 33,0６7万円 0円 0円 15,095万円 0円 8６万円 105,380万円

※�項目ごとに表示単位未満を四捨五入しているため、
合計が一致しない箇所があります。

会計名 残高

一 般 会 計 227億7,818万円

特
別
会
計

学校給食
事　　 業 922万円

簡易水道
事　　 業 1億7,013万円

合 計 229億5,754万円

区分 面積・金額

土 地 ６8６.0万平方㍍

建 物 27.7万平方㍍

基
金
な
ど

現 金 31億5,093万円

土 地 11.６万平方㍍

債 権 な ど 5億7,183万円

市民一人当たりに換算すると
◇市民一人当たりが負担する
� 市税 10万6,671円
◇市民一人当たりに使われる
� お金 47万4,965円
◇市民一人当たりの
� 借金残高 47万 　51円

人口（平成30年９月30日現在）�  ４万8,459人
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「
卓
球
は
、
対
戦
相
手
と
の
距
離
が

近
く
、
表
情
や
姿
勢
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
駆
け
引
き
で
実
力
差
が
あ
っ
て
も
勝

つ
こ
と
が
で
き
る
点
が
お
も
し
ろ
い
と

思
い
ま
す
」
と
卓
球
の
魅
力
を
教
え
て

く
れ
た
丹
羽
選
手
。

小
学
４
年
生
の
頃
に
初
め
て
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ー
ム
の
一
員
に
選
ば
れ
、
も
っ

と
強
く
な
り
た
い
と
い
う
意
識
が
高
ま

っ
た
と
い
う
丹
羽
選
手
は
、
全
国
大
会

の
常
連
校
で
あ
る
青
森
山
田
中
学
校
に

進
学
。
全
国
レ
ベ
ル
の
選
手
た
ち
と
日

々
練
習
を
重
ね
、
さ
ら
に
、
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
が
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
銀
メ
ダ
ル
に
つ
な

が
っ
た
と
い
い
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
こ
と
で
、
国
内
に
お
け
る
卓
球
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
る
と

い
う
丹
羽
さ
ん
は
、
10
月
か
ら
開
幕
す

る
卓
球
リ
ー
グ
『
Ｔ
リ
ー
グ
』
に
よ
っ

て
、
日
本
各
地
で
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
選
手
た
ち
の
試
合
を
見
る
機
会
が
増

え
、
日
本
の
卓
球
界
が
さ
ら
に
盛
り
上

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
海
外
に
遠
征
し
、
試
合

に
臨
ん
で
い
た
自
身
に
と
っ
て
も
、
国

内
で
強
豪
選
手
と
試
合
が
で
き
る
こ
と

を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
と
笑
顔
で
話

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
種
目
は
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
親
し
ん
で
い
る
ス
ポ
ー

ツ
が
多
い
も
の
の
、
選
手
と
し
て
世
界

を
舞
台
に
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

は
ご
く
わ
ず
か
と
い
う
丹
羽
選
手
。

「
世
界
の
強
豪
選
手
と
戦
う
た
め
に
は
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
親
や
指
導
者
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
に
支
え
て
も
ら
い
な
が

ら
一
生
懸
命
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

す
。
つ
ら
い
練
習
を
乗
り
越
え
る
た
め

に
は
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
強

く
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
意
志
を
し

っ
か
り
と
も
つ
こ
と
」
と
爽
や
か
な
笑

顔
で
子
ど
も
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

す
丹
羽
選
手
は
、
「
２
年
後
の
東
京
２

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
代

表
と
し
て
出
場
し
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
い
」
と
次
な
る
目
標
を
熱
く
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

卓
球
に
か
け
る
思
い

世
界
と
戦
う
た
め
に

平成６年、苫小牧市生まれ。24歳。
小学１年生の頃から、卓球を始め、小学６年生で全日本卓球選
手権大会ホープスの部で日本一に。ロンドンオリンピック、リ
オデジャネイロオリンピックに男子卓球日本代表として出場。
平成30年10月から開幕する日本の卓球リーグ『Ｔリーグ』では
『琉球アスティーダ』の一員として、出場する。日本の男子卓
球界を牽引する一人で、男子卓球世界ランキング10位（平成30
年10月現在）。

　平成3０年９月3０日㈰、『２０２０東京オ
リパラで夢を育むスポーツ推進事業』とし
て登別市総合体育館でトークショーと実技
指導を行ったリオデジャネイロオリンピッ
ク銀メダリストの丹羽孝希選手に未来を担
う子どもたちへの熱いエールをいただきま
した。

日々のたゆまぬ努力が
夢への懸け橋に

丹
に

羽
わ

 孝
こう

希
き

さん
（スヴェンソン所属）

▲�市内外から集まった約120人の子
どもたち全員と１時間以上にわた
ってラリーを交わした丹羽選手
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９
月
22
日
㈯
、
岡
志
別
の
森
運
動
公
園
と
市
民

プ
ー
ル
ら
く
あ
の
２
会
場
で
、
『
市
民
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
（
市
教
育
委
員
会
、
登
別

市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
、
北
海
道
曹ソ

ー
ダ達
㈱
主

催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
無
料
開
放
さ
れ
た
市
民
プ
ー
ル
ら
く
あ
で

は
、
個
人
水
泳
タ
イ
ム
計
測
や
泳
げ
な
い
子
を
対
象

と
し
た
水
泳
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
、
『
水
中
玉
入
れ

競
争
』
で
は
、
参
加
者
が
大
き
な
水
し
ぶ
き
を
上
げ

な
が
ら
、
色
と
り
ど
り
の
ボ
ー
ル
を
籠
に
投
げ
入
れ
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
増
進

▲�サイコロやカードを使って遊ぶ『ご当地カードゲーム』

　
９
月
28
日
㈮
、
市
内
の
16
施
設
で
『
の
ぼ
り
べ
つ
カ

ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
２
０
１
８
』
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
と
は
、
市
内
の
公
共
施
設
や
民

間
施
設
な
ど
を
夜
間
開
放
し
て
催
し
を
行
い
、
地
域
の

文
化
を
い
つ
も
と
違
っ
た
雰
囲
気
で
楽
し
ん
で
も
ら
う

地
域
文
化
活
動
で
す
。

　
第
７
回
目
と
な
る
今
年
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ＨハＡ
ＮナＡ

（
富
士
町
）
や
の
ぼ
り
ん
（
緑
町
）
を
会
場
に
ラ
イ
ブ

な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
登
別
商
工
会
議
所
で
は
『
ご

当
地
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
』
、
登
別
市
消
防
署
で
は
『
救
急

車
の
試
乗
体
験
』
を
行
う
な
ど
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽

し
い
特
別
な
日
と
な
り
ま
し
た
。

の
ぼ
り
べ
つ
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
２
０
１
８

秋
の
夜
長
に
文
化
を
親
し
む

9
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▲�懸命にジャンプし、ボールを投げる参加者

▲�これからも市民憲章の推進に励んでいくことを声
高らかに宣誓した登別市民憲章推進協議会・中

なか

原
はら

義
よし

勝
かつ

事務局長

▲�式典では、三つの中学校（登別中学校、幌別中学校、
緑陽中学校）の吹奏楽部による合同演奏が行われ、
参加者を魅了

　
９
月
22
日
㈯
、
制
定
か
ら
50
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た

『
登
別
市
民
憲
章
』
に
込
め
ら
れ
た
想
い
を
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
再
認
識
し
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
、
市
民
会
館
で
『
登
別
市
民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念
式

典
』
（
登
別
市
・
登
別
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
・
登
別
市
民
憲

章
制
定
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
、
昭
和
43
年
９
月
20
日
に

制
定
さ
れ
た
登
別
町
民
憲
章
は
、
昭
和
45
年
の
市
制
施
行
に
伴

い
、
登
別
市
民
憲
章
に
改
称
さ
れ
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
日
々

の
生
活
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
記
念
式
典
で
は
、
こ
の
50
年
の
間
、
市
民
憲
章
の
推
進
に
貢

献
し
て
き
た
登
別
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
と
登
別
市
連
合
町
内

会
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、
制
定
50
周
年
を
記
念
し
、
募
集
し
た
市

民
憲
章
各
章
に
ま
つ
わ
る
『
フ
ォ
ト
＆ア

ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
コ
ン
テ

ス
ト
の
優
秀
賞
受
賞
者
な
ど
へ
の
表
彰
、
登
別
市
史
編
さ
ん
委

員
会
委
員
長
な
ど
を
務
め
る
街か

い

道ど
う

重し
げ

昭あ
き

さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演

な
ど
が
行
わ
れ
、
約
400
人
の
参
加
者
は
、
市
民
憲
章
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
し
た
。

登別市民憲章制定50周年記念式典

未来へと続く　
　　　心のよりどころ

9
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登
別
市
民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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９
月
28
日
㈮
、
九
州
・
南
西
諸
島
の
防
災
対
策
に
従

事
し
な
が
ら
、
三
陸
沿
岸
の
復
興
復
旧
支
援
に
携
わ
る

鹿
児
島
大
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
の
岩い

わ

船ふ
ね

昌ま
さ

起き

さ

ん
を
講
師
に
招
き
、
市
民
会
館
で
『
自
主
防
災
組
織
防

災
研
修
会
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
研
修
会
で
は
、
『
避
難
行
動
と
避
難
生
活
～
自
主

防
災
組
織
の
役
割
を
考
え
る
～
』
と
題
し
て
講
演
が
行

わ
れ
、
参
加
し
た
約
100
人
の
参
加
者
は
、
地
震
や
津
波
、

噴
火
な
ど
、
市
内
で
発
生
し
う
る
災
害
の
特
徴
に
つ
い

て
、
他
地
域
で
発
生
し
た
実
例
な
ど
、
日
頃
の
地
域
防

災
の
参
考
と
な
る
取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織
防
災
研
修
会

過
去
の
自
然
災
害
か
ら
学
ぶ

▲�他の地域で『自主防災組織』が実際に行った事例など
について紹介された講演

岩船昌起教授

9
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▲�太陽光を利用して自家発電を行うソーラーパネル（し
んた21）

▲�安定した氷の供給を行うための製氷・貯氷施設（登別
漁港内）

　
９
月
26
日
㈬
、
市
内
で
『
平
成
30
年
度
市
民
見
学
会
』
（
市

主
催
）
を
開
催
し
、
約
20
人
の
参
加
者
が
市
内
の
施
設
を
見
学

し
ま
し
た
。

　
市
民
見
学
会
は
、
市
民
に
市
内
の
施
設
を
実
際
に
見
て
も
ら

い
な
が
ら
、
施
設
担
当
者
な
ど
に
よ
る
説
明
を
聞
き
、
市
の
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
様
子
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
毎
年
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
『
婦
人
セ
ン
タ
ー
』
、
『
登
別
漁
港
』
、
『
し
ん

た
21
』
、
『
鷲
別
児
童
館
』
、
『
鷲
別
小
学
校
』
、
『
株
式
会

社
パ
ロ
マ
北
海
道
工
場
』
の
６
カ
所
の
施
設
を
見
学
。
新
た
に

建
設
し
た
施
設
や
設
備
を
見
て
回
っ
た
ほ
か
、
施
設
内
で
論
語

講
座
や
工
場
見
学
な
ど
を
行
い
、
市
内
の
魅
力
を
再
発
見
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
施
設
の
概
要
や
建
設
の
経
緯
な
ど
の
説
明
を
聞
い
た
参
加
者

は
、
「
市
内
に
住
ん
で
い
て
も
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
と
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
今
回
の
見
学
で
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」

と
施
設
見
学
を
通
じ
て
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

 登別市民憲章制定50周年記念 
平成30年度市民見学会

市バスで見学ツアー

　
10
月
５
日
㈮
、
市
民
会
館
で
、
平
成
30
年
度
の
登
別

市
デ
ン
マ
ー
ク
友
好
都
市
中
学
生
派
遣
交
流
団
に
よ
る

『
帰
国
報
告
会
』
（
市
主
催
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
８
月
９
日
㈭
か
ら
18
日
㈯
ま
で
の
日
程
で
、
デ
ン

マ
ー
ク
王
国
に
派
遣
さ
れ
た
６
人
の
中
学
生
は
、
『
建

物
』
・
『
ス
ポ
ー
ツ
』
・
『
音
楽
』
・
『
子
ど
も
の
遊

び
』
・
『
交
通
機
関
』
・
『
公
共
施
設
』
と
い
っ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
研
修
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
学
ん
だ
こ
と
や
感

じ
た
こ
と
な
ど
を
発
表
。
『
子
ど
も
の
遊
び
』
を
テ
ー

マ
と
し
た
和わ

田だ

笙あ
き
ら

さ
ん
（
北
海
道
登
別
明
日
中
等
教
育

学
校
１
回
生
）
は
、
「
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、
み
ん

な
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
で
つ
な
が
り
を
感
じ
て
、
仲
良
く

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
登
別
市
デ
ン
マ
ー
ク

友
好
都
市
中
学
生
派
遣
交
流
団
帰
国
報
告
会

海
外
で
の
貴
重
な
体
験
を
報
告

▲�デンマーク王国で、かけがえのない経験をした平成30年度登別市デン
マーク友好都市中学生派遣交流団

10
� 5

9
� 26

19  ２０１８．１１月号  東　奔　西　走



く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

１２月の粗大ごみ収集

収集の申し込み　㈲登和清掃（☎�０２００）
※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※電話のかけ間違いに十分注意してください。
その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

　
幌
別
ダ
ム
に
設
置
し
て
い
る
放
流

世
帯

※
所
得
制
限
な
ど
条
件
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
限
度
額
　
１
世
帯
５
万
円

償�

還
期
間
　
貸
付
日
の
翌
月
１
日
か

ら
12
カ
月
以
内

※�
申
し
込
み
に
は
、
別
世
帯
の
保
証

人
と
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
の

写
し
が
必
要
で
す
。

申�

し
込
み
　
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰

ま
で
に
登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
し
ん
た
21
内
・
☎
�
７
３
７
９
）

メ
ー
ル
：hokkaidou-hataraki�

kata@
lec-jp.com

）

　
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
冬

期
の
生
活
に
必
要
な
灯
油
な
ど
の
購

入
費
と
し
て
、
特
別
生
活
資
金
の
貸

し
付
け
（
無
利
子
）
を
行
い
ま
す
。

対�

象
　
70
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
、

障
が
い
者
世
帯
、
特
定
疾
患
患
者

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
）
を
用
い
た
情
報
伝
達
訓
練

の
た
め
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

実
際
の
災
害
と
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
　

〇
11
月
１
日
㈭
10
時
…
市
内
全
域

〇
11
月
17
日
㈯
９
時
…
鷲
別
地
区

〇
11
月
21
日
㈬
11
時
…
市
内
全
域

〇
11
月
28
日
㈬
14
時
…
市
内
全
域

※�
気
象
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�
（
☎
�
１
１
３
０
）

警
報
装
置
の
点
検
の
た
め
、
サ
イ
レ

ン
や
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
放
送
を
実

施
し
ま
す
。

点
検
期
間
　
11
月
13
日
㈫
～
15
日
㈭

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
地
区
工
業
用
水

道
管
理
事
務
所
（
☎
�
２
８
２
１
）

　
北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者

と
そ
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

改
定
後
最
低
賃
金
　
835
円
（
時
間
額
）

　
労
働
保
険
と
は
、
労
働
者
の
生
活

の
安
定
や
福
祉
の
増
進
な
ど
を
図
る

た
め
、
国
が
直
接
、
管
理
運
営
し
て

い
る
保
険
で
す
。

　
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
労

働
者
を
雇
用
す
る
事
業
者
は
、
法
人
・

個
人
を
問
わ
ず
、
労
働
保
険
の
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
労
働
保
険
に
未
加
入
の
事
業
者
は
、

効�

力
発
生
日
　
平
成
30
年
10
月
１
日

㈪
問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
労
働
基
準
監
督

署
（
☎
�
６
１
３
１
）

　
故
意
の
犯
罪
行
為
に
遭
っ
て
亡
く

な
ら
れ
た
犯
罪
被
害
者
の
ご
遺
族
の

方
、
重
傷
病
を
負
っ
た
あ
る
い
は
障

が
い
が
残
っ
た
犯
罪
被
害
者
の
方
に

対
し
て
、
国
が
給
付
金
を
支
給
す
る

制
度
で
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
警
察
署

�

（
☎
�
０
１
１
０
）

速
や
か
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
労
働
基
準
監
督

署
（
☎
�
６
１
３
１
）

幌
別
ダ
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

特
別
生
活
資
金

（
冬
期
生
活
資
金
）
の

貸
し
付
け
を
行
い
ま
す

防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

北
海
道
の
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

11
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
で
す

ご
存
じ
で
す
か

犯
罪
被
害
給
付
制
度

～
犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
方
・
ご
遺
族
の
方
へ
～

地　区 収集期間 申込期間

鷲別町
１～３丁目

12月３日㈪～
12月８日㈯　

11月19日㈪～
11月3０日㈮　

新生町
１・２丁目

12月1０日㈪～
12月15日㈯　

11月26日㈪～
12月７日㈮　

鷲別町
４～６丁目

12月24日㈪～
12月29日㈯　

12月1０日㈪～
12月21日㈮　

※�粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚１６０円）』
を貼って出してください（１回につき５品まで）。

子ども医療費助成の
対象を拡大しています

申請はお済みですか？

　市は、平成3０年８月診療分から、
住民税非課税世帯の小学生の通院、
住民税非課税世帯の中学生の通院・
入院について、子ども医療費助成
の対象としています。
　『子ども医療費受給者証』を医
療機関などに提示すると、医療費
負担が、初診時の一部負担金（医
科58０円、歯科51０円）のみで受診
することができます。
　助成を受けるためには申請する
必要がありますので、早めの手続
きをお願いします。
▶�問い合わせ　年金・長寿医療グ
ループ（☎�２１３７）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



写真で語る昔の

　
市
・
道
民
税
（
普
通
徴
収
第
３

期
）
、
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴

収
第
６
期
）
、
介
護
保
険
料
（
普
通

徴
収
第
５
期
）
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
（
普
通
徴
収
第
５
期
）
の
納

期
限
は
11
月
30
日
㈮
で
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ
（
☎
�
１
１

５
５
）
、
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎

�
１
７
７
１
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ

（
☎
�
５
７
２
０
）
、
年
金
・
長

寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）

訪
問
期
間
　
11
月
～
12
月
末

内�

容
　
火
災
予
防
の
呼
び
掛
け
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
確
認

問
い
合
わ
せ
　
消
防
署
警
備
Ｇ

�

（
☎
�
２
５
５
１
）

　
『
北
海
道
働
き
方
改
革
推
進
支
援
・

賃
金
相
談
セ
ン
タ
ー
』
は
、
社
会
保

険
労
務
士
な
ど
の
労
務
管
理
・
企
業

経
営
の
専
門
家
が
『
働
き
方
改
革
』

全
般
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
、

無
料
で
雇
用
管
理
改
善
や
就
業
規
則

の
見
直
し
な
ど
の
技
術
的
な
助
言
・

提
案
を
行
い
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

８
０
０

－

919

－

１
０
７
３
、
Ｅ

　
法
務
局
は
、
女
性
の
人
権
に
つ
い

て
の
相
談
電
話
『
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
』
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
家
庭
内
暴
力
や
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
女
性
の
人
権
に

関
す
る
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
に
つ

い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

通�

常
の
受
付
時
間
　
月
～
金
曜
日
の

８
時
30
分
～
17
時
15
分

メ
ー
ル
：hokkaidou-hataraki�

kata@
lec-jp.com

）

　
暖
房
器
具
の
使
用
が
多
く
な
り
、

火
災
の
危
険
性
が
増
す
こ
と
か
ら
、

消
防
職
員
や
女
性
消
防
団
員
に
よ
る

防
火
訪
問
を
実
施
し
ま
す
。

強
化
週
間
中
の
受
付
時
間
　

・�

11
月
12
日
㈪
～
16
日
㈮
８
時
30
分

～
19
時

・�

11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
10
時
～
17

時
相�

談
先
　
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
☎
０
５
７
０

－
070

－
810
）

　
自
動
音
声
案
内
で
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
を
選
択
す
る
と
、
専
門
の
職
員

が
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
相
談
内
容

に
よ
っ
て
は
、
税
務
署
の
職
員
に
取

り
次
ぎ
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
予
約
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署

�
（
☎
�
４
１
５
１
）

　
付
加
年
金
と
は
、
毎
月
の
定
額
保

険
料
に
月
額
400
円
の
付
加
保
険
料
を

合
わ
せ
て
納
め
る
こ
と
で
、
付
加
保

険
料
を
納
め
た
月
数
に
200
円
を
乗
じ

た
額
が
、
老
齢
基
礎
年
金
に
毎
年
上

乗
せ
さ
れ
て
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

対�

象
　
国
民
年
金
基
金
加
入
者
を
除

く
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
自
営
業
者
や
学
生
な
ど
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
３
７
）

　
国
土
交
通
省
は
、
12
月
に
『
住
生

活
総
合
調
査
』
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
11

月
下
旬
に
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
の

で
、
郵
送
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

対�

象
　
10
月
に
実
施
し
た
『
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
』
に
回
答
い
た
だ

い
た
世
帯
の
中
か
ら
、
無
作
為
に

抽
出
し
た
全
国
約
12
万
世
帯

問
い
合
わ
せ
　
建
築
住
宅
Ｇ

�

（
☎
�
４
３
９
９
）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

北
海
道
働
き
方
改
革
推
進

支
援
・
賃
金
相
談
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
し
た

全
国
一
斉
『
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』
強
化
週
間

防
火
訪
問
を
行
い
ま
す

～
単
身
の
高
齢
者
世
帯
の
方
へ
～

税
務
署
で
扱
う
税
金
の
相
談
は

ま
ず
は
お
電
話
で

ご
存
じ
で
す
か

付
加
年
金
制
度

住
生
活
総
合
調
査
を

実
施
し
ま
す

第16回 『幌別鉱山馬車鉄道開通』
　

▲�貨物を運搬する馬車鉄道

　
幌
別
駅
前
か
ら
幌
別
鉱
山
（
現
鉱
山
町
）
ま

で
を
結
ぶ
馬
車
鉄
道
が
開
通
し
た
の
は
、
明
治

40
年
11
月
１
日
。
馬
車
鉄
道
は
、
昭
和
２
年
に

蒸
気
機
関
車
へ
と
転
換
し
、
昭
和
29
年
に
廃
止

さ
れ
る
ま
で
の
間
、
幌
別
鉱
山
で
積
ん
だ
鉱
石

や
製
錬
さ
れ
た
硫い

黄お
う

な
ど
を
幌
別
駅

前
ま
で
運
び
、
折
り
返
し
に
は
、
日

用
品
や
郵
便
物
な
ど
を
運
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
、
幌
別
鉱
山
の
住
民
の

交
通
手
段
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
大

切
な
路
線
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
幌
別
鉱
山
所
長
代
理
で
あ
っ
た
金か

な

井い

抱ほ
う

二じ

さ
ん
の
日
記
に
は
、
開
通
当

初
か
ら
盛
ん
に
貨
物
の
運
送
が
行
わ

れ
て
い
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
軽け

い

便べ
ん

鉄
道
（
通
常
の
線
路
幅
よ
り

も
狭
い
鉄
道
）
で
あ
っ
た
こ
の
路
線

の
跡
は
、
道
道
弁
慶
幌
別
線
沿
い
で

一
部
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
小

型
蒸
気
機
関
車
な
ど
が
行
き
か
っ
た

様
子
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

－明治40年11月１日－

▶問い合わせ　市史編さんＧ（☎㊿６０３９）
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講
座
や

展
示
会
な
ど

東京２０２０オリンピック・パラリンピック
登別市ホストタウンプログラム

平成30年度第６回

国際理解講座を開催します

平成31年 登別市成人祭のお知らせ

日 時 平成31年１月13日㈰13時～
（12時から受け付け）

場 所 登別市民会館
（富士町７丁目33－１）

対 象 平成10年４月２日から
平成11年４月１日生まれ
までの方

　市は、オリンピック・パラリンピック等経済界協議
会と連携し、市のホストタウンの相手国である『デン
マーク王国』について、皆さんに文化や歴史などの理
解を深めていただく国際理解講座を開催します。
▶日時　11月2０日㈫18時～19時3０分
▶場所　市民会館１階大会議室
▶講師　株式会社富士通総研・森

もり

田
た

麻
ま

記
き

子
こ

さん
▶申し込み　11月19日㈪までに企画調整グループ
� （☎�１１２２）

　当日は、『みんなのメダルプロジェクト』の取
り組みとして、携帯電話などの回収ボックスを設
置します（詳しくは24ページ）。

※�登別市内に住民登録のある対象者には、12月上旬に案内を送
付します。
※�案内が届かなかった方、登別市内に住民登録のない方で登別
市成人祭に参加したい方は、問い合わせください。
▶問い合わせ　社会教育グループ（☎�１１２９）

日�

時
　
11
月
15
日
㈭
13
時
30
分
～
16

時
30
分

場�

所
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
青
葉

町
42

－

13
）

内
容
　
職
業
選
択
の
手
法
な
ど

日
時
・
内
容
　
11
月
７
日
㈬

・�

13
時
30
分
…
司
法
書
士
に
よ
る
相

続
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演

・�

14
時
30
分
…
公
証
人
に
よ
る
遺
言

に
つ
い
て
の
講
演

場�

所
　
室
蘭
地
方
合
同
庁
舎
５
階
共

用
大
会
議
室
（
室
蘭
市
入
江
町
）

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

申�
し
込
み
　
11
月
６
日
㈫
ま
で
に
札

幌
法
務
局
室
蘭
支
局
総
務
課

�
（
☎
�
５
１
１
１
）

日
時
　
11
月
20
日
㈫
10
時
～
12
時

場
所
　
婦
人
セ
ン
タ
ー

対
象
　
子
育
て
中
の
女
性
な
ど

内�

容
　
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就

職
支
援
事
業
に
関
す
る
講
話
（
30

分
）
、
自
分
に
似
合
う
色
な
ど
の

色
彩
講
座
（
90
分
）

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
11
月
19
日
㈪
ま
で
（
託

児
希
望
者
は
11
月
12
日
㈪
ま
で
）

に
商
工
労
政
Ｇ
（
☎
�
２
１
７
１
）

申�

し
込
み
　
11
月
９
日
㈮
ま
で
に
登

別
職
業
訓
練
協
会

�

（
☎
�
１
４
５
０
）

日�

時
　
11
月
23
日
㈮
13
時
30
分
～
15

時
場
所
　
市
民
会
館
１
階
大
会
議
室

講�

師
　
北
星
学
園
大
学
福
祉
心
理
学

科
教
授
・
牧ま

き

田た

浩こ
う

一い
ち

さ
ん

申�
し
込
み
　
11
月
21
日
㈬
ま
で
（
託

児
希
望
者
は
11
月
９
日
㈮
ま
で
）

に
社
会
教
育
Ｇ
（
☎
�
１
１
２
９
）

第
４
回
若
年
者
就
職
セ
ミ
ナ
ー

未
来
に
つ
な
ぐ

相
続
登
記
セ
ミ
ナ
ー

婦
人
セ
ン
タ
ー
講
座
『
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
講
座
』

家
庭
教
育
講
演
会

『
思
春
期
の
心
理
を
理
解
す
る
』

　
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
と
は
、
ｅイ

ー

タ

－

Ｔ

ａッ
ク
スｘ

（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
）
を
利
用
し
て
、
事
前
に
届
け

出
を
し
た
預
貯
金
口
座
か
ら
、
税
金

を
納
付
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
対
象
と
な
る
税
目
や
利
用
開
始
手

続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
電
子
的
に
申
告
な
ど
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

市
と
国
に
そ
れ
ぞ
れ
提
出
す
る
義
務

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署
管
理
運

営
部
門
（
☎
�
４
１
５
１
）

の
あ
る
源
泉
徴
収
票
と
給
与
支
払
報

告
書
を
ま
と
め
て
手
続
き
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
胆
振
総
合
振
興
局
課

税
課
（
☎
�
９
５
７
９
）

簡
単
・
便
利
な

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付

法
人
道
民
税
・
事
業
税
な
ど

地
方
税
の
手
続
き
は
簡
単
・

便
利
な
ｅエ

ルＬ
Ｔタ

ッ

ク

ス

Ａ
Ｘ
で
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募
集
や

試
験
な
ど

抽
選
日
時
　
11
月
25
日
㈰
10
時

場
所
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
抽
選
日
に
会
場
に
来
る
こ
と

が
で
き
、
抽
選
日
か
ら
１
週
間
以

内
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
20

歳
以
上
の
方

表
彰
の
種
類
・
対
象
　

◎�

青
少
年
善
行
表
彰
…
活
動
が
特
に

優
秀
と
認
め
ら
れ
、
他
の
青
少
年

の
模
範
と
な
る
方

◎�

青
少
年
団
体
活
動
者
表
彰
（
個
人
）

…
市
内
に
組
織
さ
れ
て
い
る
青
少

年
団
体
に
３
年
以
上
所
属
し
、
現

在
も
活
発
な
団
体
活
動
を
続
け
て

お
り
、
他
の
青
少
年
団
体
活
動
者

の
模
範
と
な
る
方

◎�

青
少
年
団
体
活
動
者
表
彰
（
団
体
）

…
５
年
以
上
の
活
動
を
続
け
、
そ

の
目
的
が
健
全
な
文
化
・
教
養
・

体
育
・
奉
仕
活
動
で
あ
り
、
他
の

青
少
年
団
体
の
模
範
と
な
る
団
体

◎�
優
良
勤
労
青
少
年
表
彰
…
勤
続
年

数
が
３
年
以
上
、
日
常
生
活
に
誠

実
で
、
職
務
技
能
の
向
上
、
研
さ

ん
に
努
め
る
な
ど
、
他
の
働
く
青

少
年
の
模
範
と
な
る
方

※�

個
人
の
表
彰
は
、
平
成
31
年
３
月

31
日
㈰
現
在
で
、
28
歳
未
満
の
方

を
対
象
と
し
ま
す
。

推�

薦
者
　
市
内
に
居
住
す
る
方
、
団

体
の
代
表
者
な
ど

推
薦
期
限
　
11
月
30
日
㈮

推�

薦
方
法
　
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
に

備
え
付
け
ま
た
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
の
推
薦
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
同
グ
ル
ー
プ

（
〒
059

－

０
０
１
４
富
士
町
７
丁

目
33

－

１
、
☎
�
１
１
２
９
）
に

持
参
ま
た
は
郵
送

展�

示
品
　
自
転
車
（
無
料
）
、
テ
ー

ブ
ル
、
整
理
棚
な
ど

申�

込
期
間
　
11
月
12
日
㈪
～
22
日
㈭

９
時
～
17
時

申�

し
込
み
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
し
、

同
セ
ン
タ
ー
に
提
出
（
１
人
１
点
）

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

再
生
展
示
品
を
販
売
し
ま
す

平
成
30
年
度
登
別
市
青
少
年

表
彰
の
推
薦
を
受
け
付
け
ま
す

～
登
別
市
青
少
年
問
題
協
議
会
～

地区懇談会
参加しませんか

に

▶問い合わせ　市民協働グループ（☎�１０７９）

日時 開催地区 場所

11月１日㈭18時 中央地区
札内・来馬地区 労働福祉センター

11月２日㈮18時 美園・若草地区 若草婦人研修の家

11月５日㈪14時 登別温泉地区 登別温泉公民館

11月６日㈫18時 鷲別地区 鷲別公民館

11月７日㈬18時 登別地区 婦人センター

11月８日㈭18時 青葉地区 老人憩の家
『緑寿の家』

11月19日㈪18時 新生地区 老人憩の家
『新生虹の家』

11月21日㈬18時 幌別鉄南地区 鉄南ふれあいセンター

　市政に関する情報を市民の皆さんに提供するとともに、皆
さんの声を広く聴き、市民と行政による『協働のまちづくり』
を進めるため、市内1０会場において地区懇談会を開催してい
ます。
　北海道胆振東部地震や大規模停電、地区の課題などについ
て意見交換をする機会ですので、ぜひご参加ください。

※�1０月3０日㈫は18時から老人憩の家『富久寿園』で、1０月31
日㈬は18時から市民会館で開催しています。

展�

示
期
間
　
11
月
12
日
㈪
～
19
日
㈪

９
時
～
17
時
30
分

場
所
　
市
役
所
１
階
通
路

内�

容
　
小
学
６
年
生
の
『
税
に
関
す

る
標
語
』
な
ど
の
展
示

問�
い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署
税
務
広

報
広
聴
官
（
☎
�
４
１
５
１
）

ム
）
の
利
用
に
つ
い
て

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署
源
泉
所

得
税
担
当
（
☎
�
４
１
５
１
）

日�

時
　
11
月
27
日
㈫
13
時
30
分
（
13

時
か
ら
受
け
付
け
）

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

対
象
　
給
与
を
支
給
す
る
事
業
者

内�

容
　
年
末
調
整
の
仕
方
・
留
意
事

項
、
今
年
度
の
改
正
点
、
法
定
調

書
の
記
載
方
法
、
ｅイ

ー－

Ｔタ
ッ
ク
ス

ａ
ｘ

（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

税
に
関
す
る
作
品
展

年
末
調
整
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

～
事
業
者
向
け
～
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11月2０日㈫
平成30年度第６回国際理解講座（22ページ）

11月19日㈪～12月13日㈭
Ａ４Ｓプロジェクト（30ページ）

12月２日㈰
第14回『障害者週間』記念事業（33ページ）

▶問い合わせ　
企画調整
グループ

（☎�１１２２）

返還墓地の貸し付けを行います
▶�対象　市内に住民登録があり、登別市の墓地使用権をお持ち
でない方
▶貸付条件　３年以内に墓

ぼ

碑
ひ

を建
こん

立
りゅう

する方
▶申込期間　11月５日㈪～2０日㈫（土・日曜日を除く）
▶�申し込み　市民サービスグループに備え付けの申込書に必要
事項を記入の上、印鑑と住民票を持って同グループへ持参
※�墓地の貸し付けを受け、３年を経過しても墓碑を建立しなか
った場合、納入された使用料や管理清掃手数料は返還されま
せん。

募�
集
住
宅
　
登
別
東
町
団
地
Ｃ

－

202

（
２
階
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

申�

込
要
件
　

〇
同
居
者
が
い
る
方

〇
持
ち
家
の
な
い
方

〇�

入
居
者
全
体
の
収
入
が
公
営
住
宅

法
で
定
め
る
基
準
内
で
あ
り
、
そ

れ
を
証
明
で
き
る
方

〇�

入
居
者
と
同
居
者
が
『
暴
力
団
員

◎
自
衛
官
候
補
生
　

対
象
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

申�

込
期
限
　
①
11
月
13
日
㈫
、
②
12

月
11
日
㈫

◎
高
等
工
科
学
校
生
徒
　

対
象
　

①�

推
薦
…
中
学
校
を
卒
業
（
平
成
30

年
度
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
し
、

成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
な
ど

に
顕
著
な
実
績
を
収
め
、
学
校
長

が
推
薦
で
き
る
17
歳
未
満
の
男
性

②�

一
般
…
中
学
校
を
卒
業
（
平
成
30

年
度
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
し
た

17
歳
未
満
の
男
性

申�

込
期
限
　
①
11
月
30
日
㈮
、
②
平

成
31
年
１
月
７
日
㈪

問�
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協

力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

�
（
☎
�
９
５
３
３
）

訓�

練
期
間
　
平
成
31
年
４
月
～
平
成

　
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、
求
職
中
で
障
が
い
の
あ
る
方

の
入
校
生
（
訓
練
期
間
１
年
ま
た
は

２
年
）
を
募
集
し
ま
す
。

選
考
試
験
日
　
12
月
３
日
㈪

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
』
第
２
条
第
６
号
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
方

申
込
期
間
・
場
所
　

○�

12
月
３
日
㈪
・
４
日
㈫
９
時
30
分

～
16
時
30
分
…
登
別
市
民
会
館

○�

12
月
５
日
㈬
～
７
日
㈮
９
時
30
分

～
16
時
30
分
…
北
海
道
営
住
宅
胆

振
管
理
セ
ン
タ
ー
（
室
蘭
市
東
町
）

問�

い
合
わ
せ
　
北
海
道
営
住
宅
胆
振

管
理
セ
ン
タ
ー
公
募
係
（
☎
�
７

２
４
０
）

申
込
期
間
　
11
月
１
日
㈭
～
20
日
㈫

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
校

�

（
☎
０
１
２
５
�
２
７
７
４
）

33
年
３
月
（
２
年
間
）

募�

集
科
目
　
金
属
加
工
科
、
精
密
機

械
科

定
員
　
各
科
15
人
（
選
考
）

申�

込
期
限
　
推
薦
…
11
月
20
日
㈫
、

一
般
…
12
月
10
日
㈪

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
学
院

�

（
☎
�
３
５
２
２
）

道
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

自
衛
官
候
補
生
・
自
衛
隊
高

等
工
科
学
校
生
徒
の
募
集

平
成
31
年
度 

訓
練
生
募
集

～
室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院
～

平
成
31
年
度 
入
校
生
募
集

～
障
が
い
の
あ
る
方
へ
～

　市は、リサイクル金属から、東京２０２０オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会のメダルを製作する『みんなのメダルプロジェクト』（東京２
０２０組織委員会主催）に参加しています。
　ホストタウン関係のイベント時に回収ボックスを設置しますので、不要
となった携帯電話などがありましたら、持参してください。

回収ボックスを設置するイベント（掲載ページ）

◎貸付墓地（１世帯につき１区画）

墓地名 造成年度 貸付
区画数

１区画当たり
面積 使用料・管理清掃手数料

亀田
霊園

（富岸町）

昭和60年 ５区画 5.0㎡ 200,000円・25,000円

昭和62年 ４区画 5.0㎡ 200,000円・25,000円

▶問い合わせ　市民サービスグループ（☎�２１３９）
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登別ブランド推奨品に
　応募しませんか

登別ブランド推奨審査会
の委員を募集します

応募説明会を開催します

問い合わせ 登別ブランド推進協議会事務局
（商工労政グループ内・☎�２１７１）

▶応募できる方
　市内に事業所を有している事業者
▶対象となる商品
　�主な原材料が市内で生産または採取され
ている加工食品
※�市内で生産または採取できないものに限
り、北海道産も対象とします。
▶応募できる品数
　１事業者につき２品まで
▶募集期限
　12月７日㈮17時
※�応募方法や推奨品認定の特典などは、同
協議会ウェブサイトをご覧ください。

応�募資格　市内食品加工
業者と利害関係のない
市民

内�容　事業者の商品説明
や試食などによる審査

定員　２人（選考）
募�集期限　12月７日㈮

日�時　11月８日㈭18時、
12日㈪14時

場�所　観光経済部会議室
（アーニス内）

試
験
日
　
12
月
９
日
㈰

場
所
　
札
幌
市

内�

容
　
甲
種
、
乙
種
（
第
１
～
６

類
）
、
丙
種

受
験
願
書
受
付
期
間
　

・
書
面
…
11
月
５
日
㈪
～
12
日
㈪

・
電
子
…
11
月
２
日
㈮
～
９
日
㈮

※�

願
書
は
消
防
本
部
や
消
防
署
、
各

消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※�

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

平
成
30
年
度
第
７
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

パブリックコメント（意見公募）のお知らせ
募集期間　11月１日㈭～3０日㈮

案件名 鷲別支所若草分室及び登別温泉支所の廃止方針（案）
並びに支所設置条例の一部改正（案） 登別市自殺対策行動計画（案）

担当
グループ

市民サービスグループ
〒０59－87０1中央町６丁目11

（☎�１８５５・思�７６７４）
Ｅメール：shiminka@city.noboribetsu.lg.jp

健康推進グループ
〒０59－００16片倉町６丁目９－１
（☎�０１００・思�０１１１）

Ｅメール：shinta21@city.noboribetsu.lg.jp

意見の
提出方法

　パブリックコメントの閲覧場所に備え付けの専用用紙か任意の用紙に①案件名、②住所、③氏名、
④電話番号、⑤意見を記入し、閲覧場所に備え付けの『意見箱』に投函するか、郵送またはファクス、
Ｅメールで各担当グループに提出してください。

案件名 幌別地区と鷲別地区の消防体制について（案）
募集期間
（終了） ９月３日㈪～1０月２日㈫

意見数 ０件
問い合わせ 消防本部総務グループ（☎�９６１１）

意見募集の結果をお知らせします

意見を募集します

　市は、基本的な構想・計画や市民生活に大きく影響する条
例などの制定・改廃の案について、決定前に公表し、市民の
皆さんから寄せられた意見を考慮しながら、最終案を作成し
ています。

　募集中の意見や募集結果などは、市役所１
階市民ロビー、各支所、市民会館、しんた21、
市立図書館、市立図書館アーニス分館、市民
活動センター、各意見募集の担当グループに
備え付けるほか、市公式ウェブサイトにも掲
載しています。

パブリックコメントとは

パブリックコメントの閲覧場所

▲�平成30年度に
実施したパブ
リックコメン
トの一覧

▶�同協議会
ウェブサ
イト

25  ２０１８．１１月号  くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

くらしのガイド



相談困った！ときにはまず
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談
札幌弁護士会室蘭支部

12月15日㈯
９時3０分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
定員：６人（申し込み順）

12月７日㈮までに
市民サービスＧ
（☎�２１３９）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

11月23日㈮
９時3０分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：1０人（申し込み順）

11月22日㈭までに
おおたに行政書士事務所
（☎�３３６０）

市民相談 月～金曜日
９時～17時3０分

市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力など

市民サービスＧ
（☎�２１３９）

消費生活相談
月～金曜日
９時～17時3０分
※�登別消費者協会は火～
金曜日の1０時～16時。

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

消費生活センター
（☎�３４９１）
登別消費者協会
（☎�８３０７）

人権相談所 月～金曜日
８時3０分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）

生活にお困りの方
の相談窓口

月～金曜日
９時～17時3０分

生活支援相談
室（社会福祉
グループ内）

仕事や生活などの困りごと 生活支援相談室
（☎�１９１１）

児童虐待について
の相談窓口

月～金曜日
９時～17時3０分
※�児童相談所全国共通ダ
イヤルは随時。

子ども相談室
（子育てグル
ープ内）また
は室蘭児童相
談所（室蘭市
寿町）

虐待が疑われる子ども・家庭
の情報

子ども相談室
（☎�６６７７）
室蘭児童相談所
（☎�４１５２）
児童相談所全国共通
ダイヤル（☎189）

障がいのある方の
就労相談窓口

11月15日㈭
13時～16時

障がい福祉グ
ループ 障がいのある方の就労や雇用

11月８日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎�３７３２）

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）

水・金曜日
８時3０分～17時 職業訓練セン

ター（青葉町）就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎�１４５０）

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
1０時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談
（市支援事業）

月～金曜日
1０時～16時（予約制）

連合登別事務所
（中央町６丁目
2０－５） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎�３３３７）

11月3０日㈮・12月７
日㈮
1０時～16時（予約制）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎�３３３７）
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いきいき

すく
すく子

育
て
健 

康

子
育
て

す
く
す
く

日�

時
　
11
月
10
日
㈯
10
時
30
分
～
12

時
場�

所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
２
階

（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
落
ち
葉
や
実
を
使
っ
た
も
の

づ
く
り

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
人
100
円

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴

（
長
靴
）
、
コ
ッ
プ
、
箸
ま
た
は

ス
プ
ー
ン
、
飲
み
物
（
お
茶
ま
た

は
水
）
、
帽
子
、
着
替
え
な
ど

申�

し
込
み
　
11
月
８
日
㈭
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
11
月
13
日
㈫
11
時
～
12
時

場�

所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
２
階

（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

日�
時
　
11
月
12
日
㈪
９
時
30
分
～
13

時
集
合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
駐
車
場

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
北
黄
金
貝
塚
公
園
に
貝
塚
を

見
に
行
く
バ
ス
遠
足

定
員
　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は

水
）
、
軽
食
な
ど

申�

し
込
み
　
11
月
10
日
㈯
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
・
場
所
　

①�

12
月
４
日
㈫
９
時
45
分
～
12
時
…

し
ん
た
21
調
理
室

②�

12
月
６
日
㈭
９
時
45
分
～
12
時
…

鷲
別
公
民
館
研
修
室

対�

象
　
１
歳
６
カ
月
か
ら
小
学
校
入

学
前
ま
で
の
子
ど
も
を
も
つ
保
護

者
内�
容
　
管
理
栄
養
士
に
よ
る
簡
単
な

パ
ー
テ
ィ
ー
メ
ニ
ュ
ー
（
フ
ラ
イ

パ
ン
ピ
ザ
な
ど
）
の
調
理
と
栄
養

講
話

定
員
　
各
日
24
人
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
な
ど

申�

し
込
み
　
①
は
11
月
５
日
㈪
か
ら

９
日
㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）
、

②
は
11
月
５
日
㈪
～
９
日
㈮
の
13

時
～
17
時
ま
で
に
鷲
別
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
１
２
３
５
）

日�

時
　
11
月
15
日
㈭
10
時
30
分
～
12

時
場�

所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
２
階

（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
初
め
て
の
出
産
を
迎
え
ら
れ

る
方

内�
容
　
妊
婦
同
士
の
交
流
や
先
輩
マ

マ
と
の
情
報
交
換

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
11
月
13
日
㈫
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

そ
の
保
護
者

内�

容
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊

び
※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ

ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

お
楽
し
み
会

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

食
育
講
座

『
簡
単
パ
ー
テ
ィ
ー
メ
ニ
ュ
ー
』

１フ
ァ
ー
ス
トst

Ｂバ

ー

ス

Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｈ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

診査・対象 日時 内　　容 持ち物 場所
４～５カ月児健康診査
（平成3０年７月生まれ）

12月12日㈬
時間は個別通知

診察、身体計測、栄養相談、
育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成3０年２月生まれ）

12月19日㈬
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、育児
相談、遊びの紹介

１歳６カ月児健康診査
（平成29年５月１日
～26日生まれ）

12月26日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体計測、
栄養相談、歯科相談、育児
相談、フッ素塗布（希望者
8００円）

母子健康手帳３歳児健康診査
（平成27年11月生まれ）

12月2０日㈭
時間は個別通知

診察、歯科検診、尿検査、
身体計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

12月27日㈭
９時4０分～1０時3０分

発育・発達・育児・栄養な
どの相談

乳幼児健康診査� 健康相談
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日
時
　
11
月
21
日
㈬
10
時
～
12
時

場�

所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
２
階

（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
方

内�

容
　
「
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
を
活

用
し
た
子
育
て
」
に
つ
い
て
の
茶さ

話わ

会か
い

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
17
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�
象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
お
父
さ
ん

内�
容
　
体
操
、
手
遊
び
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
外
遊
び
（
晴
天
時
）

持�

ち
物
　
着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶

申�

し
込
み
　
11
月
20
日
㈫
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日�

時
　
12
月
13
日
㈭
14
時
～
15
時
30

分
場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
生
後
３
カ
月
か
ら
８
カ
月
ま

で
の
第
一
子
と
そ
の
保
護
者

日�

時
　
11
月
29
日
㈭
14
時
～
15
時
30

分
場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
生
後
９
カ
月
か
ら
１
歳
２
カ

月
ま
で
の
第
一
子
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
手
作
り
お
も
ち
ゃ
を
製
作

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は

水
）
、
着
替
え
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

ま
た
は
水
）
、
外
靴
、
帽
子

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

設�

置
場
所
　
障
が
い
福
祉
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
７
番
窓
口
）
、
し
ん
た

21
、
各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
、
市
内
の
医

療
機
関
・
歯
科
医
院
な
ど

問�
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
Ｇ

�

（
☎
�
３
７
３
２
）

子
育
て
ガ

イ
ド
～
相

談
先
一
覧

～
』
を
作

成
し
て
い

ま
す
の
で
、

　
市
は
、
「
育
児
の
悩
み
を
抱
え
込

ま
な
い
で
」
を
テ
ー
マ
に
、
保
護
者

が
育
児
に
困
っ
た
と
き
の
相
談
先
が

分
か
る
よ
う
に
、
『
困
っ
た
と
き
の

内�

容
　
子
ど
も
の
育
ち
に
つ
い
て
の

講
話

講�

師
　
臨
床
心
理
士
・
尾お

野の

裕ゆ
う

子こ

さ

ん
定
員
　
12
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は

水
）
、
着
替
え
、
オ
ム
ツ

申�

し
込
み
　
11
月
12
日
㈪
か
ら
16
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

０
歳
児
は
い
は
い
コ
ー
ス

『
マ
マ
１
年
生
の
応
援
団
』

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

０
歳
児
よ
ち
よ
ち
コ
ー
ス

『
マ
マ
１
年
生
の
応
援
団
』

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

『
困
っ
た
と
き
の
子
育
て
ガ

イ
ド
』
を
ご
存
じ
で
す
か

日時 診療所・住所・電話番号
11月３日㈯
９時～11時

柴田歯科高砂デンタルオフィス�（☎㊺８４８４）
室蘭市高砂町３丁目９－2０

11月４日㈰
９時～11時

白鳥台歯科医院� （☎�５５６７）
室蘭市白鳥台５丁目３－43
嶋津歯科医院� （☎�３３６６）
登別市富士町２丁目11－1０

11月11日㈰
９時～11時

すずき歯科医院� （☎㊻３４３４）
室蘭市高砂町５丁目12－15
金本歯科� （☎０１４２㉕３８２２）
伊達市山下町55

11月18日㈰
９時～11時

八丁平歯科医院� （☎㊻１１８２）
室蘭市八丁平２丁目27－16

11月23日㈮
９時～11時

小野瀬歯科医院� （☎�１３１０）
室蘭市東町４丁目31－２

11月25日㈰
９時～11時

高砂歯科医院� （☎㊺８６２２）
室蘭市高砂町５丁目31－12

12月２日㈰
９時～11時

多田歯科医院� （☎㉒１１８４）
室蘭市中央町３丁目７－13
宮武歯科医院� （☎�２８２６）
登別市中央町１丁目４－１

11月～12月の歯科救急医療

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸３５２２）

平成31年度 登別地区の公認私立幼稚園は、
平成31年度の園児募集を下記
の通り行います。
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



健

　康

い
き
い
き

場�

所
　
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
が
ん
診

療
セ
ン
タ
ー
３
階
大
講
堂

演�

題
　
婦
人
科
の
が
ん
の
特
徴
と
検

診
の
重
要
性

講�

師
　
同
病
院
産
婦
人
科
長
・
恐お

そ

神が
み

博ひ
ろ

行ゆ
き

さ
ん

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
病
院
事
務
部
経
営

企
画
課
（
☎
�
４
４
０
４
）

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
病
院
医
局
栄
養
科

�

（
☎
�
２
０
２
２
）

日
時
　
12
月
３
日
㈪
10
時
～
15
時

※�

12
時
～
13
時
ま
で
は
昼
食
を
と
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

場
所
　
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
屋
内
で
の
自
由
遊
び
、
工
作
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ

ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
12
月
11
日
㈫
10
時
～
11
時

場
所
　
鷲
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
生
後
３
カ
月
か
ら
８
カ
月
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内�

容
　
管
理
栄
養
士
に
よ
る
食
育
講

座
な
ど

定
員
　
８
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶

ま
た
は
水
）

申�

し
込
み
　
11
月
19
日
㈪
～
22
日
㈭

日�

時
　
11
月
29
日
㈭
９
時
45
分
～
11

時
場
所
　
登
別
保
育
所

対�
象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内
容
　
運
動
遊
び

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

の
13
時
～
17
時
ま
で
に
鷲
別
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
１
２
３

５
）

日
時
　
11
月
６
日
㈫
13
時
～
15
時

場�

所
　
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
が
ん
診

療
セ
ン
タ
ー
２
階
患
者
図
書
室

『
は
ぁ
と
』

対�

象
　
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
患
者
と

そ
の
家
族

内
容
　
患
者
同
士
の
語
り
合
い
な
ど

日
時
　
11
月
11
日
㈰
12
時
～
15
時

場�

所
　
道
の
駅
だ
て
歴
史
の
杜も

り

（
伊

達
市
松
ヶ
枝
町
）

内�

容
　
血
管
年
齢
測
定
、
嗅
覚
検
査

体
験
、
臨
床
検
査
ク
イ
ズ
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院

臨
床
検
査
科
（
☎
�
４
６
５
０
）

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
病
院
が
ん
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
４
３
３
７
）

日�

時
　
11
月
７
日
㈬
15
時
（
14
時
30

分
開
場
）

日
時
　
11
月
22
日
㈭
14
時
～
15
時

場�

所
　
市
立
室
蘭
総
合
病
院
講
堂

（
室
蘭
市
山
手
町
）

内
容
　

○�

糖
尿
病
専
門
医
・
宮み

や

崎ざ
き

義よ
し

則の
り

さ
ん

に
よ
る
講
話

○�

看
護
師
に
よ
る
フ
ッ
ト
ケ
ア
に
つ

い
て
の
講
話

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

あ
そ
び
の
広
場
０
歳
児
グ
ル
ー
プ

～
鷲
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

第
50
回
が
ん
サ
ロ
ン
は
ぁ
と

～
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
～

第
10
回

臨
床
検
査
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
室
蘭
臨
床
検
査
技
師
会
～

第
45
回

市
民
公
開
が
ん
セ
ミ
ナ
ー

～
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
～

糖
尿
病
教
室

～
市
立
室
蘭
総
合
病
院
～

高齢者のインフルエンザ
予防接種費用の一部を助成します

医療機関に直接
　申し込みください。

▶実施期間　11月１日㈭～12月31日㈪
▶�実施場所　登別・室蘭市内で高齢者インフルエンザ予防接種を実
施している医療機関（予約が必要な場合があります）
▶対象　・65歳以上の方
　　　　・�6０歳以上65歳未満の身体障害者手帳１級をお持ちの方で、

心臓、じん臓、呼吸器の機能障がいまたはヒト免疫不全
ウイルスによる免疫機能障がいのある方（接種時に身体
障害者手帳の提示が必要です）

▶接種料金　1,5００円
※次の方は無料となります。
①市民税非課税世帯や生活保護受給世帯の方、②登別市の国民健康
保険に加入している方（建設国保は対象となりません）、③登別市
の後期高齢者医療制度に加入している方
▶�持ち物　①の方…介護保険料納入通知書、世帯全員の課税証明書、
生活保護受給証明書のいずれか、②・③の方…健康保険証
▶問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）
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場�

所
　
室
蘭
市
市
民
会
館
２
階
（
室

蘭
市
輪
西
町
）

内�

容
　
糖
尿
病
と
合
併
症
に
つ
い
て

の
講
演
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

講�

師
　
あ
と
う
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
・
網あ

頭と
う

慶け
い

太た

さ
ん

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
西
胆
振
糖
尿
病
療
養

指
導
士
会
事
務
局
（
な
の
花
薬
局

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
病
院
地
域
連
携
室

�

（
☎
�
２
２
４
１
）

室
蘭
宮
の
森
店
内
・
☎
�
１
１
９

３
）

内�

容
　
医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
に

よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
介
護
予
防

体
操
、
介
護
食
の
試
食
、
医
療
・

介
護
に
関
す
る
相
談

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
西
い
ぶ
り
在
宅
ケ
ア

連
絡
会
事
務
局
（
本
輪
西
フ
ァ
ミ

リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
・
☎
�
１
２

１
２
）

日�

時
　
11
月
20
日
㈫
13
時
30
分
～
15

時
場�

所
　
し
ん
た
21
　

２
階
多
目
的

ホ
ー
ル

内�

容
　
『
こ
こ
ろ
の
病
気
』
に
関
す

る
基
礎
講
座
と
当
事
者
談
な
ど

定
員
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
11
月
16
日
㈮
ま
で
に
三

愛
病
院
医
療
福
祉
相
談
室
（
☎
�

３
２
０
７
）

日�

時
　
11
月
29
日
㈭
18
時
～
19
時
30

分
場
所
　
市
立
室
蘭
総
合
病
院
講
堂

内
容
・
講
師
　

○�

こ
ん
な
症
状
ピ
ン
と
き
た
ら
119
番

…
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
長
・
大お

お

山や
ま

浩ひ
ろ

史し

さ
ん

○�

脳
卒
中
再
発
防
止
の
ス
ス
メ
…
脳

卒
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護

認
定
看
護
師
・
菅す

が

原わ
ら

大だ
い

輔す
け

さ
ん

○�

食
べ
る
前
の
嚥え

ん

下げ

体
操
で
お
口
の

準
備
を
し
ま
し
ょ
う
…
摂
食
嚥
下

障
害
看
護
認
定
看
護
師
・
岩い

わ

本も
と

高た
か

始し

さ
ん

日
時
　
11
月
23
日
㈮
10
時
～
13
時

日
時
　
11
月
10
日
㈯
10
時
～
15
時

場�

所
　
モ
ル
エ
中
島
Ａ
棟
（
室
蘭
市

中
島
本
町
）

平
成
30
年
度
市
民
公
開
講
座

～
三
愛
病
院
～

脳
卒
中
市
民
公
開
講
座

～
市
立
室
蘭
総
合
病
院
～

第
13
回
糖
尿
病
フ
ェ
ア

市
民
公
開
講
座

～
西
胆
振
糖
尿
病
療
養
指
導
士
会
～

西
い
ぶ
り
在
宅
ケ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
西
い
ぶ
り
在
宅
ケ
ア
連
絡
会
～

『Ａ４Ｓ（アクティブ・フォー・スリープ）
プロジェクト』～より良い睡眠で健康に～

の参加者を募集します

東京２０２０オリンピック・パラリンピック登別市ホストタウンプログラム

企画調整グループ（☎�１１２２）問い合わせ

　市は、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会におけ
るホストタウンの取り組みとして、独立行政法人日本スポーツ振興セ
ンター（ＪＳＣ）、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技
大会のオフィシャル寝具パートナーである㈱エアウィーヴと連携し、
『Ａ４Ｓ（アクティブ・フォー・スリープ）プロジェクト』を行いま
す。
　同プロジェクトは、健康的な生活における、一人ひとりに合ったス
ポーツ・運動と睡眠の大切さを市民の皆さんに改めて知っていただく
とともに、日常生活でも継続できるようになることを目指します。

11時～12時 12時～13時
11月19日㈪ 説明会・身体測定 管理栄養士によ

る栄養セミナー
ライトエクササ
イズ教室①

12月３日㈪ エアウィーヴ社による睡眠改善
プログラム

ＪＳＣによるスポーツに関する
セミナー

12月６日㈭ ライトエクササイズ教室②
12月10日㈪ ライトエクササイズ教室③
12月13日㈭ ライトエクササイズ教室④ 身体測定・オリエンテーション

▼日時・内容　

※�ライトエクササイズとは、初心者が簡単に取り組むことができるリ
ズミカルな軽運動です。
※�㈱エアウィーヴが開発したスマートフォンのアプリまたは記録紙を
使い、プロジェクト期間中における睡眠状態などを記録・計測して
いただきます（後日、睡眠の質や身体活動などのデータを分析した
レポートをお届けします）。最近寝つきが悪い、寝ても疲れがとれ
ないなど、睡眠に関する悩みがある方は、ぜひ、ご参加ください。
※�希望者には、トップアスリートも愛用している㈱エアウィーヴの寝
具（マットレス）を無料で貸出します。
▶場所　市民プールらくあ
▶対象　全ての日程に参加可能な18歳以上の方
▶参加料　１人2,5００円（別途保険料として2００円程度かかります）
▶一般応募　５人（定員を超えた場合は抽選となります）
▶申し込み　11月12日㈪までに企画調整グループ（☎�１１２２）

当日は、『みんなのメダルプロジェクト』の取り組みとして、携帯
電話などの回収ボックスを設置します（詳しくは24ページ）。

申�

し
込
み
　
サ
ウ
ザ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
・

中な
か

居い

さ
ん
（
☎
�
６
２
６
２
）
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中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
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合
わ
せ
』



わ
く
わ
く

お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！

11
月
号

申 し 込 み

キウシト湿原
閉園のお知らせ
　今年度は、11月18日㈰で閉
園します。来年度の開館は平
成31年４月2０日㈯を予定して
います。
▶�問い合わせ
　�キウシト湿原ビジターセン
ター（☎�８４７０）

日
時
　
11
月
17
日
㈯
14
時
～
16
時

場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

内�

容
　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
レ

コ
ー
ド
で
映
画
音
楽
や
ジ
ャ
ズ
を

楽
し
む

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円
（
飲
み
物
付
き
）

申�

し
込
み
　
11
月
15
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

　
同
会
員
に
よ
る
太
極
拳
の
演
武
を

披
露
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
16
日
㈮
12
時
30
分

場
所
　
鷲
別
公
民
館
２
階
大
ホ
ー
ル

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
太
極
拳
代
表
・
荒あ

ら

木き

さ
ん
（
☎
�
４
１
９
０
）

　
毎
週
月
曜
日
と
祝
日
、
最
終
金
曜

日
（
11
月
30
日
㈮
）
は
休
館
し
ま
す
。

※
11
月
３
日
㈯
は
開
館
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

対
象
　
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�
時
　
11
月
11
日
㈰
～
17
日
㈯
10
時

30
分
～
15
時

※
11
月
12
日
㈪
は
休
園
で
す
。

場�

所
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー

内�

容
　
シ
カ
角
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
押
し

花
し
お
り
な
ど
を
、
湿
原
の
自
然

素
材
を
使
っ
て
制
作

定
員
　
各
日
10
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
前
日
ま
で
に
キ
ウ
シ
ト

湿
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
�
８
４
７
０
）

日
時
・
内
容
　

①�

11
月
10
日
㈯
10
時
～
11
時
30
分
…

寝
て
起
き
て
転
が
る
機
能
体
操

②�

11
月
24
日
㈯
10
時
～
11
時
30
分
…

四
つ
ん
ば
い
機
能
体
操

場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

講�

師
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
リ
ン

パ
健
康
学
普
及
協
会
・
川か

わ

島し
ま

雅ま
さ

司し

さ
ん

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円

申�

し
込
み
　
①
は
11
月
８
日
㈭
ま
で
、

日�

時
　
11
月
17
日
㈯
10
時
30
分
～
12

時
場
所
　
市
立
図
書
館

内�

容
　
本
の
デ
ー
タ
の
仕
組
み
や
規

則
を
解
説
し
、
資
料
検
索
の
コ
ツ

を
紹
介

定
員
　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
11
月
15
日
㈭
ま
で
に
市

立
図
書
館
（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
11
月
15
日
㈭
18
時
（
17
時
30

分
開
場
）

場�

所
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

内�

容
　
鷲
別
中
学
校
ギ
タ
ー
マ
ン
ド

リ
ン
部
に
よ
る
演
奏

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
環か

ん

づ
く
り
市
民

委
員
会
・
久く

保ぼ

田た

さ
ん
（
日
鉄
住

金
環
境
プ
ラ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
内
・
☎
�
２
３
３
０
）

日
時
　
11
月
14
日
㈬
10
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

日
時
　
11
月
12
日
㈪
10
時
～
12
時

場
所
　
市
民
会
館

内�

容
　
登
別
と
き
め
き
大
学
連
携

コ
ー
ス
の
一
環
と
し
て
、
講
師
に

よ
る
時
事
問
題
に
つ
い
て
の
解
説

講�

師
　
㈱
室
蘭
民
報
社
代
表
取
締
役

社
長
・
主
筆
　
工く

藤ど
う

忞つ
と
む

さ
ん

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
大
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル

ク
ラ
ブ
事
務
局
・
関せ

き

さ
ん

　
（
☎
090

－

９
０
８
９

－

０
６
４
５
）

日�

時
　
11
月
11
日
㈰
13
時
30
分
～
16

時
30
分
（
13
時
開
場
）

場
所
　
婦
人
セ
ン
タ
ー

内
容
　
オ
カ
リ
ナ
演
奏
や
語
り
な
ど

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
サ
ウ
ザ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
・

中な
か

居い

さ
ん
（
☎
�
６
２
６
２
）

日
時
　
11
月
10
日
㈯
14
時

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
（
幼

児
は
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

レ
コ
ー
ド
を
楽
し
む
会

第
13
回 

鷲
別
太
極
拳
表
演
会

市
立
図
書
館 

休
館
情
報

キ
ウ
シ
ト
湿
原
感
謝
祭

体
を
知
っ
て

健
康
を
考
え
る
講
座

図
書
館
長
に
よ
る
資
料
検
索
入
門

～
本
を
探
す
～

ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

～
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
～

ニ
ュ
ー
ス
の
深
読
み

学
習
塾
２
０
１
８

サ
ウ
ザ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
ラ
イ
ブ

in
登

イ
ン

別

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

～
え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会
～

②
は
11
月
22
日
㈭
ま
で
に
と
も
か

な
（
☎
�
７
１
３
３
）
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日�

時
　
12
月
９
日
㈰
９
時
（
８
時
45

分
ま
で
に
受
け
付
け
）

場
所
　
総
合
体
育
館

種�

目
　
一
般
の
部
（
男
子
の
部
・
女

子
の
部
）
、
競
技
者
の
部
（
登
別

ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会
加
盟
者
で
男
子

の
部
・
女
子
の
部
）

チ�

ー
ム
編
成
　
１
チ
ー
ム
５
人
（
選

手
４
人
補
欠
１
人
）

※
選
手
４
人
だ
け
で
も
可
。

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
３
千
500
円

申
込
期
間
　
11
月
６
日
㈫
～
19
日
㈪

申�

し
込
み
　
総
合
体
育
館
に
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
、
チ

ー
ム
単
位
で
総
合
体
育
館
へ
提
出

問�

い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館
（
☎
�

５
５
５
２
）
、
登
別
市
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
�
１
１
１

６
）

日
時
　
12
月
１
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

対
象
　
18
歳
以
上
の
方

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
100
円

持
ち
物
　
包
丁
２
・
３
丁
、
雑
巾

※�

包
丁
は
ケ
ー
ス
に
入
れ
る
か
、
布

な
ど
で
包
ん
で
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申�

し
込
み
　
11
月
10
日
㈯
か
ら
23
日

㈮
ま
で
に
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

日�
時
　
11
月
25
日
㈰
10
時
～
12
時
30

分
場
所
　
郷
土
資
料
館

対�

象
　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

内
容
　
そ
ば
打
ち
体
験

講�

師
　
郷
土
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ｓ
Ｌ
Ｇ

定
員
　
12
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
100
円

持�

ち
物
　
胸
か
ら
か
け
る
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
手
ふ
き
２
枚
、
上
靴
、

そ
ば
を
持
ち
帰
る
大
き
め
の
容
器

申�

し
込
み
　
11
月
16
日
㈮
ま
で
に
郷

土
資
料
館
（
☎
�
１
３
３
９
）

日�

時
　
11
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
15
時

～
17
時

場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

対
象
　
男
性

内�

容
　
夕
食
の
お
か
ず
１
品
と
酒
の

さ
か
な
作
り

定
員
　
各
日
６
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
500
円

持�

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

ち
帰
り
容
器

申�

し
込
み
　
11
月
22
日
㈭
ま
で
に
櫻さ

く
ら

井い

さ
ん
（
☎
090

－

６
２
６
３

－
１

７
３
３
）

　
『
市
民
自
治
推
進
委
員
会
』
の
産

業
躍
動
部
会
が
地
場
産
の
食
材
の
普

及
へ
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
登

別
消
費
者
協
会
と
共
同
で
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
26
日
㈪
10
時
～
13
時

場
所
　
市
民
会
館
調
理
室

内�

容
　
北
海
道
産
の
お
米
と
登
別
産

の
鮭
を
使
っ
た
４
品
を
調
理
（
秋

鮭
の
山
芋
蒸
し
き
の
こ
バ
タ
ー
ポ

ン
酢
が
け
な
ど
）

講�

師
　
ホ
テ
ル
平
安
料
理
長
・
木き

原は
ら

克か
つ

久ひ
さ

さ
ん

定
員
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
700
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申�

し
込
み
　
11
月
20
日
㈫
ま
で
に
登

別
消
費
者
協
会
（
☎
�
８
３
０
７
）

日
時
　
11
月
24
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

月
日
　
11
月
23
日
㈮

時
間
・
内
容
　

①�

10
時
30
分
～
12
時
・
ド
ラ
ゴ
ン
型

ロ
ボ
ッ
ト
作
り

②�
14
時
～
16
時
・
テ
ー
ブ
ル
ラ
イ
ト

作
り

場�

所
　
室
蘭
工
業
大
学
ロ
ボ
ッ
ト
ア

リ
ー
ナ
（
室
蘭
市
水
元
町
27

－
１
）

対�

象
　
①
は
小
学
１
～
３
年
生
、
②

は
小
学
４
年
生
以
上

定
員
　
各
10
人

※�

申
込
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
同

大
学
ロ
ボ
ッ
ト
ア
リ
ー
ナ
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
大
学
ロ
ボ
ッ
ト
ア

リ
ー
ナ
（
☎
�
５
３
３
７
）

　
本
講
習
の
受
講
で
、
全
日
本
コ
ー

ヒ
ー
検
定
委
員
会
（
Ｊ
Ｃ
Ｑ
Ａ
）
よ

り
コ
ー
ヒ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
３

級
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。
講
習
後
、

コ
ー
ヒ
ー
と
ケ
ー
キ
を
楽
し
み
ま
す
。

※
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日�

時
　
11
月
20
日
㈫
13
時
30
分
～
15

時
30
分

場
所
　
市
民
会
館

講�

師
　
美み

鈴す
ず

コ
ー
ヒ
ー
・
佐さ

藤と
う

昌ま
さ

輝て
る

さ
ん
（
Ｊ
Ｃ
Ｑ
Ａ
認
定
コ
ー
ヒ
ー

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
１
級
）

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

受�

講
料
　
２
千
円
（
Ｊ
Ｃ
Ｑ
Ａ
認
定

書
代
１
千
500
円
を
含
む
）

持�

ち
物
　
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ

申�

し
込
み
　
11
月
９
日
㈮
ま
で
に
登

別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�

（
☎
�
１
１
１
６
）

市
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

包
丁
と
ぎ
体
験

年
越
し
は
手
打
ち
そ
ば

男
の
料
理
教
室

第
３
回 

食
の
安
全
・
安
心
セ
ミ
ナ
ー

料
理
講
習
会

～
登
別
市
民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念
～

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
～

ロ
ボ
ッ
ト
ア
リ
ー
ナ

11
月
体
験
教
室

コ
ー
ヒ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

３
級
講
習
会

カント・レラ
閉館のお知らせ

　今年度は11月3０日㈮で閉館しま
す。来年度の開館は平成31年４月
２日㈫を予定しています。
▶�問い合わせ　社会教育グループ
� （☎�１１２９）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日�

時
　
12
月
２
日
㈰
13
時
～
15
時
45

分
（
12
時
30
分
会
場
）

場�

所
　
胆
振
地
方
男
女
平
等
参
画
セ

ン
タ
ー
ミ
ン
ク
ー
ル
（
室
蘭
市
東

町
４
丁
目
29

－

１
）

内�

容
　
講
演
「
あ
っ
と
い
う
間
に
決

ま
っ
て
し
ま
っ
た
『
種
子
法
廃

止
』
」
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

講�

師
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
久ひ

さ

田だ

徳と
く

二じ

さ
ん
（
北
海
道
大
学
客
員
教
授
、

北
海
道
た
ね
の
会
代
表
）

参
加
料
　
300
円
（
資
料
代
）

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
・
登
別
・
伊
達

三
市
合
同
実
行
委
員
会
事
務
局
・

越こ
し

田だ

さ
ん
（
☎
�
０
６
７
８
）

日
時
　
12
月
９
日
㈰
10
時
～
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

対�

象
　
小
学
生
以
上
（
小
学
４
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

内�

容
　
ス
ゲ
を
使
っ
た
本
格
的
な
し

め
飾
り
作
り

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参�

加
料
　
し
め
飾
り
１
つ
に
つ
き
300

円
（
１
家
族
２
つ
ま
で
）

申�

し
込
み
　
11
月
16
日
㈮
か
ら
30
日

㈮
ま
で
に
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

日
時
　
11
月
29
日
㈭
10
時
～
12
時

場
所
　
市
民
会
館
視
聴
覚
室

内
容
　
声
を
出
し
て
楽
し
く
朗
読

持
ち
物
　
筆
記
用
具

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
11
月
22

日
㈭
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
０
８
０
）

日
時
　
12
月
16
日
㈰
10
時
～
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

対�

象
　
小
学
生
以
上
（
小
学
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

内
容
　
餅
つ
き
、
ふ
る
さ
と
か
る
た

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
200
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン

申�

し
込
み
　
11
月
30
日
㈮
か
ら
12
月

８
日
㈯
ま
で
に
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

第
18
回
男
女
平
等
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８

し
め
飾
り
作
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

朗
読
講
習
会

～
登
別
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
～

お
餅
つ
き
と
郷
土
カ
ル
タ
と
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

東京２０２０オリンピック・パラリンピック
登別市ホストタウンプログラム

第14回『障害者週間』記念事業

問い合わせ　登別市障害者福祉関係団体連絡協議会事務局・吉
よし

野
の

さん（☎�００８３・思�００８３）

当日は、『みんなのメダルプロジェクト』の
取り組みとして、携帯電話などの回収ボック
スを設置します（詳しくは24ページ）。

▶日時　12月２日㈰13時1０分
▶場所　市民会館２階中ホール

（あいおいニッセイ同和損害保険㈱）

※�当日は、鷲別小学校体育館で、登別市サッ
カー協会に加盟している少年サッカーチー
ムの小学３・４年生との体験交流会も実施
します。

　1989年、福岡県生まれ。29歳。小学３年生
からサッカーを始める。生まれつき聴覚のな
い混合性難聴。デフサッカー日本代表。
※�『デフ』は英語で『聞こえない人・聞こえ
にくい人』の意味で、デフサッカーは聴覚
障がいをもつ人を対象としたサッカーです。

夢を
あきらめない
ことの大切さ

松
まつ

元
もと

 卓
たく

巳
み

さん講師

講演会

12月２日㈰12時3０分～16時（12時
開場）

日時

市民会館 ２階中ホール場所

12時3０分　式典
12時45分　�オープニング（湯

ゆ

乃
の

華
か

太鼓、
北海道登別明日中等教育学
校合唱部）

13時1０分　�講演会　夢をあきらめない
ことの大切さ

14時1０分　�福祉出前講座体験発表（幌
別西小学校５年生）

14時3０分　ふれあいカラオケ交流会
15時3０分　�日向ひょっとこ踊り登別愛

好会
※�このほか、作品展示、授産品販売、
無料喫茶コーナー、障がい福祉など
についての無料相談コーナーもあり
ます。

内容
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のぼりん文化講座

申し込みは開催日の３日前までです。

大正琴教室
（岡

お か

田
だ

　陽
よ う

子
こ

講師）
日�時　11月12日㈪
1０時～12時

対�象　18歳以上の
方

内�容　鍵盤を使っ
て奏でる『大正
琴』の演奏を体
験します

定員　５人（申し込み順）

パステル画教室
（武

た け

田
だ

　秀
ひ で

章
あ き

講師）
日時　11月16日㈮1０時～12時
対象　18歳以上の方
内容　パステル画の基本や基礎を学びます
定員　1０人（申し込み順）
参加料　1,０００円（材料費）
持ち物　手拭き、エプロン、新聞紙
※�初回の方は、講師がパステルと画用紙を用意し
ます。

江
え

差
さ し

追
お い

分
わ け

道場
（石

い し

橋
ば し

　涛
と う

栄
え い

講師）
日時　11月24日㈯14時～16時
対象　18歳以上の方
内�容　江差追分の唄い方を指導します（はじめて
の方でも参加できます）

定員　2０人（申し込み順）

囲碁教室
（保

ほ

沢
ざ わ

　宏
ひろし

講師）
日時　11月24日㈯1０時～12時
対象　小学生以上
内�容　囲碁のルールや打ち方について、対局指導
を通じて学びます

定員　2０人（申し込み順）

申し込み・問い合わせ　☎�６８６６

市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ
　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。

子ども将棋教室
（佐

さ

藤
と う

　和
か ず

義
よ し

講師）
日時　11月25日㈰1０時～12時
内�容　対局を通して将棋を楽しみます（はじめて
の方でも参加できます）

定員　1０人（申し込み順）
※小学生以下は保護者同伴です。

のぼりん展示コーナー

シニアカメラ同好会 写真展
（シニアカメラ同好会主催）
展示期間　11月８日㈭1０時～14日㈬21時
内容　風景、植物などの写真を展示します
問い合わせ　同会・今

こん

野
の

さん
� （☎０9０－13００－2193）

第54回文化祭書道展
（登別書道連盟主催）
展示期間　11月17日㈯13時～25日㈰18時
内容　書道作品（約3０～4０点）を展示します
問い合わせ　同連盟・吉

よし

野
の

さん
� （☎０8０－1882－813０）

秋の写真展
（ヨンハンクラブ主催）
展示期間　11月27日㈫９時～3０日㈮16時
内容　風景、人物などの写真を展示します
問い合わせ　同クラブ・竹

たけ

原
はら

さん
� （☎０9０－3392－18０8）

サロンイベント

琴とお三味線の体験
（鈴

り ん

の会主催）
日時　11月25日㈰13時～15時
内�容　子どもも大人も琴と三味線の演奏を体験す
ることができます

定員　５人（申し込み順）
申し込み　11月24日㈯までに同会・山

やま

口
ぐち

さん
� （☎�３４５９）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



チャレンジ　Ｔ
ザ

ＨＥ　クライミング
～たまにはアウトドアライフ～
　リニューアルしたクライミングボードでクライ
ミングを楽しみます。
日�時　11月９日㈮1０時～14時
対象　18歳以上の方
定�員　1０人（申し込み順）
参加料　8００円
持�ち物　動きやすい服装と靴、飲み物、昼食、雨
具、防寒着など
申し込み　11月８日㈭までにふぉれすと鉱山

この木、なんの木、あの木を探せ
　秋の森を歩きながら樹木を観察し、たき火を楽
しみます。
日時　11月11日㈰1０時～12時
対象　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
定員　15人（申し込み順）
参加料　2００円
持�ち物　野外で活動できる服装と靴、帽子、軍手、
飲み物、昼食、雨具、防寒着など
申し込み　11月８日㈭までにふぉれすと鉱山

脱
だっ

穀
こく

・しめ縄づくり体験
　昔ながらの脱穀機を使い、乾燥させておいた稲
を脱穀します。
　また、稲わらを使ってしめ縄づくりも楽しみま
す。
日�時　11月17日㈯13時～15時
対�象　どなたでも（小学４年生以下は保護者同伴）
定員　3０人
参加料　2００円
持�ち物　野外で活動でき
る服装と靴、軍手、防
寒着
申�し込み　11月16日㈮ま
でにふぉれすと鉱山

ふるさと里山
～つる伐

き

り～
　つる伐りをして里山のお手入れをし、たき火で
おやつを楽しみます。
日時　11月24日㈯1０時～12時
対象　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
定員　3０人（申し込み順）
参加料　2００円
持�ち物　野外で活動できる服装と靴、軍手、防寒
着

申し込み　11月23日㈮までにふぉれすと鉱山

利用者懇談会
　お茶を飲みながら、ふぉれすと鉱山がもっとよ
くなるように、利用者の皆さんから広く声をいた
だく会です。
日�時　11月25
日㈰1０時～
12時

対�象　18歳以
上の方

申�し込み　11
月24日㈯ま
でにふぉれ
すと鉱山

自然体験活動指導者（Ｎ
ニ ー ル

ＥＡＬリーダー）
養成講座
　自然体験活動の指導者になるための勉強会です。
日�時　11月3０日㈮18時3０分～2０時3０分、12月１日
㈯・２日㈰９時～18時

対象　高校生以上
定員　1０人（申し込み順）
持�ち物　野外で活動できる服装と靴、帽子、軍手、
飲み物、昼食、雨具、防寒着など

※参加料など、詳しくは問い合わせください。
申し込み　11月28日㈬までにふぉれすと鉱山

ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎� 2 5 6 9

　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。
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若いチカラが登別の未来を創る

申し込み・問い合わせ
登別消費者協会（☎�8307）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

こどものほん

今月の新着図書
市立図書館
☎�４３２４

※�市立図書館では、毎月購入している本の一覧を差
し上げています。ご利用ください。

※�申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間
は６カ月です。継続希望の場合は、再度申し込みく
ださい。

▶登録できないもの
　�衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、
自動車、バイク、船、傷みの激しいものやあっせん
品としてふさわしくないもの

ゆずります（無料）
●日本人形（55㌢㍍・３体）●餅つき器（味噌羽根付一
升用）●電子オルガン●スキー用具一式（靴27.5㌢㍍、
スキー2００㌢㍍、ストック）●梅酒用ビン（大・中・小）
●パラソル（布製２㍍・緑）●ひな飾り（七段飾り）●
パークゴルフクラブ●ＬＰレコードプレーヤー●ＣＤ
（クラシック・18曲入り６枚）

ゆずってください（無料に限ります）
●電子ピアノ●ラジオカセット●餅つき器（味噌羽根付
一升用）●アウトドア用椅子・ベンチ●ベビー用ベッド
●ベビー用ハイローチェア●ベビー用歩行器●抱っこひ
も●シュレッダー（Ａ４電動式）●油絵用セット一式●
冷蔵庫（3００㍑～5００㍑）●洗濯機（５㌔～７㌔用）●三
味線（バチ付き）●地球儀●洋裁セット（小学生男子用）
●新生児用チャイルドシート●電気ポット●大人用自転
車●黒板（9０㌢㍍×12０㌢㍍）

史上最悪の破局を迎えた13の恋の物語
ジェニファー・ライト�著

　ヘンリー八世とアン・ブーリン、
オスカー・ワイルドとアルフレッド・
ダグラス卿

きょう

など、歴史に名を残すカ
ップルたちの別れにまつわる13の逸
話。悲しみ、愚かさ、惨

みじ

めさに突き
動かされた人々の数奇な運命を描く。

◇凍てつく太陽� 葉
は

真
ま

中
なか

　顕
あき

�著
◇ボーダレス� 誉

ほん

田
だ

　哲
てつ

也
や

�著
◇静かに、ねぇ、静かに� 本

もと

谷
や

有
ゆ

希
き

子
こ

�著

あめだま

　ドンドンが駄
だ

菓
が

子
し

屋
や

で手
て

に入れた
あめだまを口

くち

にいれると、突
とつ

然
ぜん

まわ
りの声

こえ

が聞
き

こえはじめてきました。
年
とし

老
お

いた犬
いぬ

や死
し

んだおばあちゃんの
心
こころ

の声
こえ

も聞
き

こえます。でも、最
さい

後
ご

の
透
とう

明
めい

なあめだまは…？

ペク　ヒナ�作
さく

◇ぴちぱちさくさく� 若
わか

菜
な

ひとし・きよこ�作
さく

◇どうぶつのかおならべてみた！� 高
たか

岡
おか

　昌
まさ

江
え

�文
ぶん

◇佐
さ

藤
とう

初
はつ

女
め

物
もの

語
がたり

� あんずゆき�著
ちょ

不用品 市ダイヤル

２
０
１
９
年
度
入
校
生
の
願
書
受

付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　

・
11
月
10
日
㈯
11
時
～
14
時
30
分

・
11
月
18
日
㈰
10
時
～
14
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

�

（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

９
月
23
日
㈰
に
稚
内
市
の
会
場
で

行
わ
れ
た
『
Ｅ
Ｔ
ロ
ボ
コ
ン
』
の
北

海
道
地
区
大
会
に
、
日
本
工
学
院
北

海
道
専
門
学
校
の
情
報
処
理
科
か
ら

３
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
３
ク
ラ
ス
中

２
ク
ラ
ス
で
、
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。Ｅ

Ｔ
ロ
ボ
コ
ン
と
は
、
モ
ー
タ
ー

や
セ
ン
サ
ー
な
ど
が
組
み
込
ま
れ
た

ロ
ボ
ッ
ト
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ

り
自
律
走
行
さ
せ
、
設
計
の
評
価
や

指
定
コ
ー
ス
の
タ
イ
ム
・
難
所
ク
リ

ア
に
よ
る
得
点
を
競
う
ロ
ボ
ッ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
で
す
。

専
門
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
多
く

の
大
学
や
企
業
の
チ
ー
ム
が
参
加
す

る
中
、
当
校
の
情
報
処
理
科
の
チ
ー

ム
が
北
海
道
代
表
と
し
て
全
国
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

全
国
大
会
は
、
11
月
14
日
㈬
に
横

浜
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｅ
Ｔ
ロ
ボ
コ
ン
２
０
１
８

北
海
道
地
区
大
会

～
情
報
処
理
科
が
２
ク
ラ
ス
で
優
勝
～

11
月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
＋
体
験
入
学

▲�２クラスで優勝を果たした情報処理科
の学生たち

▲�ロボットの操縦について確かめる情報
処理科の学生
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登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

☎� １ ０ ７ ９ 　思� ７ ６ ７ ４
地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

盛
り
上
が
っ
た
親
睦
会

市
民
憲
章
の
推
進
に
貢
献

非
常
用
発
電
機
で

充
電
サ
ー
ビ
ス

地
域
の
つ
な
が
り
が

心
の
よ
り
ど
こ
ろ

　
来
福
町
内
会
は
、
９
月
16
日
㈰
に

カ
ル
ル
ス
温
泉
で
、
敬
老
会
を
兼
ね

た
親
睦
会
を
行
い
、
約
30
人
の
方
が

お
い
し
い
食
事
と
温
泉
の
湯
を
楽
し

み
な
が
ら
、
明
日
へ
の
英
気
を
養
い

ま
し
た
。

　
余
興
の
カ
ラ
オ
ケ
や
抽
選
会
で
盛

り
上
が
っ
た
後
は
、
日
向
ひ
ょ
っ
と

こ
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
拍
手
と
歓
声

で
、
賑
や
か
な
長
寿
を
祝
う
交
流
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
市
連
合
町
内
会
は
、
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
『
花
い
っ
ぱ
い
活
動
』
や

各
種
行
事
で
行
っ
て
い
る
『
市
民
憲

章
唱
和
』
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
、

９
月
22
日
㈯
に
開
催
さ
れ
た
『
登
別

市
民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念
式
典
』

に
お
い
て
、
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
後
も
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
町
内
会
活
動
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
川
町
内
会
は
、
９
月
６
日
㈭
に

発
生
し
た
『
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
』

の
影
響
で
停
電
が
続
く
中
、
高
齢
者

の
安
否
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
携
帯

電
話
な
ど
の
充
電
が
で
き
ず
に
困
っ

て
い
た
状
況
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
た
め
、
新
川
町
の
広
場
で
非
常
用

発
電
機
を
稼
働
し
、
充
電
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
ま
し
た
。

　
若
草
町
内
会
は
、
『
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
』
に
よ
る
停
電
が
、
長
引

く
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
９

月
７
日
㈮
の
早
朝
に
、
老
人
憩
の
家

『
優
和
園
』
を
開
館
し
、
非
常
用
発

電
機
を
活
用
し
た
携
帯
電
話
な
ど
の

充
電
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
ほ
か
、
照

明
と
テ
レ
ビ
の
あ
る
室
内
で
、
顔
の

知
れ
た
人
た
ち
と
の
ひ
と
と
き
の
安

ら
ぎ
を
提
供
し
ま
し
た
。

来
福
町
内
会

�

会
長
　
関せ

き

　
　
順じ

ゅ
ん

一い
ち

　
　

市
連
合
町
内
会

�

会
長
　
中な

か

川が
わ

　
信し

ん

市い
ち

　
　

新
川
町
内
会

�

会
長
　
由ゆ

井い

　
武た

け

彦ひ
こ

　
　

若
草
町
内
会

�

会
長
　
伊い

藤と
う

　
秀ひ

で

男お
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開
か

れた
議会を目指し
て

94号
発行・登別市議会／編集・議会だより編集委員会／発行日・ 2018.11.1

市議会ホームページで、議会の活動や各種
情報をご覧いただけます登別市議会 で または検索

　本
委
員
会
は
、
活
動
計
画
に
お
け
る
調
査
・

研
究
事
項
に
関
し
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　多
賀
城
市
は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
町
内

会
防
災
組
織
率
や
、
避
難
訓
練
の
参
加
人
数
の

伸
び
な
ど
防
災
・
減
災
対
策
の
充
実
が
図
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　秩
父
市
の
行
財
政
改
革
で
は
、
固
定
資
産
台

帳
を
活
用
し
た
Ｆ
Ｍ
に
お
け
る
公
会
計
制
度
推

進
の
た
め
の
職
員
の
専
門
職
化
、
庁
内
連
携
の

重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　鶴
ヶ
島
市
で
は
教
育
行
政
に
お
け
る
図
書
館

の
あ
り
方
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
民
間
が
行
う
ま

ち
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
を
視
察

し
、
地
域
の

居
場
所
、
人

と
人
の
つ
な

が
り
づ
く
り

の
活
動
を
学

び
ま
し
た
。

�

（
二
瓶
）

消防本庁舎建設場所案を示す！

市役所庁舎はどうなるのか？

※ＦＭ…ファシリティ・マネジメントの略。効率的な活動のために行う、建築物の設備・人員組織などについての総合的な管理のこと。

※

本
市
の
消
防
体
制
は
い
か
に

先
進
自
治
体
か
ら
政
策
学
ぶ

総
務
・
教
育
委
員
会

　本
委
員
会
で
は
「
市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替

え
」
を
重
点
活
動
テ
ー
マ
と
位
置
付
け
、
行
政

の
取
り
組
み
を
注
視
し
て
い
ま
す
。
本
年
３
月

に
「
登
別
市
本
庁
舎
建
設
基
本
構
想
（
案
）
」

が
示
さ
れ
、
国
の
有
利
な
起
債
「
市
町
村
役
場

機
能
緊
急
保
全
事
業
」
を
活
用
し
た
建
設
は
不

可
能
で
あ
り
、
庁
舎
建
設
事
業
費
の
確
定
や
、

消
防
本
署
の
移
転
方
針
を
定
め
た
う
え
で
再
度

検
討
す
る
方
針
を
受
け
、
直
近
の
課
題
と
し
て
、

市
の
消
防
体
制
や
他
の
公
共
施
設
に
注
視
し
て

取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　８
月
30
日
の
所
管
事
務
調
査
で
は
「
幌
別
地

区
と
鷲
別
地
区
の
消
防
体
制
に
つ
い
て
（
案
）
」

の
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
現
消
防
本
署
は

築
56
年
が
経
過
し
、
建
て
替
え
の
必
要
が
あ
り
、

消
防
本
署
と
鷲
別
支
署
の
統
合
方
針
と
し
て
、

そ
の
両
地
区
の

ほ
ぼ
中
央
に
統

合
消
防
本
署
建

設
案
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　条
件
と
し
て

は
幌
別
・
鷲
別

地
区
全
域
で
救

急
車
が
現
場
に

到
着
す
る
ま
で

の
時
間
を
７
分

以
内
、
水
害
・

委 員 会 だ よ り

地
震
・
津
波
被
害
を
受
け
に
く
い
高
台
の
安
全

な
場
所
と
し
、
今
後
、
議
会
や
市
民
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
決
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　第
３
回
定
例
会
で
は
、
消
防
の
登
別
支
署
と

登
別
温
泉
支
署
を
統
合
す
る
東
支
署
新
庁
舎
建

設
工
事
の
工
事
請
負
契
約
、
４
億
８
千
400
万
円

の
審
査
を
行
い
、
完
成
工
期
を
前
倒
し
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
の
か
な
ど
の
質
疑
・
答
弁
後
、

原
案
可
決
し
ま
し
た
。

▲消防本署建設候補地周辺地図
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　本
委
員
会
で
は
、
政
策
提
言
に
向
け
て
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　石
巻
市
で
は
、
医
療
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
病
院
の
再
建

を
復
興
の
中
で
中
核
と
な
る
も
の
と
位
置
づ
け
、
行
政
の
縦

割
り
業
務
排
除
の
た
め
担
当
部
局
を
つ
く
ら
ず
、
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　大
崎
市
で
は
、
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・
薬
剤
師
会
・
県

理
学
療
法
士
会
・
作
業
療
法
士
会
・
言
語
聴
覚
士
会
な
ど
13

の
団
体
で
連
携
体
制
を
築
い
た
シ
ス
テ
ム
で
し
た
。

　釜
石
市
で
は
、
市
内
８
箇
所
に
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
を
配

置
し
、
地
域
と
行
政
が
顔
の
見
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
在
宅
医
療
連
携
拠
点
「
チ
ー
ム
か

ま
い
し
」
の
特
徴
は
、
医
師
会
と
の
連
携
に
よ
る
連
携
拠
点

の
設
置
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

よ
る
事
業
推
進
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
、
医
療
知
識
の
担

保
、
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
育
成
と
サ
ポ
ー
ト
な

ど
、
明
確
な
体
制
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

�

（
村
井
）

　７
月
27
日
、
登
別
市
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
モ
モ
ン
ガ
く
ら

ぶ
と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　ス
タ
ッ
フ
の
案
内
に
よ
る
幌
別
川
支
流
の
遡そ

行こ
う

体
験
を
委

員
全
員
で
体
験
し
、

こ
れ
か
ら
注
目
を
集

め
る
で
あ
ろ
う
観
光

メ
ニ
ュ
ー
を
確
認
し

ま
し
た
。

　そ
の
後
、
全
市
観

光
を
軸
と
し
た
意
見

交
換
を
行
い
、
双
方

と
も
活
発
な
議
論
を

展
開
し
ま
し
た
。

�

（
若
木
）

※ ３常任委員会…総務・教育、生活・福祉、観光・経済の各常任委員会のこと

住
民
票
な
ど
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で

�

支
所
廃
止

水
道
料
金
改
定
条
例
を
審
査

議
員
定
数
を
削
減
し
た
検
証
結
果
は

生
活
・
福
祉
委
員
会

観
光
・
経
済
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　８
月
30
日
の
所
管
事
務
調
査
で
、
住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
導
入
お
よ
び
鷲
別
支
所
若
草
分
室
・
登
別

温
泉
支
所
の
廃
止
方
針
（
案
）
に
つ
い
て
、
維
持
経
費
や
利

用
に
必
要
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
な
ど
を
質

疑
し
、
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

　第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
、
水

道
料
金
の
料
金
改
定
に
伴
う
登
別
市
水
道
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
、
委
員
会
と
し
て
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　主
な
質
疑
は
、
生
活
弱
者
へ
の
影
響
に
対
す
る
対
応
の
考

え
、
他
都
市
の
救
済
措
置
状
況
、
４
年
後
の
料
金
改
定
の
考

え
、
未
収
金
回
収
の
対
応
、
水
道
事
業
経
営
戦
略
の
考
え
、

他
都
市
は
基
本
料
金
８
㎥
が
多
い
が
本
市
は
5
㎥
と
し
て
い

る
理
由
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　本
議
案
は
委
員
間
討
議
を
行
っ
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
、
付
帯
意
見
を
付
す
る
こ
と
を
全
会
一
致
で
決
定
し
ま

し
た
。
（
付
帯
意
見
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　議
員
定
数
削
減
後
３
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
前
回
の
選
挙

で
21
人
か
ら
19
人
に
な
り
、
定
数
を
削
減
し
た
結
果
の
検
証

を
行
い
、
各
会
派
の
検
証
報
告
に
つ
い
て
議
論
し
、
取
り
ま

と
め
た
結
果
を
議
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

　検
証
・
検
討
し
た
内
容
と
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　議
員
定
数
が
19
人
と
な
っ
て
か
ら
の
３
常
任
委
員
会
の
構

成
委
員
数
は
、
各
６
人
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
ま
で
の
状
況

お
よ
び
１
人
の
欠
員
が
生
じ
て
い
る
現
状
を
勘
案
す
る
と
、

多
角
的
で
活
発
な
議
論
を
行
う
た
め
に
必
要
と
な
る
各
委
員

会
の
構
成
委
員
数
は
、
最
低
で
も
６
人
は
必
要
と
の
意
見
集

約
が
な
さ
れ
、
議
員
定
数
に
つ
い
て
も
現
状
の
19
人
を
維
持

す
る
の
が
適
正
で
あ
り
、
現
時
点
で
の
改
正
は
必
要
な
い
と

の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
若
年
層
な
ど
幅
広
い
世
代
か
ら

の
な
り
手
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
報
酬
額
を
引
き
上
げ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
と
市
民
生
活
の
状

況
を
考
慮
し
た
場
合
、
定
数
削
減
と
の
組
み
合
わ
せ
で
な
け

れ
ば
報
酬
の
見
直
し
は
困
難
で
あ
る
な
ど
の
意
見
が
示
さ
れ

現
状
維
持
と
の
結
果
に
至
り
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
後
に
お

い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
市
民

が
立
候
補
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
、

国
に
お
け
る
議
員
年
金
制
度
な
ど

の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
さ
ら

に
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

�

（
工
藤
）

▲幌別川支流の遡行体験を満喫した委員

▲ ８月22日実施
　議会基本条例勉強会の様子

全
市
観
光
メ
ニ
ュ
ー
を
自
ら
体
験

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
学
ぶ

※
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向
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築
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。
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携
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医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・
薬
剤
師
会
・
県

理
学
療
法
士
会
・
作
業
療
法
士
会
・
言
語
聴
覚
士
会
な
ど
13

の
団
体
で
連
携
体
制
を
築
い
た
シ
ス
テ
ム
で
し
た
。

　釜
石
市
で
は
、
市
内
８
箇
所
に
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
を
配

置
し
、
地
域
と
行
政
が
顔
の
見
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
在
宅
医
療
連
携
拠
点
「
チ
ー
ム
か

ま
い
し
」
の
特
徴
は
、
医
師
会
と
の
連
携
に
よ
る
連
携
拠
点

の
設
置
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

よ
る
事
業
推
進
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
、
医
療
知
識
の
担

保
、
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
育
成
と
サ
ポ
ー
ト
な

ど
、
明
確
な
体
制
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

�

（
村
井
）

　７
月
27
日
、
登
別
市
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
モ
モ
ン
ガ
く
ら

ぶ
と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　ス
タ
ッ
フ
の
案
内
に
よ
る
幌
別
川
支
流
の
遡そ

行こ
う

体
験
を
委

員
全
員
で
体
験
し
、

こ
れ
か
ら
注
目
を
集

め
る
で
あ
ろ
う
観
光

メ
ニ
ュ
ー
を
確
認
し

ま
し
た
。

　そ
の
後
、
全
市
観

光
を
軸
と
し
た
意
見

交
換
を
行
い
、
双
方

と
も
活
発
な
議
論
を

展
開
し
ま
し
た
。

�

（
若
木
）

※ ３常任委員会…総務・教育、生活・福祉、観光・経済の各常任委員会のこと

住
民
票
な
ど
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で

�

支
所
廃
止

水
道
料
金
改
定
条
例
を
審
査

議
員
定
数
を
削
減
し
た
検
証
結
果
は

生
活
・
福
祉
委
員
会

観
光
・
経
済
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　８
月
30
日
の
所
管
事
務
調
査
で
、
住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
導
入
お
よ
び
鷲
別
支
所
若
草
分
室
・
登
別

温
泉
支
所
の
廃
止
方
針
（
案
）
に
つ
い
て
、
維
持
経
費
や
利

用
に
必
要
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
な
ど
を
質

疑
し
、
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

　第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
、
水

道
料
金
の
料
金
改
定
に
伴
う
登
別
市
水
道
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
、
委
員
会
と
し
て
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　主
な
質
疑
は
、
生
活
弱
者
へ
の
影
響
に
対
す
る
対
応
の
考

え
、
他
都
市
の
救
済
措
置
状
況
、
４
年
後
の
料
金
改
定
の
考

え
、
未
収
金
回
収
の
対
応
、
水
道
事
業
経
営
戦
略
の
考
え
、

他
都
市
は
基
本
料
金
８
㎥
が
多
い
が
本
市
は
5
㎥
と
し
て
い

る
理
由
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　本
議
案
は
委
員
間
討
議
を
行
っ
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
、
付
帯
意
見
を
付
す
る
こ
と
を
全
会
一
致
で
決
定
し
ま

し
た
。
（
付
帯
意
見
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　議
員
定
数
削
減
後
３
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
前
回
の
選
挙

で
21
人
か
ら
19
人
に
な
り
、
定
数
を
削
減
し
た
結
果
の
検
証

を
行
い
、
各
会
派
の
検
証
報
告
に
つ
い
て
議
論
し
、
取
り
ま

と
め
た
結
果
を
議
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

　検
証
・
検
討
し
た
内
容
と
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　議
員
定
数
が
19
人
と
な
っ
て
か
ら
の
３
常
任
委
員
会
の
構

成
委
員
数
は
、
各
６
人
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
ま
で
の
状
況

お
よ
び
１
人
の
欠
員
が
生
じ
て
い
る
現
状
を
勘
案
す
る
と
、

多
角
的
で
活
発
な
議
論
を
行
う
た
め
に
必
要
と
な
る
各
委
員

会
の
構
成
委
員
数
は
、
最
低
で
も
６
人
は
必
要
と
の
意
見
集

約
が
な
さ
れ
、
議
員
定
数
に
つ
い
て
も
現
状
の
19
人
を
維
持

す
る
の
が
適
正
で
あ
り
、
現
時
点
で
の
改
正
は
必
要
な
い
と

の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
若
年
層
な
ど
幅
広
い
世
代
か
ら

の
な
り
手
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
報
酬
額
を
引
き
上
げ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
と
市
民
生
活
の
状

況
を
考
慮
し
た
場
合
、
定
数
削
減
と
の
組
み
合
わ
せ
で
な
け

れ
ば
報
酬
の
見
直
し
は
困
難
で
あ
る
な
ど
の
意
見
が
示
さ
れ

現
状
維
持
と
の
結
果
に
至
り
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
後
に
お

い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
市
民

が
立
候
補
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
、

国
に
お
け
る
議
員
年
金
制
度
な
ど

の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
さ
ら

に
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

�

（
工
藤
）

▲幌別川支流の遡行体験を満喫した委員

▲ ８月22日実施
　議会基本条例勉強会の様子

全
市
観
光
メ
ニ
ュ
ー
を
自
ら
体
験

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
学
ぶ

※
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そのほかの質問：豪雨災害に対する防災活動について

一 般 質 問
議 員 1 1 名 が
市 政 を 問 う

平成30年第３回定例会

村

井

寿

行

若

木

康

夫

辻

　
弘

之

防
災
対
策
の
現
状
を
た
だ
す

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
周
辺
の

�

市
道
整
備
状
況
は

登
別
駅
前
広
場
の

�

整
備
に
む
け
て

質
　市
内
に
お
け
る
河

川
の
維
持
管
理
の
状
況

は
。

答
　市
が
管
理
す
る
河

川
に
つ
い
て
は
、
堆
積

土
砂
な
ど
の
状
況
を
踏
ま
え
、
優
先
順
位
を

決
め
、
堆
積
土
砂
の
除
去
や
樹
木
の
伐
採
を

進
め
て
い
る
。
北
海
道
管
理
の
２
級
河
川
に

つ
い
て
は
、
河
道
内
の
土
砂
の
異
常
堆
積
や
、

樹
木
の
繁は

ん

茂も

に
よ
り
流
下
能
力
を
阻
害
し
て

い
る
場
所
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
自
然
環
境

に
配
慮
し
な
が
ら
、
土
砂
の
除
去
や
樹
木
の

　近
年
、
札
内
地
区
を

中
心
に
ヒ
グ
マ
の
出
没

が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
に
対
す
る

市
民
へ
の
情
報
提
供
の

あ
り
方
を
質
問
し
ま
し
た
。

　本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
市
民
の
安
全

確
保
の
観
点
か
ら
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
に
関

す
る
専
用
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
の
提

言
を
し
ま
し
た
。

　次
に
、
平
成
32
年
に
開
院
予
定
の
Ｊ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
登
別
病
院
周
辺
に
お
け
る
市
道
整
備
状
況

　地
元
商
店
会
な
ど
で

取
り
ま
と
め
た
「
登
別

地
区
ま
ち
づ
く
り
構
想
」

の
提
言
か
ら
始
ま
り
、

商
工
会
議
所
、
国
際
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
な
ど
多
機
関
の
協

力
に
よ
り
、
観
光
客
と
地
域
住
民
に
と
っ
て
、

魅
力
的
な
登
別
駅
前
地
域
づ
く
り
に
向
け
た

具
体
的
な
協
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　ま
ず
は
、
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
登
別
駅
前
広
場
に
つ
い
て
、
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
利
用
の
不
便
さ
や
、
狭
く
危
険
な
状

伐
採
を
実
施
し
て
い
る
。

質
　幌
別
ダ
ム
か
ら
の
近
隣
住
民
に
対
す
る

情
報
提
供
の
必
要
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
　北
海
道
企
業
局
か
ら
、
放
流
を
開
始
し

た
と
き
や
放
流
量
が
毎
秒
100
㌧
、
200
㌧
、
300

㌧
に
達
し
た
と
き
に
、
サ
イ
レ
ン
や
ス
ピ
ー

カ
ー
、
警
報
車
な
ど
に
よ
り
、
川
の
そ
ば
に

い
る
人
に
対
し
て
、
川
か
ら
離
れ
る
よ
う
周

知
し
て
い
る
。

質
　各
種
災
害
に
対
す
る
避
難
訓
練
に
お
け

る
地
域
と
の
連
絡
体
制
は
。

答
　積
極
的
に
地
域
の
防
災
訓
練
の
実
施
を

働
き
か
け
、
可
能
な
限
り
市
も
参
加
し
て
い

る
。
今
後
も
自
主
防
災
組
織
防
災
研
修
会
に

お
い
て
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
未
実
施
の

町
内
会
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　主
に
２
方
向
か
ら
病
院
に
向
か
う
ル
ー
ト

が
あ
り
、
道
道
２
号
線
か
ら
病
院
を
結
ぶ
市

道
45
号
線
は
現
在
、
道
路
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
も
う
一
方
の
、
白
老
町
か
ら
の

通
院
や
、
救
急
車
の
主
要
路
と
な
る
国
道
36

号
線
か
ら
病
院
に
至
る
市
道
登
別
環
状
線
は
、

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
側
か
ら
整
備
の
要
望
が
あ
る
も
の

の
、
市
で
は
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
早

期
整
備
の
必
要
性
と
本
市
の
厳
し
い
財
政
状

況
を
か
ん
が
み
、
環
状
線
の
工
事
費
用
の
負

担
に
関
し
て
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
と
交
渉
を
進
め
る
こ

と
を
提
案
し
ま
し
た
。

態
を
解
消
す
べ
く
、
駅
前
広
場
と
隣
接
す
る

市
所
有
地
を
含
め
た
整
備
に
つ
い
て
、
道
・

Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
す
。

　ま
た
、
広
域
周
遊
観
光
の
形
成
に
お
い
て

重
要
な
駅
の
整
備
に
な
る
こ
と
か
ら
、
道
の

財
政
負
担
に
よ
る
都
市
計
画
事
業
を
目
指
し

て
、
市
は
駅
前
地
域
に
お
け
る
都
市
計
画
の

変
更
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
広
場
と
隣
接
す
る

形
で
登
別
駅
前
の
市
所
有
地
を
活
用
し
た
、

「
観
光
受
入
拠
点
施
設
」
の
整
備
が
重
要
と

の
考
え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
借
地
権
を

設
定
し
て
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
整
備
を
促

す
な
ど
、
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金

を
活
用
し
て
実
現
で
き
な
い
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま
す
。
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一 般 質 問

そのほかの質問：外国人観光客が安心して訪れることができる体制づくりについて

そのほかの質問：小中学校における食育について

小

栗

義

朗

戸

井

　
肇

宮

武

祥

子

工
　藤
　倶
二
雄

奨
学
金
返
還
に
対
す
る
支
援
は

登
別
青
嶺
高
校
の

�

適
正
な
学
級
数
維
持
を

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
を

老
朽
危
険
家
屋
や
空
家
の

�

抑
制
策
は

質
　若
者
の
市
内
へ
の

就
職
や
定
住
を
進
め
る

た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、
大
卒
者
な
ど
の
奨

学
金
返
還
に
対
す
る
支

援
の
考
え
は
。

答
　奨
学
金
の
返
済
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

市
内
企
業
へ
の
就
職
や
定
住
が
期
待
で
き
る

が
、
希
望
す
る
業
種
・
職
種
が
市
内
の
求
人

に
な
い
場
合
や
就
職
先
が
限
定
さ
れ
る
な
ど
、

職
業
選
択
が
狭
き
も
の
に
な
る
と
い
っ
た
課

題
も
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　北
海
道
教
育
委
員
会

よ
り
平
成
33
年
度
に
登

別
青
嶺
高
校
を
１
学
級

削
減
し
、
各
学
年
３
学

級
と
す
る
案
が
提
示
さ

れ
ま
し
た
。
北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
学
校

の
適
正
規
模
を
４
学
級
以
上
と
し
て
お
り
、

今
回
の
案
で
は
学
校
の
適
正
規
模
を
下
回
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
統
廃
合
の
対
象
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
登
別

市
内
か
ら
普
通
高
校
が
な
く
な
る
恐
れ
も
あ

る
こ
と
か
ら
質
問
し
ま
し
た
。

　市
民
と
行
政
が
と
も

に
「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
る
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ

り
方
」
に
つ
い
て
、
質

問
し
ま
し
た
。

質
　「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の
展
望
は
。

答
　市
民
の
関
心
向
上
・
担
い
手
育
成
な
ど

を
目
的
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
。
ま
た
、
市
民
活
動
拠
点
施
設

の
「
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
に
お
け
る
、
す

質
　空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
施
行
後
、
各
年
度
の

空
家
は
何
件
か
。

答
　平
成
27
年
度
に
263

件
、
平
成
28
年
度
に
302
件
、
平
成
29
年
度
に

330
件
と
な
っ
て
お
り
、
年
々
増
加
す
る
傾
向

に
あ
る
。

質
　空
家
が
増
加
す
る
の
は
確
実
で
あ
り
、

空
家
を
抑
制
す
る
今
後
の
対
策
は
。

答
　市
に
お
い
て
も
、
年
々
空
家
は
増
加
し

て
い
く
の
も
と
考
え
て
い
る
。
特
に
、
適
正

質
　国
は
、
総
務
省
と
文
部
科
学
省
が
連
携

し
て
、
地
元
企
業
な
ど
に
就
業
し
た
者
の
奨

学
金
返
還
を
支
援
す
る
た
め
の
基
金
を
造
成

し
、
地
方
公
共
団
体
が
出し

ゅ
つ

捐え
ん

し
た
額
を
特
別

交
付
税
措
置
の
対
象
と
し
て
い
る
が
、
こ
の

こ
と
に
対
す
る
本
市
の
考
え
は
。

答
　本
市
で
は
、
引
き
続
き
地
域
産
業
を
担

う
人
材
の
確
保
に
向
け
、
地
元
開
催
の
企
業

説
明
会
な
ど
を
通
じ
て
、
市
内
へ
の
就
職
を

促
す
ほ
か
、
大
学
な
ど
へ
進
学
し
た
学
生
に

対
し
、
就
職
先
と
し
て
市
内
企
業
に
目
を
向

け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し

て
い
く
が
、
奨
学
金
返
還
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

質
　青
嶺
高
校
の
学
級
削
減
案
に
対
す
る
市

の
考
え
お
よ
び
北
海
道
教
育
委
員
会
へ
の
働

き
か
け
は
。

答
　現
行
の
４
学
級
は
適
正
と
考
え
て
お
り

「
登
別
の
教
育
推
進
に
関
す
る
検
討
会
議
」

の
意
見
を
受
け
、
地
元
選
出
道
議
会
議
員
支

援
の
も
と
、
５
月
と
６
月
の
２
回
、
市
長
な

ら
び
に
教
育
長
が
、
北
海
道
教
育
委
員
会
教

育
長
に
現
状
維
持
を
要
請
し
た
。

質
　青
嶺
高
校
が
な
く
な
る
と
の
危
機
感
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

答
　青
嶺
高
校
は
市
に
と
っ
て
重
要
な
学
校

で
あ
り
、
今
後
も
い
ち
早
く
情
報
を
収
集
し
、

さ
ら
な
る
対
応
を
行
い
た
い
。

そ
野
の
広
が
り
を
も
た
ら
す
活
動
支
援
を
進

め
て
い
く
。

質
　「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
お
け
る
現

状
の
課
題
は
。

答
　市
民
活
動
団
体
会
員
の
減
少
や
、
役
員

の
高
齢
化
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
担
い

手
不
足
が
課
題
で
あ
る
。

　人
口
減
少
や
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
る
中
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、

ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
力
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
多
く
の
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
、
行
政
が
で

き
る
サ
ポ
ー
ト
を
協
議
し
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

に
管
理
さ
れ
な
い
空
家
が
起
こ
す
、
安
全
や

保
安
、
衛
生
上
の
問
題
な
ど
が
増
加
す
る
こ

と
に
よ
り
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。
市

で
は
、
こ
れ
ま
で
も
登
別
市
空
家
等
対
策
計

画
の
3
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
空
家
の

発
生
抑
制
、
適
正
管
理
、
利
活
用
対
策
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
問
題
が
増
加
し
な
い
よ
う
空
家

の
発
生
を
抑
制
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
建
物
が
、
将
来

空
家
に
な
ら
な
い
よ
う
、
所
有
者
へ
意
識
の

醸
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※出捐…金銭や品物を寄付すること

※
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一 般 質 問



そのほかの質問：豪雨災害に対する防災活動について

一 般 質 問
議 員 1 1 名 が
市 政 を 問 う

平成30年第３回定例会

村

井

寿

行

若

木

康

夫

辻

　
弘

之

防
災
対
策
の
現
状
を
た
だ
す

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
周
辺
の

�

市
道
整
備
状
況
は

登
別
駅
前
広
場
の

�

整
備
に
む
け
て

質
　市
内
に
お
け
る
河

川
の
維
持
管
理
の
状
況

は
。

答
　市
が
管
理
す
る
河

川
に
つ
い
て
は
、
堆
積

土
砂
な
ど
の
状
況
を
踏
ま
え
、
優
先
順
位
を

決
め
、
堆
積
土
砂
の
除
去
や
樹
木
の
伐
採
を

進
め
て
い
る
。
北
海
道
管
理
の
２
級
河
川
に

つ
い
て
は
、
河
道
内
の
土
砂
の
異
常
堆
積
や
、

樹
木
の
繁は

ん

茂も

に
よ
り
流
下
能
力
を
阻
害
し
て

い
る
場
所
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
自
然
環
境

に
配
慮
し
な
が
ら
、
土
砂
の
除
去
や
樹
木
の

　近
年
、
札
内
地
区
を

中
心
に
ヒ
グ
マ
の
出
没

が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
に
対
す
る

市
民
へ
の
情
報
提
供
の

あ
り
方
を
質
問
し
ま
し
た
。

　本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
市
民
の
安
全

確
保
の
観
点
か
ら
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
に
関

す
る
専
用
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
の
提

言
を
し
ま
し
た
。

　次
に
、
平
成
32
年
に
開
院
予
定
の
Ｊ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
登
別
病
院
周
辺
に
お
け
る
市
道
整
備
状
況

　地
元
商
店
会
な
ど
で

取
り
ま
と
め
た
「
登
別

地
区
ま
ち
づ
く
り
構
想
」

の
提
言
か
ら
始
ま
り
、

商
工
会
議
所
、
国
際
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
な
ど
多
機
関
の
協

力
に
よ
り
、
観
光
客
と
地
域
住
民
に
と
っ
て
、

魅
力
的
な
登
別
駅
前
地
域
づ
く
り
に
向
け
た

具
体
的
な
協
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　ま
ず
は
、
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
登
別
駅
前
広
場
に
つ
い
て
、
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
利
用
の
不
便
さ
や
、
狭
く
危
険
な
状

伐
採
を
実
施
し
て
い
る
。

質
　幌
別
ダ
ム
か
ら
の
近
隣
住
民
に
対
す
る

情
報
提
供
の
必
要
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
　北
海
道
企
業
局
か
ら
、
放
流
を
開
始
し

た
と
き
や
放
流
量
が
毎
秒
100
㌧
、
200
㌧
、
300

㌧
に
達
し
た
と
き
に
、
サ
イ
レ
ン
や
ス
ピ
ー

カ
ー
、
警
報
車
な
ど
に
よ
り
、
川
の
そ
ば
に

い
る
人
に
対
し
て
、
川
か
ら
離
れ
る
よ
う
周

知
し
て
い
る
。

質
　各
種
災
害
に
対
す
る
避
難
訓
練
に
お
け

る
地
域
と
の
連
絡
体
制
は
。

答
　積
極
的
に
地
域
の
防
災
訓
練
の
実
施
を

働
き
か
け
、
可
能
な
限
り
市
も
参
加
し
て
い

る
。
今
後
も
自
主
防
災
組
織
防
災
研
修
会
に

お
い
て
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
未
実
施
の

町
内
会
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　主
に
２
方
向
か
ら
病
院
に
向
か
う
ル
ー
ト

が
あ
り
、
道
道
２
号
線
か
ら
病
院
を
結
ぶ
市

道
45
号
線
は
現
在
、
道
路
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
も
う
一
方
の
、
白
老
町
か
ら
の

通
院
や
、
救
急
車
の
主
要
路
と
な
る
国
道
36

号
線
か
ら
病
院
に
至
る
市
道
登
別
環
状
線
は
、

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
側
か
ら
整
備
の
要
望
が
あ
る
も
の

の
、
市
で
は
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
早

期
整
備
の
必
要
性
と
本
市
の
厳
し
い
財
政
状

況
を
か
ん
が
み
、
環
状
線
の
工
事
費
用
の
負

担
に
関
し
て
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
と
交
渉
を
進
め
る
こ

と
を
提
案
し
ま
し
た
。

態
を
解
消
す
べ
く
、
駅
前
広
場
と
隣
接
す
る

市
所
有
地
を
含
め
た
整
備
に
つ
い
て
、
道
・

Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
す
。

　ま
た
、
広
域
周
遊
観
光
の
形
成
に
お
い
て

重
要
な
駅
の
整
備
に
な
る
こ
と
か
ら
、
道
の

財
政
負
担
に
よ
る
都
市
計
画
事
業
を
目
指
し

て
、
市
は
駅
前
地
域
に
お
け
る
都
市
計
画
の

変
更
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
広
場
と
隣
接
す
る

形
で
登
別
駅
前
の
市
所
有
地
を
活
用
し
た
、

「
観
光
受
入
拠
点
施
設
」
の
整
備
が
重
要
と

の
考
え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
借
地
権
を

設
定
し
て
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
整
備
を
促

す
な
ど
、
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金

を
活
用
し
て
実
現
で
き
な
い
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま
す
。
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一 般 質 問

そのほかの質問：外国人観光客が安心して訪れることができる体制づくりについて

そのほかの質問：小中学校における食育について

小

栗

義

朗

戸

井

　
肇

宮

武

祥

子

工
　藤
　倶
二
雄

奨
学
金
返
還
に
対
す
る
支
援
は

登
別
青
嶺
高
校
の

�

適
正
な
学
級
数
維
持
を

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
を

老
朽
危
険
家
屋
や
空
家
の

�

抑
制
策
は

質
　若
者
の
市
内
へ
の

就
職
や
定
住
を
進
め
る

た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、
大
卒
者
な
ど
の
奨

学
金
返
還
に
対
す
る
支

援
の
考
え
は
。

答
　奨
学
金
の
返
済
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

市
内
企
業
へ
の
就
職
や
定
住
が
期
待
で
き
る

が
、
希
望
す
る
業
種
・
職
種
が
市
内
の
求
人

に
な
い
場
合
や
就
職
先
が
限
定
さ
れ
る
な
ど
、

職
業
選
択
が
狭
き
も
の
に
な
る
と
い
っ
た
課

題
も
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　北
海
道
教
育
委
員
会

よ
り
平
成
33
年
度
に
登

別
青
嶺
高
校
を
１
学
級

削
減
し
、
各
学
年
３
学

級
と
す
る
案
が
提
示
さ

れ
ま
し
た
。
北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
学
校

の
適
正
規
模
を
４
学
級
以
上
と
し
て
お
り
、

今
回
の
案
で
は
学
校
の
適
正
規
模
を
下
回
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
統
廃
合
の
対
象
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
登
別

市
内
か
ら
普
通
高
校
が
な
く
な
る
恐
れ
も
あ

る
こ
と
か
ら
質
問
し
ま
し
た
。

　市
民
と
行
政
が
と
も

に
「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
る
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ

り
方
」
に
つ
い
て
、
質

問
し
ま
し
た
。

質
　「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の
展
望
は
。

答
　市
民
の
関
心
向
上
・
担
い
手
育
成
な
ど

を
目
的
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
。
ま
た
、
市
民
活
動
拠
点
施
設

の
「
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
に
お
け
る
、
す

質
　空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
施
行
後
、
各
年
度
の

空
家
は
何
件
か
。

答
　平
成
27
年
度
に
263

件
、
平
成
28
年
度
に
302
件
、
平
成
29
年
度
に

330
件
と
な
っ
て
お
り
、
年
々
増
加
す
る
傾
向

に
あ
る
。

質
　空
家
が
増
加
す
る
の
は
確
実
で
あ
り
、

空
家
を
抑
制
す
る
今
後
の
対
策
は
。

答
　市
に
お
い
て
も
、
年
々
空
家
は
増
加
し

て
い
く
の
も
と
考
え
て
い
る
。
特
に
、
適
正

質
　国
は
、
総
務
省
と
文
部
科
学
省
が
連
携

し
て
、
地
元
企
業
な
ど
に
就
業
し
た
者
の
奨

学
金
返
還
を
支
援
す
る
た
め
の
基
金
を
造
成

し
、
地
方
公
共
団
体
が
出し

ゅ
つ

捐え
ん

し
た
額
を
特
別

交
付
税
措
置
の
対
象
と
し
て
い
る
が
、
こ
の

こ
と
に
対
す
る
本
市
の
考
え
は
。

答
　本
市
で
は
、
引
き
続
き
地
域
産
業
を
担

う
人
材
の
確
保
に
向
け
、
地
元
開
催
の
企
業

説
明
会
な
ど
を
通
じ
て
、
市
内
へ
の
就
職
を

促
す
ほ
か
、
大
学
な
ど
へ
進
学
し
た
学
生
に

対
し
、
就
職
先
と
し
て
市
内
企
業
に
目
を
向

け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し

て
い
く
が
、
奨
学
金
返
還
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

質
　青
嶺
高
校
の
学
級
削
減
案
に
対
す
る
市

の
考
え
お
よ
び
北
海
道
教
育
委
員
会
へ
の
働

き
か
け
は
。

答
　現
行
の
４
学
級
は
適
正
と
考
え
て
お
り

「
登
別
の
教
育
推
進
に
関
す
る
検
討
会
議
」

の
意
見
を
受
け
、
地
元
選
出
道
議
会
議
員
支

援
の
も
と
、
５
月
と
６
月
の
２
回
、
市
長
な

ら
び
に
教
育
長
が
、
北
海
道
教
育
委
員
会
教

育
長
に
現
状
維
持
を
要
請
し
た
。

質
　青
嶺
高
校
が
な
く
な
る
と
の
危
機
感
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

答
　青
嶺
高
校
は
市
に
と
っ
て
重
要
な
学
校

で
あ
り
、
今
後
も
い
ち
早
く
情
報
を
収
集
し
、

さ
ら
な
る
対
応
を
行
い
た
い
。

そ
野
の
広
が
り
を
も
た
ら
す
活
動
支
援
を
進

め
て
い
く
。

質
　「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
お
け
る
現

状
の
課
題
は
。

答
　市
民
活
動
団
体
会
員
の
減
少
や
、
役
員

の
高
齢
化
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
担
い

手
不
足
が
課
題
で
あ
る
。

　人
口
減
少
や
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
る
中
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、

ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
力
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
多
く
の
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
、
行
政
が
で

き
る
サ
ポ
ー
ト
を
協
議
し
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

に
管
理
さ
れ
な
い
空
家
が
起
こ
す
、
安
全
や

保
安
、
衛
生
上
の
問
題
な
ど
が
増
加
す
る
こ

と
に
よ
り
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。
市

で
は
、
こ
れ
ま
で
も
登
別
市
空
家
等
対
策
計

画
の
3
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
空
家
の

発
生
抑
制
、
適
正
管
理
、
利
活
用
対
策
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
問
題
が
増
加
し
な
い
よ
う
空
家

の
発
生
を
抑
制
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
建
物
が
、
将
来

空
家
に
な
ら
な
い
よ
う
、
所
有
者
へ
意
識
の

醸
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※出捐…金銭や品物を寄付すること

※
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木
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美
子

米
　田
　登
美
子

渡

辺

　
勉

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
食
品
ロ
ス
減
少

登
別
市
立
図
書
館
の

�

め
ざ
す
も
の

（
仮
称
）自
殺
対
策
行
動
計
画

�

策
定
の
進
ち
ょ
く
を
問
う

市
政
を
支
え
る
町
内
会
活
動
に

�

支
援
を

質
　国
連
で
は
、
誰
も

置
き
去
り
に
し
な
い
世

界
を
目
指
し
て
、
「
持

続
可
能
な
開
発
目
標
」

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
サ
ミ
ッ
ト

で
採
択
さ
れ
た
。
北
海
道
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立
し
、
取
り
組
み
の

積
極
的
な
推
進
が
重
要
と
し
て
い
る
。

　Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
あ
る
目
標
の
う
ち
12
番
目

に
「
つ
く
る
責
任
・
つ
か
う
責
任
」
に
お
け

る
、
日
本
の
食
品
ロ
ス
お
よ
び
本
市
の
燃
や

せ
る
ご
み
の
量
は
。

質
　運
営
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
い
て
は
、
本
市
の
図

書
館
は
「
市
民
と
共
に

つ
く
り
ま
す
」
と
あ
る

が
考
え
方
と
課
題
は
。

答
　図
書
館
は
市
民
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
る

施
設
で
あ
り
、
市
民
と
と
も
に
成
長
す
る
図

書
館
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、
市
民
が
図
書
活
動
に
参
加
で
き
る

環
境
や
体
制
の
構
築
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

質
　市
民
の
図
書
館
活
動
へ
の
参
加
を
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

質
　本
市
は
、
自
殺
対

策
行
動
計
画
に
つ
い
て
、

今
春
策
定
す
る
こ
と
を

表
明
し
た
。
６
月
計
画

案
を
基
に
、
登
別
市
自

殺
予
防
対
策
連
絡
会
で
協
議
し
、
９
月
に
最

終
案
を
確
定
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
経
て
12
月
に
計
画
案
を
確
定
し
、
来
年
３

月
に
公
表
予
定
と
し
て
い
る
も
の
の
、
予
定

ど
お
り
に
進
ん
で
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　今
後
、
ど
の
よ
う
に
策
定
を
進
め
る
の
か
。

ま
た
、
本
計
画
に
関
わ
る
外
部
組
織
や
計
画

　町
内
会
運
営
の
中
心

で
あ
る
役
員
の
な
り
手

不
足
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
少
子
高
齢
化
、

加
入
率
の
低
下
、
行
事
へ
の
参
加
者
の
減
少

な
ど
の
ほ
か
、
運
営
の
た
め
の
人
材
不
足
や

役
員
の
長
期
在
職
に
よ
り
活
力
が
減
退
す
る

中
で
の
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
市
政
情
報
の
提
供
、
防
災
、

防
犯
、
環
境
整
備
や
見
守
り
な
ど
の
福
祉
に

至
る
ま
で
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
を
支
え

答
　平
成
27
年
度
の
日
本
の
食
品
ロ
ス
は
、

家
庭
系
289
万
㌧
、
事
業
系
357
万
㌧
と
推
計
さ

れ
る
。
ま
た
、
平
成
29
年
の
本
市
の
燃
や
せ

る
ご
み
は
家
庭
系
８
千
248
㌧
、
事
業
系
６
千

631
㌧
と
な
っ
て
い
る
。

質
　食
品
ロ
ス
削
減
に
伴
う
本
市
の
取
り
組

み
は
。

答
　食
材
使
い
切
り
レ
シ
ピ
の
紹
介
や
、
食

べ
て
も
安
全
な
期
限
の
消
費
期
限
と
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
る
賞
味
期
限
の
違
い
を
広
報
紙

な
ど
を
通
じ
て
周
知
普
及
に
努
め
る
。

　食
品
ロ
ス
は
世
界
の
環
境
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
参
加

し
て
い
る
企
業
・
団
体
な
ど
と
連
携
を
図
り
、

食
品
ロ
ス
減
少
を
訴
え
ま
し
た
。

答
　図
書
館
で
は
、
お
話
し
会
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
活
動
し
て
い
る
。
今
後
は

個
人
で
も
経
験
な
ど
を
生
か
し
て
活
動
で
き

る
よ
う
、
年
度
内
に
図
書
館
「
友
の
会
」
や

図
書
館
サ
ポ
ー
ト
の
よ
う
な
組
織
の
立
ち
上

げ
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
　運
営
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
指
定
管
理
者
制

度
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
直
営

の
考
え
方
は
。

答
　日
本
図
書
館
協
会
は
、
管
理
運
営
の
継

続
や
安
定
の
観
点
か
ら
「
直
営
が
望
ま
し
い
」

と
の
見
解
を
示
し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て

も
、
現
行
の
管
理
運
営
体
制
で
進
め
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

を
実
施
す
る
際
の
各
種
団
体
と
の
連
携
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

答
　計
画
策
定
ま
で
の
明
確
な
時
期
は
現
時

点
で
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
目
標
と
し
て

は
、
平
成
31
年
４
月
の
施
行
に
向
け
て
準
備

を
進
め
た
い
。

　ま
た
、
連
携
に
つ
い
て
は
、
登
別
市
自
殺

予
防
対
策
連
絡
会
を
中
心
に
計
画
を
実
施
し

て
い
く
ほ
か
、

必
要
に
応
じ

て
そ
の
ほ
か

の
団
体
と
も

連
携
を
図
っ

て
い
く
。

る
活
動
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が

町
内
会
で
す
。

　町
内
会
が
休
止
し
て
い
る
住
民
か
ら
は

「
町
内
会
が
休
会
に
な
っ
て
お
り
道
路
も
整

備
さ
れ
な
い
ま
ま
で
す
。
町
内
会
の
再
開
を

願
っ
て
い
ま
す
。
」
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

　地
域
環
境
の
整
備
や
防
犯
灯
の
維
持
な
ど
、

地
域
生
活
を
安
全
安
心
に
過
ご
す
に
は
、
町

内
会
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
指
摘
し

ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
会
の
再
開
に
は
、
多

く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、

行
政
の
援
助
と
今
後
の
町
内
会
活
動
の
支
援

に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
り
を
求
め
ま
し

た
。　市

か
ら
は
、
連
合
町
内
会
と
協
議
し
な
が

ら
対
応
す
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。
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　「
の
ぼ
り
べ
つ
ケ
ア
マ
ネ
連
絡
会
」
と
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け

て
」
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
介
護
職
は

や
り
が
い
が
あ
る
も
の
の
、
一
般
的
に
負
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
慢
性
的
な
人
材
不
足
に

あ
る
と
の
切
実
な
状
況

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

現
場
で
働
く
人
材
も
高

齢
化
し
て
き
て
お
り
、

社
会
全
体
で
取
り
組
む

べ
き
問
題
で
あ
る
と
痛

感
し
ま
し
た
。
（
村
井
）

質
　社
会
福
祉
に
関
わ
る
国
庫
負
担
額
の
返
還

金
が
約
１
億
１
千
万
円
と
２
年
続
け
て
大
き
い
。

返
還
額
が
生
じ
る
理
由
と
、
生
活
保
護
の
医
療

扶
助
費
返
還
額
が
６
千
万
円
に
も
な
る
理
由
は
。

答
　生
活
保
護
の
扶
助
費
は
４
分
の
３
が
国
の

負
担
で
、
前
年
度
２
月
に
当
初
予
算
見
込
額
を

基
に
国
に
交
付
申
請
を
行
う
。
11
月
以
降
は
当

初
の
交
付
申
請
も
し
く
は
支
出
実
績
に
よ
り
、

見
込
み
額
が
当
該
年
度
内
に
交
付
さ
れ
る
。
こ

の
う
ち
医
療
扶
助
費
な
ど
１
月
か
ら
３
月
分
の

支
出
額
が
想
定
を
下
回
っ
た
こ
と
に
よ
り
返
還

が
生
じ
た
が
、
一
般
財
源
へ
の
影
響
は
な
い
。

質
　水
道
事
業
会
計
の
「
検
針
機
器
プ
ロ
グ
ラ

ム
改
修
委
託
料
」
の
内
容
は
何
か
。
ま
た
、
料

金
改
定
ご
と
に
必
要
な
経
費
な
の
か
。

答
　水
道
料
金
の
改
定
内
容
を
反
映
さ
せ
る
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
改
修
の
み
の
委
託
料
で
あ
り
、

今
後
も
料
金
改
定
ご
と
に
そ
の
内
容
に
応
じ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
改
修
が
必
要
で
あ
る
。

質
　ハ
ン
デ
ィ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
代
わ
り
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
り
、
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
で
効
率
的
な
検
針

を
行
え
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
　費
用
対
効
果
が
得
ら
れ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

　教
育
費
・
教
育
総
務
費
・
教
育
財
産
管
理
費

に
お
け
る
市
民
会
館
整
備
事
業
費
へ
の
補
正
額

375
万
９
千
円
に
関
し
て
は
、
事
務
事
業
評
価

シ
ー
ト
に
お
け
る
計
画
に
お
い
て
「
緊
急
性
や

必
要
性
を
考
慮
し
施
設
の
長
寿
化
を
図
る
」
と

示
さ
れ
て
お
り
必
要
な
予
算
と
理
解
は
す
る
。

　一
方
、
本
事
業
の
当
初
予
算
の
調
書
に
お
け

る
事
業
内
容
は
「
大
ホ
ー
ル
の
音
響
設
備
の
更

新
」
と
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
補
正
の
工
事
請

負
費
が
「
給
水
設
備
」
で
あ
れ
ば
、
関
連
性
の

な
い
工
事
へ
の
補
正
と
な
ら
な
い
の
か
な
ど
、

そ
の
根
拠
や
整
合
性
に
対
し
て
確
認
し
た
。

　委
員
間
討
議
で
付
帯
意
見
を
決
議
し
ま
し
た
。

一
つ
、
水
道
事
業
運
営
審
議
会
に
て
示
さ
れ
た

付
帯
意
見
を
遵
守
す
る
こ
と
。

一
つ
、
漏
水
対
策
に
万
全
を
期
し
、
有
収
率
の

改
善
に
努
め
る
こ
と
。

一
つ
、
今
後
、
水
道
料
金
の
改
定
に
当
た
っ
て

は
、
専
門
的
知
見
を
有
す
る
学
識
経
験
者
等
に

広
く
意
見
を
求
め
る
こ
と
。

一
つ
、
今
後
も
水
道
料
金
の
改
定
に
当
た
っ
て

は
、
市
民
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
こ
と
か
ら
、

利
用
者
で
あ
る
市
民
に
対
し
て
十
分
な
周
知
期

間
を
設
け
、
理
解
促
進
に
努
め
る
こ
と
。

国会・政府・北海道に７件の意見書を提出

介護保険制度の抜本的改革を求める意見書 北海道教育委員会「これからの高校づくりに関する指針」を
抜本的に見直し、すべての子どもにゆたかな学びを保障する
高校教育を求める意見書平成31年度地方財政の充実・強化を求める意見書

水道施設の戦略的な老朽化対策を求める意見書 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求
める意見書

児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書 学校施設や通学路におけるブロック塀等の安全性確保を求め
る意見書

　意見書は、市政の発展に必要な事柄の実現を要請するために関係機関に提出するものです。第３回定例会
では、次の意見書を可決しました。詳しい内容は、市議会ホームページでご覧いただけます。

平成30年度補正予算を審議

千

田

文

孝

二

瓶

秀

幸

天
神
林

　美
　彦

観
光
・
経
済
委
員
会

国
へ
の
返
還
金
が
多
い
理
由
は

水
道
検
針
機
器
の
今
後
は

当
初
予
算
事
業
と
の
整
合
性

水
道
料
金
の
一
部
改
定
に

�

付
帯
意
見

次回定例会のお知らせ
　平成30年第 4回定例会は、11月30日（金）から開会する予定です。

　本会議や委員会は、当日受付で名簿に記入していただくだけ
で、自由に傍聴することができます。第 3回定例会では、延べ
13名の方が傍聴されました。紙面ではお伝えできない議会や議
員の生の姿を見聞きできますので、ぜひお越しください。

　議会に足を運ぶことができない方も、インターネットで本会議
や委員会の生中継、過去の録画中継をご覧いただけます。パソコ
ンで市議会ホームページにアクセスし、「議会中継」のリンクから
ご覧ください。� ▶問い合わせ　議会事務局（☎�９２２０）

議会を傍聴しませんか

インターネットでも議会中継をご覧いただけます

そのほかの質問：市民会館給水設備の更新

ケ
ア
マ
ネ
連
絡
会
と

�

意
見
を
か
わ
す

生
活
・
福
祉
委
員
会

※スマートメーター…�流量を自動で計測し、メーター内に通信機能を持た
せ収集する次世代流量計

※

6  議会だよりでぃすかす　94号 



木

村

俊

子

佐
々
木
　久
美
子

米
　田
　登
美
子

渡

辺

　
勉

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
食
品
ロ
ス
減
少

登
別
市
立
図
書
館
の

�

め
ざ
す
も
の

（
仮
称
）自
殺
対
策
行
動
計
画

�

策
定
の
進
ち
ょ
く
を
問
う

市
政
を
支
え
る
町
内
会
活
動
に

�

支
援
を

質
　国
連
で
は
、
誰
も

置
き
去
り
に
し
な
い
世

界
を
目
指
し
て
、
「
持

続
可
能
な
開
発
目
標
」

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
サ
ミ
ッ
ト

で
採
択
さ
れ
た
。
北
海
道
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立
し
、
取
り
組
み
の

積
極
的
な
推
進
が
重
要
と
し
て
い
る
。

　Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
あ
る
目
標
の
う
ち
12
番
目

に
「
つ
く
る
責
任
・
つ
か
う
責
任
」
に
お
け

る
、
日
本
の
食
品
ロ
ス
お
よ
び
本
市
の
燃
や

せ
る
ご
み
の
量
は
。

質
　運
営
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
い
て
は
、
本
市
の
図

書
館
は
「
市
民
と
共
に

つ
く
り
ま
す
」
と
あ
る

が
考
え
方
と
課
題
は
。

答
　図
書
館
は
市
民
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
る

施
設
で
あ
り
、
市
民
と
と
も
に
成
長
す
る
図

書
館
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、
市
民
が
図
書
活
動
に
参
加
で
き
る

環
境
や
体
制
の
構
築
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

質
　市
民
の
図
書
館
活
動
へ
の
参
加
を
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

質
　本
市
は
、
自
殺
対

策
行
動
計
画
に
つ
い
て
、

今
春
策
定
す
る
こ
と
を

表
明
し
た
。
６
月
計
画

案
を
基
に
、
登
別
市
自

殺
予
防
対
策
連
絡
会
で
協
議
し
、
９
月
に
最

終
案
を
確
定
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
経
て
12
月
に
計
画
案
を
確
定
し
、
来
年
３

月
に
公
表
予
定
と
し
て
い
る
も
の
の
、
予
定

ど
お
り
に
進
ん
で
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　今
後
、
ど
の
よ
う
に
策
定
を
進
め
る
の
か
。

ま
た
、
本
計
画
に
関
わ
る
外
部
組
織
や
計
画

　町
内
会
運
営
の
中
心

で
あ
る
役
員
の
な
り
手

不
足
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
少
子
高
齢
化
、

加
入
率
の
低
下
、
行
事
へ
の
参
加
者
の
減
少

な
ど
の
ほ
か
、
運
営
の
た
め
の
人
材
不
足
や

役
員
の
長
期
在
職
に
よ
り
活
力
が
減
退
す
る

中
で
の
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
市
政
情
報
の
提
供
、
防
災
、

防
犯
、
環
境
整
備
や
見
守
り
な
ど
の
福
祉
に

至
る
ま
で
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
を
支
え

答
　平
成
27
年
度
の
日
本
の
食
品
ロ
ス
は
、

家
庭
系
289
万
㌧
、
事
業
系
357
万
㌧
と
推
計
さ

れ
る
。
ま
た
、
平
成
29
年
の
本
市
の
燃
や
せ

る
ご
み
は
家
庭
系
８
千
248
㌧
、
事
業
系
６
千

631
㌧
と
な
っ
て
い
る
。

質
　食
品
ロ
ス
削
減
に
伴
う
本
市
の
取
り
組

み
は
。

答
　食
材
使
い
切
り
レ
シ
ピ
の
紹
介
や
、
食

べ
て
も
安
全
な
期
限
の
消
費
期
限
と
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
る
賞
味
期
限
の
違
い
を
広
報
紙

な
ど
を
通
じ
て
周
知
普
及
に
努
め
る
。

　食
品
ロ
ス
は
世
界
の
環
境
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
参
加

し
て
い
る
企
業
・
団
体
な
ど
と
連
携
を
図
り
、

食
品
ロ
ス
減
少
を
訴
え
ま
し
た
。

答
　図
書
館
で
は
、
お
話
し
会
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
活
動
し
て
い
る
。
今
後
は

個
人
で
も
経
験
な
ど
を
生
か
し
て
活
動
で
き

る
よ
う
、
年
度
内
に
図
書
館
「
友
の
会
」
や

図
書
館
サ
ポ
ー
ト
の
よ
う
な
組
織
の
立
ち
上

げ
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
　運
営
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
指
定
管
理
者
制

度
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
直
営

の
考
え
方
は
。

答
　日
本
図
書
館
協
会
は
、
管
理
運
営
の
継

続
や
安
定
の
観
点
か
ら
「
直
営
が
望
ま
し
い
」

と
の
見
解
を
示
し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て

も
、
現
行
の
管
理
運
営
体
制
で
進
め
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

を
実
施
す
る
際
の
各
種
団
体
と
の
連
携
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

答
　計
画
策
定
ま
で
の
明
確
な
時
期
は
現
時

点
で
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
目
標
と
し
て

は
、
平
成
31
年
４
月
の
施
行
に
向
け
て
準
備

を
進
め
た
い
。

　ま
た
、
連
携
に
つ
い
て
は
、
登
別
市
自
殺

予
防
対
策
連
絡
会
を
中
心
に
計
画
を
実
施
し

て
い
く
ほ
か
、

必
要
に
応
じ

て
そ
の
ほ
か

の
団
体
と
も

連
携
を
図
っ

て
い
く
。

る
活
動
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が

町
内
会
で
す
。

　町
内
会
が
休
止
し
て
い
る
住
民
か
ら
は

「
町
内
会
が
休
会
に
な
っ
て
お
り
道
路
も
整

備
さ
れ
な
い
ま
ま
で
す
。
町
内
会
の
再
開
を

願
っ
て
い
ま
す
。
」
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

　地
域
環
境
の
整
備
や
防
犯
灯
の
維
持
な
ど
、

地
域
生
活
を
安
全
安
心
に
過
ご
す
に
は
、
町

内
会
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
指
摘
し

ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
会
の
再
開
に
は
、
多

く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、

行
政
の
援
助
と
今
後
の
町
内
会
活
動
の
支
援

に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
り
を
求
め
ま
し

た
。　市

か
ら
は
、
連
合
町
内
会
と
協
議
し
な
が

ら
対
応
す
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。
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一 般 質 問

　「
の
ぼ
り
べ
つ
ケ
ア
マ
ネ
連
絡
会
」
と
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け

て
」
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
介
護
職
は

や
り
が
い
が
あ
る
も
の
の
、
一
般
的
に
負
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
慢
性
的
な
人
材
不
足
に

あ
る
と
の
切
実
な
状
況

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

現
場
で
働
く
人
材
も
高

齢
化
し
て
き
て
お
り
、

社
会
全
体
で
取
り
組
む

べ
き
問
題
で
あ
る
と
痛

感
し
ま
し
た
。
（
村
井
）

質
　社
会
福
祉
に
関
わ
る
国
庫
負
担
額
の
返
還

金
が
約
１
億
１
千
万
円
と
２
年
続
け
て
大
き
い
。

返
還
額
が
生
じ
る
理
由
と
、
生
活
保
護
の
医
療

扶
助
費
返
還
額
が
６
千
万
円
に
も
な
る
理
由
は
。

答
　生
活
保
護
の
扶
助
費
は
４
分
の
３
が
国
の

負
担
で
、
前
年
度
２
月
に
当
初
予
算
見
込
額
を

基
に
国
に
交
付
申
請
を
行
う
。
11
月
以
降
は
当

初
の
交
付
申
請
も
し
く
は
支
出
実
績
に
よ
り
、

見
込
み
額
が
当
該
年
度
内
に
交
付
さ
れ
る
。
こ

の
う
ち
医
療
扶
助
費
な
ど
１
月
か
ら
３
月
分
の

支
出
額
が
想
定
を
下
回
っ
た
こ
と
に
よ
り
返
還

が
生
じ
た
が
、
一
般
財
源
へ
の
影
響
は
な
い
。

質
　水
道
事
業
会
計
の
「
検
針
機
器
プ
ロ
グ
ラ

ム
改
修
委
託
料
」
の
内
容
は
何
か
。
ま
た
、
料

金
改
定
ご
と
に
必
要
な
経
費
な
の
か
。

答
　水
道
料
金
の
改
定
内
容
を
反
映
さ
せ
る
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
改
修
の
み
の
委
託
料
で
あ
り
、

今
後
も
料
金
改
定
ご
と
に
そ
の
内
容
に
応
じ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
改
修
が
必
要
で
あ
る
。

質
　ハ
ン
デ
ィ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
代
わ
り
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
り
、
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
で
効
率
的
な
検
針

を
行
え
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
　費
用
対
効
果
が
得
ら
れ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

　教
育
費
・
教
育
総
務
費
・
教
育
財
産
管
理
費

に
お
け
る
市
民
会
館
整
備
事
業
費
へ
の
補
正
額

375
万
９
千
円
に
関
し
て
は
、
事
務
事
業
評
価

シ
ー
ト
に
お
け
る
計
画
に
お
い
て
「
緊
急
性
や

必
要
性
を
考
慮
し
施
設
の
長
寿
化
を
図
る
」
と

示
さ
れ
て
お
り
必
要
な
予
算
と
理
解
は
す
る
。

　一
方
、
本
事
業
の
当
初
予
算
の
調
書
に
お
け

る
事
業
内
容
は
「
大
ホ
ー
ル
の
音
響
設
備
の
更

新
」
と
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
補
正
の
工
事
請

負
費
が
「
給
水
設
備
」
で
あ
れ
ば
、
関
連
性
の

な
い
工
事
へ
の
補
正
と
な
ら
な
い
の
か
な
ど
、

そ
の
根
拠
や
整
合
性
に
対
し
て
確
認
し
た
。

　委
員
間
討
議
で
付
帯
意
見
を
決
議
し
ま
し
た
。

一
つ
、
水
道
事
業
運
営
審
議
会
に
て
示
さ
れ
た

付
帯
意
見
を
遵
守
す
る
こ
と
。

一
つ
、
漏
水
対
策
に
万
全
を
期
し
、
有
収
率
の

改
善
に
努
め
る
こ
と
。

一
つ
、
今
後
、
水
道
料
金
の
改
定
に
当
た
っ
て

は
、
専
門
的
知
見
を
有
す
る
学
識
経
験
者
等
に

広
く
意
見
を
求
め
る
こ
と
。

一
つ
、
今
後
も
水
道
料
金
の
改
定
に
当
た
っ
て

は
、
市
民
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
こ
と
か
ら
、

利
用
者
で
あ
る
市
民
に
対
し
て
十
分
な
周
知
期

間
を
設
け
、
理
解
促
進
に
努
め
る
こ
と
。

国会・政府・北海道に７件の意見書を提出

介護保険制度の抜本的改革を求める意見書 北海道教育委員会「これからの高校づくりに関する指針」を
抜本的に見直し、すべての子どもにゆたかな学びを保障する
高校教育を求める意見書平成31年度地方財政の充実・強化を求める意見書

水道施設の戦略的な老朽化対策を求める意見書 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求
める意見書

児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書 学校施設や通学路におけるブロック塀等の安全性確保を求め
る意見書

　意見書は、市政の発展に必要な事柄の実現を要請するために関係機関に提出するものです。第３回定例会
では、次の意見書を可決しました。詳しい内容は、市議会ホームページでご覧いただけます。

平成30年度補正予算を審議

千

田

文

孝

二

瓶

秀

幸

天
神
林
　美
　彦

観
光
・
経
済
委
員
会

国
へ
の
返
還
金
が
多
い
理
由
は

水
道
検
針
機
器
の
今
後
は

当
初
予
算
事
業
と
の
整
合
性

水
道
料
金
の
一
部
改
定
に

�

付
帯
意
見

次回定例会のお知らせ
　平成30年第 4回定例会は、11月30日（金）から開会する予定です。

　本会議や委員会は、当日受付で名簿に記入していただくだけ
で、自由に傍聴することができます。第 3回定例会では、延べ
13名の方が傍聴されました。紙面ではお伝えできない議会や議
員の生の姿を見聞きできますので、ぜひお越しください。

　議会に足を運ぶことができない方も、インターネットで本会議
や委員会の生中継、過去の録画中継をご覧いただけます。パソコ
ンで市議会ホームページにアクセスし、「議会中継」のリンクから
ご覧ください。� ▶問い合わせ　議会事務局（☎�９２２０）

議会を傍聴しませんか

インターネットでも議会中継をご覧いただけます

そのほかの質問：市民会館給水設備の更新

ケ
ア
マ
ネ
連
絡
会
と

�

意
見
を
か
わ
す

生
活
・
福
祉
委
員
会

※スマートメーター…�流量を自動で計測し、メーター内に通信機能を持た
せ収集する次世代流量計

※
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あなたの『挑戦』を募集します

▶日時　平成31年２月1０日㈰
▶�会場　大滝総合運動公園ほか
▶種目・参加料
○�スキーマラソン　15㌔㍍… 2,5００
円

○�歩くスキー　７・５・３㌔㍍…中
学生未満5００円・中学生以上1,０００
円

※�申込方法など、詳しくは問い合わ
せください。

▶�問い合わせ　同実行委員会事務局
（大滝総合支所内・☎０１４２�
６１１１）

鎧
よろい

・兜
かぶと

の試着体験はいかが 第29回おおたき国際スキーマラソン
参加者募集

中島スポーツセンター
スケートリンク平日営業開始

　1０月から土・日曜日の営業を開始
していたスケートリンクが、11月１
日㈭から平日の営業も開始します。
11月１日㈭は無料開放します。（個
人利用のみ・貸しスケートは有料）
▶�開館時間　12時～18時（土・日曜
日、祝日は1０時から）
▶�休館日　月曜日（月曜日が祝日の
場合は、その翌日）
▶�料金　一般5００円、65歳以上3００円、
高校生25０円、中学生以下13０円
▶�問い合わせ　中島スポーツセン
ター（☎㊺０８００）

　白老町の仙台藩白老元陣屋資料館
では12月１日～22日までの土曜日限
定で、鎧と兜の試着体験（無料・要
予約制）を実施します。白老で戦国
武将の気分に浸ってみませんか。
▶�日時　12月１日～22日までの毎週
土曜日1０時～16時
▶�会場　仙台藩白老元陣屋資料館
（白老町陣屋町）
▶�入館料　一般3００円、小・中学生
15０円
▶申し込み・問い合わせ　
　同資料館（☎０１４４�２６６６）

投稿先

企画調整グループ
〒059－8701中央町６丁目11

（☎�６５８６、思�１１０８）
Ｅメール：pr@city.noboribetsu.lg.jp

　広報のぼりべつでは、２０１９年の干支であ
る『猪』にちなみ、何かに突き進みたいという
思いを『２０１９年の挑戦』と題して、原稿を
募集し、２０１９年１月号の特集で紹介します。
　新たな年の始まりは、今までできなかったこ
とに挑戦する良い機会です。また、２０１９年
は新たな元号に変わる節目の年となりますので、
何かを始めるきっかけにしてみませんか。
　勉学やスポーツ、趣味、ボランティアなど、
どんなことでも結構です。なぜ挑戦したいのか、
自分の将来像・登別の将来像を思い描いて、あ
なたの気持ちを寄稿してください。

　　�募集要項
▶対象　市内に居住する小学生以上の方
▶�テーマ　2０19年に挑戦したいこと、2０19年から
始めたいこと

▶�挑戦の例　習い事に挑戦、家庭菜園に挑戦、趣
味でカメラを始めるなど

▶投稿締切　11月27日㈫（必着）
▶�投稿方法　住所・氏名・年齢・電話番号・あな
たの挑戦（4００字程度）を任意の様式に記入の
上、郵送またはファクス、Ｅメールで企画調整
グループ

～注意事項～
※�紙面の都合により、投稿された全ての原稿を掲
載できない場合があります。

※�政治活動や宗教活動など、投稿された内容によ
って掲載できない場合があります。

※�広報のぼりべつに掲載する際は、氏名や年齢を
記載させていただくほか、日程を調整した上で、
投稿者の顔写真を撮影し、掲載させていただく
場合があります。

広報のぼりべつ２０１９年１月号
新年特集企画


